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1 緊急 時 の 諸 連 絡 
災害 や 感染 症 の 流行 等 に よる 試験 日 程 及 び 選 抜 内 容 の 変更 , 出願 状況 に よ 
る 試験 会 場 の 変更 な ど , 本 募集 要項 の 内 容 か ら 変 更 する 必要 が 生じ た 場合 に 
は , 次 の 本 学 ホ ー ム ペー ジ 及 び 携 帯電 話 用 ウェ ブサ イト 等 に より 周知 し ます 
の で , 出願 前 や 受験 前 は 特に 注意 し て くだ さい 。 


2 自然 災害 等 に より 被災 し た 入学 志願 者 に 係る 検定 料 の 特別 措置 に つい て 
名 古屋 大 学 で は , 自然 災害 等 に よる 被災 者 の 経済 的 負担 を 軽減 し , 受験 生 
の 進学 機会 の 確保 を 図る た め , 本 入試 の 検定 料 の 免除 を 実施 する 場合 が あり 
ます 。 
詳細 に つい て は , 本 学 ホ ー ム ペー ジ を 確認 し て くだ さい 。 


3 出願 状況 の 案内 に つい て 


本 学 の 一 般 入試 の 出願 状況 の 案内 は , 本 学 ホ ー ム ペー ジ 及 び 携 帯電 話 用 
ウェ ブサ イト に より 次 の 日 時 か ら 行 いま す 。 
令 和 2 年 1 月 30 日 ( 木 ) 9 時 か ら 


〇 本 学 ホ ー ム ペー ジ 
URL http://Www.nagoya-u.aC.jD/ 
緊急 時 の 諸 連 絡 : 入学 案内 一 学部 入試 の 概要 一 学部 入試 に 関す る お 知ら せ 
検定 料 の 特別 措置 : 入学 案内 一 学部 募集 要項 / 大 学 案 内 な ど 
ー 自 然 災害 等 に より 被災 し た 入学 志願 者 に 係る 検定 料 の 特別 措 
置 に つい て (学部 入試 ) 
出願 状況 : 入学 案内 一 学部 出願 状況 な ど 一 出願 状況 
〇 携帯 電話 用 ウェ ブサ イト 
URL https://daigakujc.Jp/nagoya-u/ 


帯 還 話 用 コー ド で 、 回 回 生息 た だ け な い 
アク セス で きま す 。 y 機種 が あり ます 。 
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| 入試 に つい て の 問合せ 先 
) 名 古屋 大 学 入学 試験 事務 室 TEL. (052) 789 一 5765 ) 
FAX. (052) 789 一 2188 
( 食 月 曜日 か ら 金 曜日 9 時 か ら 17 時 ( 可 日 ・12 月 29 日 一 1 月 3 日 を 除く 。) ) 
@ 電 話 に よる 問合せ は , 原則 と し て 志願 者 本 人 が 行っ て くだ さい 、。 

め 








4 スドー 所 デー 

名 古屋 大 学 学術 憲 草 
名 古屋 大 学 は , 学問 の 府 と し て , 大 学園 有 の 役割 と その 歴史 的 , 社会 的 使命 を 確認 し , 
その 学術 活動 の 基本 理念 を ここ に 定め る 。 














名 古屋 大 学 は , 自由 開 達 な 学 風 の 下 , 人 間 と 社会 と 自然 に 関す る 研究 と 教育 を 通じ て , 
人 々 の 幸福 に 貢献 する こと を , その 使命 と する 。 と り わ け , 人 間 性 と 科学 の 調和 的 発展 
を 目指 し , 人 文科 学 , 社会 科学 , 自然 科学 を と も に 視野 に 入れ た 高度 な 研究 と 教育 を 実 
践 する 。 こ の た め に , 以下 の 基本 目標 お よび 基本 方 針 に 基づく 諸 施策 を 実施 し , 基幹 的 
総合 大 学 と し て の 責務 を 持続 的 に 洒 た す 。 


1. 研究 と 教育 の 大 本 目標 

(1) 名 古屋 大 学 は , 創造 的 な 研究 活動 に よっ て 真理 を 探 先 し , 世界 屈指 の 知 的 成果 を 
産み 出す 。 
(2) 名 古屋 大 学 は , 自発 性 を 重視 する 教育 実践 に よっ て , 論理 的 思考 力 と 想像 力 に 便 
ん だ 勇気 ある 知識 人 を 育て る 。 




































































e. 社会 的 貢献 の 大 本 目標 

(1) 名 古屋 大 学 は , 先端 的 な 学術 研究 と , 国内 外 で 指導 的 役割 果たし うる 人 材 の 養 
成 と を 通じ て , 人 類 の 福祉 と 文化 の 発展 な ら び に 世界 の 産業 に 貢献 する 。 

(2) 名 古屋 大 学 は , その 立地 する 地域 社会 の 特性 を 生か し , 多面 的 な 学術 研究 活動 を 

















通じ て 地域 の 発展 に 貢献 する 。 
(3) 名 古屋 大 学 は , 国際 的 な 学術 連携 お よび 留学 生 教育 を 進め , 世界 と て り わ け ア ジア 
諸国 と の 交流 に 貢献 する 。 


93. 研究 教育 体制 の 大 本 方針 

(1) 名 古屋 大 学 は , 人 文 と 社会 と 自然 の 諸 現 象 を 偽 賊 的 立場 か ら 研 究 し , 現代 の 諸 課 
題 に 応え , 人 間 性 に 立脚 し た 新しい 価値 観 や 知識 体系 を 創出 する た め の 人 研究 体制 を 
整備 し , 充実 させ る 。 

(2) 名 古屋 大 学 は , 世界 の 知 的 伝統 の 中 で 培 われ た 知 的 資産 を 正しく 継承 し 発展 させ 
る 教育 体制 を 整備 し , 高度 で 革新 的 な 教育 活動 を 推進 す 
(3) 名 古屋 大 学 は , 活発 な 情報 発信 と 人 的 交流 , お よび 国内 外 の 諸 機関 と の 連携 に 
よっ て 学術 文化 の 国際 的 拠点 を 形成 する 。 


4. 大 学 運 営 の 基本 方 針 

1) 名 古屋 大 学 は , 構成 員 の 自律 性 と 自発 性 に 基づく 探 先 を 常に 支援 し , 学問 研究 の 
自由 を 保障 する 。 
(2) 名 古屋 大 学 は , 構成 員 が , 研究 と 教育 に 関わ る 理念 と 目標 お よび 運営 原則 の 策定 
や 実現 に , それ ぞ れ の 立場 か ら 参 画す る こと を 求め る 。 

(3) 名 古屋 大 学 は , 構成 員 の 研究 活動 , 教育 実践 な ら び に 管理 運営 に 関し て , 主体 的 
こ 点検 と 評価 を 進め る と と も に , 他 者 か ら の 批判 的 評価 を 積極 的 に 求め , 開か れ た 
大 学 を 目指 す 。 









































































































































【 出 願 手 続か ら 入 学 ま で の 日 程 】 



























































= 般 人 試 
半期 日程 本 有 
イン ター ネッ ト 出 願 登録 期間 及び イン ター ネッ ト 出 願 登録 期間 及び 
入学 検定 料 払込 期間 入学 検定 料 払込 期間 
1 月 14 日 ( 火 )10 時 一 2 月 5 日 ( 水 )15 時 まで 1 月 14 日 ( 火 )10 時 一 2 月 5 日 ( 水 )15 時 まで 
出 願 期 間 出願 期 間 
1 月 27 日 (月 ) 一 2 月 5 日 ( 水 )16 時 必着 1 月 27 日 (月 ) 一 2 月 5 日 ( 水 )16 時 必着 
第 1 段階 選抜 結果 発表 
] 2 月 28 日 ( 金 ) 
個別 学力 検査 
2 月 25 日 ( 火 ) 
26 日 ( 水 ) 個別 学力 検査 
27 日 ( 木 )※ 医 学部 医学 科 の み 3 月 12 日 ( 木 ) 
合格 者 発表 合格 者 発表 
3 月 7 日 ( 土 ) 3 月 21 日 ( 土 ) 
入 学 手 続 和信 学 手 続 
3 月 12 日 ( 木 ) 3 月 25 日 ( 水 ) 
13 日 ( 金 ) 
追加 合格 者 の 決定 
に | 3 月 28 日 ( 土 ) 一 31 日 ( 火 ) 
合格 通知 書 の 交付 及び 入学 手続 





ん の 
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人 学 4 ル 











〇 名 古屋 大 学 の 教育 を 支え る 3 っ の 方 針 … ぐ oo 1 
の 者 ま 交 た の 3200 衣 信和 0MWNNDYNNNeNNetegeie6ieReeetietotleetesoeaeeei 2 
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ド 内: 集 大和 MM00002MMO05KOK66NK0GNUMRNSRG0BNGNe0RNG020RSR2NSR390KeRGB202SAIPAGei 13 
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当 。 人間 症 (EMI で の 癌 導電 了 NMN3NNW60AAP eS06eAPeb2itestees 19 
全 、 連 潜 選び 合格 章介 全 半 人 NAM MA 人 NRNMWRAIR2GZ60MMNe2en0A2es 20 
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の 時 失 電導 NMNGNe06NWOGRWOWPRIRNR966REdNGI2008eMEIESRSK 24 
。 : 個 唱 誤 力 柚 索 ま 用 才 間 > 糧 四 OOM0e49CeeWt04000eweet6sees 25 
9. 個別 学力 検査 実施 教科 ・ 科 目 の 採点 ・ 評 価 の ポイ ント ドド ドド ドド に てい 27 
人 0: 天 学 大 就 セ ッ タ ー 庄 験 た 個 別 学力 検索 の 配信 28 
性 。 本 大 手 陸 MUN MP AN220020POMM46RY9OPRM2oRniZPNO 20mi7PRMAMae2Papte6 30 
人 半 寺 信和 呈 BOD の WSNIRYG40RRHMRRRARSNORRRNRMERMRBISRGMNHGRSS 38 
1 者 400000N606WK0NWNURP0NKMRR828NK0RR0NRGUKGRCSNO2NRRGRGSDR06GRID2KCGWRASSS 40 
人 入湯 湯 和 iee 40 
1 胡 間 線上 42 
6 組 加重 YWPMAWRUM 000A わ 020KOMM6RYSOPRM2 の RA8ZPNY2005XPRAe2PRRRAGERRS 42 
0 本 靖幸 の MNOWe70RRIMRRWRNOWRNAPRYRRSBISRGMMHSRIeN 42 
18。 一 乏 試 に お ける 哉 験 成 緒 及 び 間 査 書 の 開示 meme や metereem ツ mm の 43 
平成 31 年 度 名 古屋 大 学 和 学 試験 志願 者 ・ 受 験 者 ・ 合 格 者 数 及び 志 原 倍率 一 覧 ………… ひ ひひ 4 
平成 31 年 度 名 古屋 大 学 入学 試験 合格 最高 ・ 最 低 点 及び 合格 者 の 平均 点 一 覧 ee 45 
二天 当 の 関村 et IM の PWM0U1BM002YMMNRRR6OPIR720naPPNY 07PRSAke2PRetdea3 46 
表 坪 業 内 ORMNN 人 NM 半 め 請 求 肖 人 MIRMWGWNNKO の TMRR の WOWaPMYPd8YSReWHeRe 56 
再 司 夫 掌 東山 扶 区 本 情 関 neetetntteeteettateeNee 58 


名 古屋 大 学 特 舞 s 大 幸 地 区 配置 図 516Ste7992WCee15iSI2NSSG2RWIAIRt57E3SiIeGieJ8SKEI6SIBY2SiP2NTEVIEe19)eieiSie4i3SCGU5IGKSIme28DWAWts9sGiei9Ke26iCd0etei6G82eTeneisis 59 


名 古屋 大 学 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


信 名 古屋 大 学 の 教育 の 基本 理念 と 育成 する 人 間 像 

名 古屋 大 学 は 「 学 術 憲章 」 (2000 年 制定 ) で , [名 古屋 大 学 は , 自由 開 達 な 学 風 の 下 , 人 間 と 社会 と 自然 に 関す る 研究 と 教育 を 通 
じ て , 人 々 の 辛 福 に 頁 献 する こと を , その 使命 と する 。 とりわけ, 人 間 性 と 科学 の 調和 的 発展 を 目指 し , 人 文科 学 , 社会 科学 , 自 
然 科 学 を と も に 視野 に 入れ た 高度 な 研究 と 教育 を 実践 する ] と , その 使命 を 定め て いま す 。 さ ら に 「 学 術 憲章 ] で は 「 研 究 と 教育 
の 基本 目標 」 と し て , 「(1) 名 古屋 大 学 は , 創造 的 な 研究 活動 に よっ て 真理 を 探 先 し , 世界 屈指 の 知 的 成果 を 産み 出す 。(2) 名 古 
屋 大 学 は , 自発 性 を 重視 する 教育 実践 に に っ て , 論理 的 思考 力 と 想像 力 に 富ん だ 勇気 ある 知識 人 を 育て る | と いう 基本 理念 を 掲げ 
て いま す 。 

この 「 学 術 憲章 ] に 示さ れる 基本 理念 の 下 で , 名 古屋 大 学 は 日 本 に お ける 基幹 総合 大 学 の 一 つと し て , 創造 的 な 教育 ・ 研 究 活動 
を 通じ , 豊か な 文化 の 構築 と 科学 ・ 技 術 の 発展 に 寄与 し て きま し た 。21 世 紀 に 入り 6 名 の ノー ベル 賞 受賞 者 を 輩出 する な ど 世 界 届 
指 の 研究 成果 を 産み 出す と と も に , 既存 の 権威 に と ら わ れる こと の な い 自 由 閣 達 な 学 風 の 下 , 多数 の 進取 の 気性 に 富ん だ リー ダー 
人 材 を 育成 し て き て いま す 。 名 古屋 大 学 は これ ら の 人 材 や 知 的 成果 を 広く 社会 に 提供 する た め の 開 か れ た 大 学 づ くり に 努め て いま 
す 。 冒頭 で 述べ た よう に , 「 勇 気 あ る 知識 人 | を 育成 する 人 間 像 と し て 示し て いま す 。 

「 勇 気 あ る 知識 人 ] と は , 責任 感 を も っ て 社会 に 貢献 し よう と する 高い 志 と グロ ー バ ル な 視野 を そなえ , 幅広 い 教 養 と 高い 専門 
性 を 身 に つけ , 人 々 の 議 福 や 持続 可能 な 社会 の 発展 を 妨げ る 諸 問題 の 解決 に 積極 的 に 寄与 で きる 人 材 を 言い ます 。 こ の よう な 真 の 
勇気 と 知性 を も ち , 未来 を 切り 拓 い て いけ る 人 が , 名 古屋 大 学 が 育成 し よう と し て いる 人 間 像 な の で す 。 

この 「 勇 気 ある 知識 人 |] を 支え る 力 と な る の が , 十分 な 知識 ・ 技 能 , 主体 的 な 創造 性 , 立ち 向かう 探究 心 で す 。 こ うし た 優れ た 
資質 ・ 能 力 を 持っ た 人 を , 名 古屋 大 学 は , 多面 的 な 学術 研究 活動 と 自発 性 を 重視 する 教育 実践 に よっ て 育成 し て いま す 。 





















































@ 3 つの 方 人 針 に 基づく 大 学 教 育 の 質 の 向上 

名 古屋 大 学 で は , この よう な 教育 を 適切 に 実施 する た め , ① 卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー), ② 教 育 課 程 
編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー), ③ 入 学者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) と いう 3 つの 方 針 を 
学士 課程 及び 大 学院 課程 に お いて 定め , 広く 学内 外 に 向け て 公表 し て いま す 。 

これ ら の 方 針 は , 名 古屋 大 学 の 教職 員 に と っ て は , 大 学 が めざす 教育 を 実現 する た め の 指 針 で あり , つね に 立ち 戻っ て 教育 の あ 
り 方 を 点検 する た め の 指 標 で も あり ます 。 名 古屋 大 学 へ の 入学 を 志望 する 者 に と っ て は , 入学 後に 期待 で きる 教育 の あり 方 や , 入 
学 ま で に 身 に つけ て お くべ き 素 養 に つい て 知る た め の 情 報 源 と な り ま す 。 ま た , 名 古屋 大 学 に 在学 する 学生 に と っ て は , 本 学 で 提 
供 き れ て いる 教育 が 何 を めざし て いる の か を 普段 か ら 意識 する た め の 手 が か り と な り ま す 。 さらに 卒業 生 や 修 了 生 の 活躍 の 場 と な 
る 社会 に と っ て は , 名 古屋 大 学 が どの よう な 資質 ・ 能 力 を そなえ た 人 材 を 育て て いる の か を 理解 する 拠り どこ ろ と な り ま す 。 

これ ら 3 つの 方 針 は , 相互 に 密接 に 関連 し て こそ , その 真価 を 発揮 し ます 。 名 古屋 大 学 で は , 教育 の 基本 理念 と 育成 を めざす 人 
間 像 を 起点 と し て , 3 つの 方 針 を 一 体 的 に 定め て いま す 。 そ し て , この よう に 一 体 的 に 定め られ た 3 つの 方 針 に 照ら し て , 本 学 の 
教育 の あり 方 を 自己 点検 ・ 評 価 し , 教育 の 質 を 向上 きせ て いく 取組 を 積極 的 に 進め て いま す 。 






























































卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
[学士 課程 ] 
名 古屋 大 学 は , 各 学部 の 教育 目標 と 基準 に 沿っ た 資質 ・ 能 力 の 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学士 の 学位 を 授け ます 。 
名 古屋 大 学 の 学位 は , 真 の 男気 と 知性 を も ち , 未来 を 切り 拓 い て いく 「 男 気 あ る 知識 人 ] と し て , それ ぞ れ の 学術 分 野 で , 十分 
な 知識 ・ 技 能 , 主体 的 な 創造 性 , 立ち 向かう 探 完 心 が 培 わ れ た こと を 証し ます 。 
名 古屋 大 学 で は , 学部 ・ 学 科 ご と に , 学術 分 野 の 特徴 に 基づき , 社会 か ら の 期待 に 応え る た め に 育成 する 人 間 像 を 教育 目標 と し 
て 設定 し て お り , それ に 基づく 基 準 を 定め て いま す 。 学士 の 学位 は , 各 学 部 ・ 学 科 の カリ キュ ラム の 履修 を 通し て , その 基準 に 対 
応 し た 資質 ・ 能 力 を 身 に つけ た 学生 に 対し て 授与 きれ ます 。 





























教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
[学士 課程 ] 
名 古屋 大 学 は , 高度 で 幅広 い 教養 を 育む た め の 教 養 教育 と , 飽く こと な き 擦 完 心 の 滴 養 と 新た な 知 の 主体 的 創造 に つなが る 専門 
教育 と の 二 本 柱 か ら な る 体系 的 な 教育 課程 に より , 学生 を 育て ます 。 多 様 な 授業 形態 の 組み 合わ せ に よる 教育 課程 の 展開 と 自発 
的 な 学修 の 促進 を 図り , 学術 分 野 の 特徴 を 活か し た , 教育 実践 及び 学修 指導 を 適切 に 実施 し ます 。 
名 古屋 大 学 で は , 学部 ・ 学 科 ご と に 教育 目標 と し て 設定 し た , 育成 する 人 間 像 に 対応 する 資質 ・ 能 力 を 培う た め に ふさ わし い ゅ 教 
育 課程 を 編成 し , 実施 し て いま す 。 























入学 者 愛 入れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 

[ 学 二 課 程 ] 

名 古屋 大 学 は 未来 の 「 勇 気 ある 知識 人 ] を 日 指す 人 を 国内 外 に 求め ます 。 各 学部 ・ 学 科 の 学術 分 野 の 特徴 に 基づき , 基礎 的 な 
学力 と それ を 活用 する 能力 。 さ ら に それ を 発展 させ よう と する 意欲 や 態度 を 適正 に 評価 し て 選抜 する 入試 を 実施 し ます 。 


名 古屋 大 学 で は 「 学 術 憲章 ] に 掲げ て いる よう に , 「 田 気 あ る 知識 人 ] の 育成 を 目指 し て いま す 。 | 男気 あ る 知識 人 ] と し て 必要 
な 資質 ・ 能 力 は , 大 学 教育 で の 学び だ け で 培 わ れる わけ で は あり ませ ん 。 中 等 教育 で 身 に 付け た 土台 の 上 に 立っ て こそ , 男気 ある 
知識 人 へ の 成長 が 可能 に な り ま す 。 そ の た め , 名 古屋 大 学 で は , 基礎 的 な 学力 と それ を 活用 する 能力 ,. さらに それ を 発 戻 きせ よう 
と する 意欲 や 時 度 を 備え を る 人 を 国内 外 に 求め て いま す 。 

各 学 部 ・ 学 科 の 特徴 に 基づき , 多様 な 評価 方 法 を 適宜 組み 合わ せ た 入 試 を 実施 し , ひと り ひ と り の 学生 を 選抜 し ます 。 









































文学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ ボリ シー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
文学 部 は , 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 授与 し ます 。 
文学 部 が 授与 する 学位 は , 言語 ・ 文 化 ・ 歴 史 に 対す る 深い 探 発 心 と 社会 ・ 環 境 へ の 強い 関心 を 持ち , 高 
い 異 文化 理解 力 を 備え た 人 材 で あり , また , 人 文学 的 教養 を 通し て , 国際 社会 ・ 地 域 社会 の 諸 問 題 の 解決 
に 寄 写 し うる 人 材 で ある こと , そし て , 「 高 い 異 文化 理解 能力 と 言語 運用 能力 ]」, | 文献 や 資料 を 収集 ・ 読 
解 ・ 分 析 す る 能力 」, | 専門 分 野 に お ける 基本 的 な 研究 方 法 を 理解 し , 応用 する 力 ], 「 論 旨 の 一 貫 し た 文章 
構成 能力 と プレ ゼン テー ショ ン 力 」, 「 現 代 社 会 が 直面 する 諸 問 題 に 専門 分 野 の 知見 に 基づき 対応 で きる 能 
カ 」 を 備え を て いる こと を 証し ます 。 
(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 
文学 部 の 卒業 要件 は , 原則 と し て 4 年 以上 在学 し , 所 定 の 授業 科目 の うち, 全学 教育 科目 を 48 単 位 以 上 , 
専門 科目 を 84 単 位 以 上 , 合計 132 単 位 以 上 を 履修 し , か つ 卒 業 論文 の 試験 に 合格 する こと で す 。 なお, 専門 
科目 の 単位 数 に は 卒業 論文 10 単 位 が 含ま れ ま す 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
文学 部 で は , 「 卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー)」 に 掲げ る 資質 や 能力 を 身 に つけ た 人 
材 を 育成 する た め , 以下 の 方 針 に 基づい て カリ キュ ラム を 編成 し ます 。 
① 全学 教育 科目 の 中 の 言語 文化 科目 に よっ て , [高い 異 文化 理解 能力 と 言語 運用 能力 ] の 基礎 を 身 に つけ 
ます 。 
② 全学 教育 科目 の 中 の 基礎 セミ ナー に よっ て , 「 文 献 や 資料 を 収集 ・ 読 解 ・ 分 析 す る 能力 ] お よび 「 論 冒 
の 一 貫 し た 文章 構成 能力 と プレ ゼン テー ショ ン 能 力 ] の 基礎 を 身 に つけ ます 。 
③ 全学 教育 科目 の 中 の 文系 基礎 科目 や 文系 教 状 科目 で , [専門 分 野 に お ける 基本 的 な 研究 方 法 を 理解 し , 
応用 する 力 」 の 概略 を 学び ます 。 
④ 専門 科目 の 履修 に よっ て , 「 専 門 分 野 に お ける 基本 的 な 研究 方 法 を 理解 し , 応用 する 力 」 を 修得 し, 
[文献 や 資料 を 収集 ・ 読 解 ・ 分 析 す る 能力 ] や 「 論 旨 の 一 貫 し た 文章 構成 能力 と プレ ゼン テー ショ ン 能 
カ 」, 「 高 い 異 文化 理解 能力 と 言語 運用 能力 ] を 高め ます 。 
⑤ これ ら の 能力 に つい て , 小論文 や 筆記 試験 , 口頭 発表 , 討議 へ の 貢献 度 な ど , 各 授業 に お いて 定め る 
方 法 に よっ て 単位 認定 を 行い ます 。 
⑥ 卒業 論文 を 書き 上 げ る こと に よっ て , これ ら の 能力 が 身 に つい た こと を 確認 し ます 。 
(〈⑦ カリ キュ ラム 全体 の 履修 を 通し て ,「 現 代 社 会 が 直面 する 諸 問題 に 専門 分 野 の 知見 に 基づき 対応 で きる 
能力 ] を 身 に つけ ます 。 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
文学 部 で は , 養成 する 人 材 像 と ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー, カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー を 踏ま え , 「 人 文学 分 野 
の 研究 に 取り 組む の に 必要 な 基礎 的 な 学力 を 備え , 人 間 の 営 為 と し て の 言語 ・ 文 化 ・ 歴 史 に 深い 関心 を 持 
ち , 社会 ・ 環 境 な ど 現 代 社 会 が 抱え る 諸 問 題 を 考え を る こと に 意欲 が ある 人 | を 入学 者 と し て 選抜 し ます 。 
( 2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 人 入試 
アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー に 適合 し た 人 材 を 選抜 する た め , 調査 書 , 大 学 入試 セン ター 試験 の 成績 お 
よび 個別 学力 検査 の 成績 を 総合 的 に 判断 し 選抜 を 行い ます 。| 人 文学 分 野 の 研究 に 取り 組む の に 必要 な 基 
礎 的 な 学力 ] は 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 , 個別 学力 試験 で 判定 し ます 。 個別 学力 検査 に お いて は , 論理 的 
な 思考 力も 人 文学 分 野 の 研究 に 取り 組む の に 必要 な 基礎 的 な 学力 の 一 部 で ある こと か ら , 国語 , 地 歴 , 
外国 語 に 加え て , 数 学 を 課 し て いま す 。「 人 間 の 営 為 と し て の 言語 ・ 文 化 ・ 歴 史 に 対す る 深い 関心 」 や 「 社 
会 ・ 環 境 な ど 現 代 社会 が 抱え る 諸 問 題 を 考え る 意欲 ] に つい て は , 調査 書 を 含め て 総合 的 に 判定 し ます 。 


ーー グー 








教育 学部 


教育 学部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 








卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 

本 学部 は , 人 間 の 成長 発達 と 教育 を めぐ る さま ざま な 問題 を 研究 の 対象 と する 教育 発達 科学 の 知見 と 方 
法 を 総合 的 に 学ぶ こと に よっ て , 論理 的 ・ 批 判 的 思考 力 と 判断 力 , 協 働 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 有 し , 
省 察 と 探 完 の 習慣 を 自ら 育む こと が で き , 人 間 と 社会 の 諸 問 題 に 絶え ず 関心 を よせ , 勇気 と 熱意 を も っ て 
向き 合い , 問題 解決 に 協 働 的 に 取り 組む こと の で きる 人 材 , さら に は , 社会 的 正義 の 感覚 を 有 し 人 類 と 社 
会 の 調和 的 発展 と ウェ ルビ ー イ ング に 走 献 で きる 人 材 の 育成 を 目的 と し て いま す 。 

( 2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

学士 学位 授与 の た め に は , 全学 の 「 名 古屋 大 学 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 ] に 則っ て 開講 きれ る 「 全 学 
教育 科目 ] (合計 48 単 位 以上 ) な ら び に , 上 記 の 目的 の た め に 本 学部 で 開講 され る 「 教 育 学部 専門 科目 」 
(専門 科目 , コー ス 科 目 , 卒業 論文 , 合計 84 単 位 以上 ) を 履修 する こと が 要件 と な り ま す 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 教育 課程 の 編成 方 針 

本 学部 の 教育 課程 は , 全学 共通 の 教育 目的 , お よび 本 学部 の ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー に 掲げ られ た 目標 を 
達成 する た め に , 教養 教育 の 基盤 の 上 に , 有機 的 で 構造 的 に 編成 され た 専門 教育 すなわち, 1 学科 (人 
間 発達 科学 科 ) 5 コー ス (教育 学 系 の 生涯 教育 開発 コー ス , 学校 教育 情報 コー ス , 国際 社会 文化 コー ス , 
心理 学 系 の 心理 社会 行動 コー ス , 発達 教育 臨 原 コー ス ) か ら 構 成 さ れ て いま す 。 

具体 的 に は , 1 年 次 お よび 2 年 次 の 科目 履修 に お いて , 教養 教育 と 専門 科目 は 有機 的 に 関連 づけ られ , 

「 全 学 教育 科目 ] に よっ て 育ま れ た 「 高 度 で 幅広 い 教 養 ] を 基盤 に , 「 専 門 基礎 科目 ] の 履修 に より , 専門 
領域 へ の 導入 (専門 基礎 的 な 知識 と 技能 の 獲得 ) が 図ら れ ま す 。 3 年 次 と 4 年 次 に お いて は , 発展 的 , 応 
用 的 な 専門 科目 で ある 「 コ ー ス 科目 ] を 履修 し , この 間 の 探 先 の 成果 と し て , 指導 教員 の 研究 指導 の 下 で 

「 卒 業 論文 ] を 作成 し ます 。 

( 2 ) 教育 課程 の 実施 方 針 

「 全 学 教育 科目 ] の 履修 に より , 人 間 と 社会 の 諸 問 題 に 対す る 関心 を 高め , また 専門 分 野 の 基礎 的 技法 と 
な る コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 や 論理 的 ・ 批 判 的 思考 力 と 判断 力 を 養い ます 。 

「 教 育 学部 専門 科目 ] で は , まず 「 専 門 基礎 科目 ] の 履修 に より , 人 間 発 達 科 学 の 基盤 的 研究 に つい て 幅 
広く 学ぶ こと に より , さま ざま な 視点 と 知見 , 基礎 的 な 研究 技法 を 習得 し ます 。 次 に 「 コ ー ス 科目 | は , 
本 学部 が 比較 的 小 規模 で ある 長所 を 活か し , いずれ の 開講 形態 (講義 , 演習 , 実験 演習 , 各種 の 実習 , 各 
種 の 調査 研究 ) も 少 人 数 で 実施 し , これ ら の 履修 に より , 省 察 と 探 先 の 精神 , 問題 解決 能力 , 協 働 性 と リ 
サー チ ・ マ イン ド の 育成 が 目指 され ます 。 教育 課程 の 学修 成果 の 仕上 げ と な る 「 卒 業 論文 ] で は , 指導 教 
員 の 研究 指導 の 下 で , 独自 の 研究 テー マ を 設定 し , 特定 の 研究 方 法 に よる 省 察 と 探 先 が 求め られ ます 。 卒 
業 論文 の 作成 を 通し て , 人 間 発 達 科 学 の 知見 と それ を 基盤 と し た 人 類 と 社会 の 発展 と ウェ ルビ ー イ ング に 
貢献 で きる 人 材 の 育成 が 目指 され ます 。 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
本 学部 は , 人 間 の 成長 発達 と 教育 を めぐ る さま ざま な 問題 を 研究 の 対象 と する 教育 発達 科学 の 知見 と 方 
法 を 総合 的 に 学ぶ こと に よっ て , 論理 的 ・ 批 判 的 思考 力 と 判断 力 , 協 働 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 有 し , 
省 祭 と 探 先 の 習慣 を 自ら 育む こと が で き , 人 間 と 社会 の 諸 問題 に 絶え ず 関 心 を よせ , 勇気 と 熱意 を も っ て 
向き 合い , 問題 解決 に 協 働 的 に 取り 組む こと の で きる 人 材 , さら に は , 社会 的 正義 の 感覚 を 有 し 人 類 と 社 
会 の 調和 的 発展 と ウェ ルビ ー イ ング に 走 献 で きる 人 材 の 育成 を 目的 と し て いま す 。 
上 記 の 目的 を 理解 し た うえ で 本 学部 へ の 進学 を 志望 する 者 に は , 次 の よう な 能力 や 資質 が 求め られ ます 。 
1) 人 間 発 達 科学 を 学ぶ た め の 基 礎 的 学力 
2) 人 間 の 成長 発達 と 教育 を めぐ る 多様 な 事象 と 問題 に 対す る 関心 と 問題 意識 
3) 人 間 と 社会 の 諸 問題 に 対し て 深い 関心 を も ち , 教育 と 発 達 お よび 社会 的 正義 の 視点 か ら 探 先 し , 問 
題 解決 を 志向 し , 人 類 と 社会 の 調和 的 発 諾 に 貢献 し よう と いう 意欲 と 熱意 
( 2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入試 
人 間 発 達 科 学 を 学ぶ た め の 基 礎 的 学力 を 評価 する た め , 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 と 個別 学力 検査 (国語 , 
数 学 , 外国 語 ) に より 選抜 を 実施 し ます 。 














法学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 

(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
法学 部 は , 社会 の ルー ル の 学 と し て の 法律 学 ・ 政 治 学 の 総合 的 な 知識 の 修得 を 通じ て , 大 局 的 見 地 に 立っ 
て 的 確 な 価値 判断 ・ 意 思 決 定 を 行う こと が で き , 現代 社会 の さまざま な 間 題 の 解決 に 向け て 積極 的 に 寄与 
し , 未来 を 切り 拓 い て いく こと が で きる 人 材 を 育成 し ます 。 

( 2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 
法学 部 で は , 全学 教育 科目 を 「 専 門 系 ] (基礎 セミ ナー, 文系 基礎 科目 ) と 「 非 専門 系 ] (その 他 ) と に 
分 類 し , 全学 教育 | 専門 系 ] 科目 12 一 14 単 位 , 同 「 非 専門 系 ] 科目 36 単 位 , 法学 部 「 専 門 科目 ] 82 一 84 単 位 
(関連 専門 科目 と し て , 他 学 部 の 専門 科目 を 20 単 位 ま で 含め る こと が で きま す ), 合わ せ て 132 単 位 の 修得 
を 通じ て , 教育 目標 に 掲げ る 人 材 で ある と 証 さ れる 者 に , 卒業 を 認定 し , 学士 (法学 ) の 学位 を 授け ます 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 

法学 部 は , グロ ー バ ル 化 社会 に 対応 する た め の 法 律 学 ・ 政 治 学 の 総合 的 な 知識 を 修得 し , 大 局 的 見 地 に 立っ 
て も の ご と を 総合 的 に 判断 する 能力 を 養う た め の 教 育 課程 に より , 学生 を 育て ます 。 法律 学 ・ 政 治 学 の 総合 
的 な 知識 を 修得 する た め , 専門 に 関わ る 基礎 的 な 科目 と し て 「 現 代 日 本 の 司法 ] 「 法 と 政治 の 思想 ] [近代 日 
本 の 政治 と 外交 | 現代 日 本 の 外交 ・ 国 際 関 係 ] | 現代 日 本 の 政治 と 行政 |] を 1 年 次 に 配置 する と と も に , い 
わ め ゆる 六法 (憲法 」「 民 法 ] [刑法 ] [商法 ] [民事 訴訟 法 ] 「 刑 事 訴訟 法 」) 以外 に も , 2 年 次 か ら は 「 経 済 
法 」 | 日 本 法制 喝 ] 「 西 洋 法制 史 ] | 法学 史 ] [政治 学 原論 ] 「 行 政 学 」 | 西洋 政治 思想 史 ] 等 , 3 年 次 か ら は 
「 行 政法] | 租税 法 ] | 環境 法 ] | 労働 法 ] | 知 的 財産 法 ] | 社会 保障 法 ] 「 法 哲学 ] 「 法 社会 学 ] | 政治 過程 論 ] 
「 東 洋 政 治 思想 史 ] [日 本 政治 史 ] 「 地 方 自治 論 ]「 ジ ェ ン ダー と 政治 | 等 の 多様 な 専門 科目 を , 段階 的 ・ 体 系 
的 に 配置 し て いま す 。 グ ロー バル 化 社会 に 対応 する た め の 専 門 科 目 と し て は , 「 国 際 法 」 「 国 際 私 法 」 「 比 較 国 
制 論 ]「 ロ シア 法 ] 「 中 国法 ] | 国際 政治 学 ] 「 国 際 政 治 史 ] 等 を 配置 し て いま す 。 

大 局 的 見 地 に 立っ て も の ご と を 総合 的 に 判断 する 能力 を 養う た め , 法律 学 ・ 政 治 学 に と っ て の 専門 系 科目 
の 学習 を 豊か に 支え る 科目 と し て , 「 地 球 科学 入門 ] 等 の 全学 教育 | 非 専 門 系 ]」 科目 を 配置 し て いま す 。 同じ 
目的 か ら , それ ぞ れ の 学生 の 自主 的 な 科目 選択 を 尊重 し つつ も , 「 木 を 見 て 森 を 見 な い ] こと に な ら な いよ う 
に , 全学 教育 科目 の 文系 基礎 科目 の うち , | 日 本 国 二 法 」 | 法学 ] 「 政 治 学 ] は , 履修 し て も 法学 部 の 卒業 単位 
に は な ら な いこ と と し て いま す 。 

また , 複雑 化し 価値 の 多元 化 が 進み さま ざま な 問題 が 生じ て いる 現代 社会 に お いて , その よう な 問題 の 
解決 に 向け て 積極 的 に 寄与 する 資質 ・ 能 力 を 培う た め の 教 育 実践 お よび 学修 指導 を 適切 に 実施 し ます 。 そ の 
プロ セス に お いて は , アジ ア 諸 国 を 中 心 と する 国際 的 な 連携 や , 少 人 数 教育 を 重視 し て いま す 。 そ の よう な 
観点 か ら , 全学 教育 科目 の 「 基 礎 セ ミナ ー]」, 専門 科目 の | 演習] | 法政 実習 (イン ター ンシップ )」「 卒 業 論 
文 ] 等 を 配置 し て いま す 。 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
法学 部 は , 社会 の ルー ル の 学 と し て の 法律 学 ・ 政 治 学 を 学ぶ こと を 通じ て , 大 局 的 見 地 に 立っ て 的 確 な 
価値 判断 ・ 意 思 決 定 を 行い , グロー バル 化 社会 の さまざま な 問題 の 解決 に 向け て 積極 的 に 寄与 し , 未来 を 
切り 拓 い て いく こと を 目指 し , か つ , その た め に 必要 と な る 資質 や 能力 を 備え た 人 を , 国内 外 に 求め ます 。 
( 2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入試 
幅広 い 基 礎 学力 を 大 学 入試 セン ター 試験 (5 また は 6 教科 8 科目 , 900 点 ) に より 評価 する と と も に , 
これ まで に 身 に つけ た 基礎 学力 を 活用 する 能力 を 個別 学力 検査 ( 3 科目 , 600 点 ) に より 評価 し ます 。 個 
別 学力 検査 で ご は, と り わ け 法 律 学 を 学ぶ 上 で 重要 と な る 論理 的 思考 を 発展 させ る た め に 必要 な 学力 を 数 
学 (200 点 ) に より , また , グロ ー バ ル 化 社会 の さま ざま な 問題 の 解決 に 向け て 積極 的 に 寄与 する た め に 
必要 な 意欲 や 能力 を , 外国 語 (200 点 ) お よび 高等 学校 の 地理 歴史 , 公民 の 学習 を 前 提 と する 小論文 (200 
点 ) に より 評価 し ます 。 





経済 学部 











経済 学部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 

経済 学 ・ 経 営 学 の 知識 や リー ダー と し て の 資質 を 身 に つけ , 現代 の 経済 社会 が 直面 する 諸 課 題 に 挑戦 し , 
解決 で きる 人 を 育て ます 。 


( 2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

卒業 論文 を 含み , 全学 基礎 科目 , 文系 基礎 科目 , 理系 基礎 科目 , 文系 教養 科目 , 理系 教養 科目 , 全学 教 
養 科 目 , 専門 基礎 科目 , 専門 科目 , 関連 専門 科目 に つい て 所 定 の 単位 (全学 教育 科目 48 単 位 , 専門 基礎 科 
目 28 単 位 , 専門 科目 ・ 関 連 専門 科目 56 単 位 以上 ) を 修得 し た 者 に 対し て , (1 ) の 教育 目標 が 求め る 資質 や 
能力 が 育成 され た も の と 総合 的 に 判断 し , 学士 の 学位 を 授け ます 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 

経済 学部 は , 「 経 済 学 ・ 経 営 学 の 知識 や リー ダー と し て の 資質 を 身 に つけ , 現代 の 経済 社会 が 直面 する 庄 課 
題 に 挑戦 し , 解決 で きる 人 の 育成 ] を 学部 教育 の 目標 と し て いま す 。 全 学 共通 の 教育 目的 に 照ら し て 設定 し 
た , 経済 学部 の 教育 目標 を 達成 する た め に , 

(1) 全学 教育 科目 で 幅広 い 教養 を 修得 する , 

(2) 専門 基礎 科目 で 各 専 門 分 野 の 基礎 知識 を 確実 に 修得 する , 

(3) 専門 科目 (卒論 研究 を 含む ) と 関連 専門 科目 で 基礎 知識 を 応用 する 能力 を 育成 する , 

と いう 3 つの 基本 方 針 を 打ち 立て て , 経済 学 ・ 経 営 学 に お いて 必要 と され る 幅広 い 教 養 を 学ば せ , それ を 
基礎 と し て 学術 の 理論 お よび 応用 を 習得 させ る よう , カリ キュ ラム 設定 を し て いま す 。 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 

経済 学 ・ 経 営 学 の 専門 的 な 知識 を 学ぶ た め の 基 礎 的 な 学力 を 備え , ダイ ナミ ッ ク に 変化 する 現代 の 経済 
社会 へ の 鋭い 関心 を 持っ て , 経済 活動 に 関わ る 諸 問 題 を 理論 的 ・ 実 証 的 に 探 先 する こと が で きる 学生 の 入 
学 を 求め ます 。 


(2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 人 入試 
経済 学 ・ 経 営 学 の 専門 的 な 知識 を 学び , 経済 活動 に 関わ る 諸 問 題 を 理論 的 ・ 実 証 的 に 探 先 する た め の 
基礎 的 な 学力 を 備え た 者 を , 大 学 人 試 セ ンタ ー 試 験 と 国語 ・ 数 学 ・ 外 国語 の 3 教科 の 個別 学力 検査 に よ 
り 選抜 し ます 。 











情報 学部 








情報 学部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 

情報 学部 は , 以下 の 基準 に そっ た 学力 及び 資質 ・ 能 力 等 の 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認 
位 を 授け ます 。 

情報 学部 の 学位 は , 細分 化し た 学問 諸 分 野 を 統合 し て いく ハブ の 役割 を 果たす と 期待 され る 「 情 報 学 ] 
の 教育 と 研究 を 通し て , 次 の よう な 資質 ・ 能 力 等 が 培 わ れ た こと を 証し ます 。 

1 ) 情報 学 の 知見 を 駆使 し て , 取り 組む べき 課題 を 発見 し , それ を 解決 で きる 

2 ) 情報 学 の 知見 を 駆使 し た , 組織 マネ ジメント や 制度 設計 に つい て 理解 し て いる 

3 ) 情報 社会 の 基盤 と な る 仕組 みや シス テム の 構想 ・ 設 計 に つい て 理解 し て いる 
(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

情報 学部 に お いて は , 全学 教育 科目 は , 全学 基礎 科目 , 文系 基礎 科目 , 文系 教養 科目 , 理系 基礎 科目 , 
理系 教養 科目 , 全学 教養 科目 か ら 各 学科 が 定め る 履修 要件 に より 44 単 位 以上 修得 し ます 。 専 門 系 科目 は 専 
門 基礎 科目 , 専門 科目 , 関連 専門 科目 , 卒業 研究 か ら な り ま す 。 専門 基礎 科目 か ら 30 一 34 単 位 , 専門 科目 
か ら 38 一 50 単 位 , 関連 専門 科目 か ら 2 一 10 単 位 の 合計 84 単 位 以 上 を 修得 し ます 。 専門 科目 に は , 卒業 研究 


6 単位 が 含ま れ ま す 。 卒業 要件 は , 原則 と し て 4 年 以上 在学 し , 合計 128 単 位 以 上 を 修得 し , か つ 卒 業 研究 
の 審査 に 合格 する こと で す 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
情報 学部 で は , 「 卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー)」 で 掲げ た 資質 を 共通 し て 潤 養 する 
た め に , 想定 され る 社会 で の 活躍 場面 に 応じ た , より 専門 的 な 知識 ・ 技 能 ・ 表 度 を 獲得 する こと を 可能 と す 
る 専門 教育 の 課程 を 次 の 科目 に より 編成 し ます 。 
1 ) 全学 教育 科目 

「 基 礎 セ ミナ ー, 言語 文化 , 健康 ・ ス ポー ツ 科 学 , 文系 基礎 科目 , 文系 教養 科目 , 理系 基礎 科目 , 理系 
教養 科目 , 全学 教養 科目 」 
2 ) 専門 基礎 科目 
| スタ ー ト アッ プ 科 目 群 」 
| 情報 科学 技術 の 基礎 と な る 科目 群 」 
| 自然 や 社会 を シス テム と し て 理解 する 基礎 と な る 科目 群 」 
| 論理 的 に 課題 を 発見 ・ 解 決する た め の 基 礎 と な る 科目 群 ] 
3 ) 学部 共通 の 専門 科目 「 社 会 と の イン タラ クシ ョ ン の た め の 科 目 群 」 
[情報 倫理 と 決 」| | アカ デミ ッ ク *・ イ ング リッ シュ 」 1 アカ アデ ア ミック ライ ディ ッ グ | | マネ ジメント ド 」 
等 
4 ) 学科 ご と の 専門 科目 
5 ) 関連 専門 科目 
6 ) 卒業 研究 
情報 学部 で は , 共通 





的 な 資質 と 高度 な 専門 性 を 兼ね 備え た 融合 的 人 材 を 育成 する た め , 全学 教育 科目 , 学 
部 に 共通 の 科目 (専門 基礎 科目 お よび 学部 共通 の 専門 科目 ), 学科 ご と の 専門 科目 , 関連 専門 科目 , 卒業 研究 
で 教育 課程 を 編成 し ます 。 一定 の 専門 性 を 身 に つけ た 上 で , さら に 専門 性 を 超え た 知識 ・ 技 能 ・ 上 度 を 滴 養 
する た め , 学部 共通 科目 を , 1 一 2 年 生 だ け で な く 3 一 4 年 生 に 対し て も 配置 し ます 。 

これ ら 適 切 に 配置 され た 科目 を 修得 する こと に よっ て 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
で 掲げ た 3 つの 資質 ・ 能 力 等 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 し ます 。 
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情報 学部 








入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
情報 学部 は , 情報 学 の 各 分 野 の 研究 者 に な りう る 人 材 の みな ら ず , 情報 学 を 駆使 し て , 新しい 価値 の 創 
出 , 課題 の 発見 と 解決 , 情報 社会 の 基盤 的 仕組 み の 構 想 ・ 設 計 等 が で きる 人 材 , ある い は , 企業 や 政府 機 
関 ・ 国 際 機 関 等 の 組織 を 情報 の 観点 か ら マ ネジ メン ト で きる 人 材 , 情報 学 に 通じ た 科学 諸 分野 の 研究 者 に 
な りう る 人 材 を 養成 する こと を 目標 と し て いま す 。 そ の た め , この よう な 人 材 育 成 の 基盤 と な る 次 の よう 
な 資質 を 持っ た 多様 な 学生 を , 幅広 く 対象 と し て 入学 者 選抜 を 実施 し ます 。 
ア 幅広 い 情 報 学 の 知識 と スキ ル を 身 に つけ る た め に 必要 な , 十分 な 基礎 的 学力 を 有 し て いる こと 。( 学 
部 共通 ) 
イ 情報 の 観点 か ら 世 界 を 理解 し , 情報 技術 を 駆使 し て 諸 科 学 を 革新 し よう と する 意欲 を 有する こと 。 
( 主 に 自然 情報 学科 ) 
ウ 社会 の 抱え る 問題 と 未来 の 社会 像 に つい て 問題 意識 を も ち , 情報 学 を 用 いて 問題 を 解決 し 価値 を 創 
造 し よう と する 意欲 を 有する こと 。 ( 主 に 人 間 ・ 社 会 情報 学科 ) 
エ 社会 と 調和 し , 社会 に 価値 を も た ら す 情報 技術 を 創造 し よう と する 意欲 を 有する こと 。 ( 主 に コン 
ピュ ー タ 科学 科 ) 
自然 情報 学科 , 人 間 ・ 社 会 情報 学科 , コン ピュ ー タ 科学 科 へ の 多様 な 資質 と 興味 を 持っ た 学生 を 獲得 す 
る た め に 学科 ご と に 選抜 し ます 。 
( 2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入 試 
情報 学部 の 一 般 入試 に よる 募集 人 員 は 113 名 で す 。 入 学者 選抜 に つい て は , 大 学 入試 セン ター 試験 及び 
本 学 が 実施 する 個別 学力 検査 等 に より , 情報 学部 が 文理 融合 を 特色 と する 学部 で ある こと か ら , 大 学 入 
試 セ ンタ ー 試 験 に お いて は , 幅広 い 知識 と 能力 を 担保 む る た め に , 国語 , 地 歴 ・ 公 民 , 数 学 , 理科 , 外 
国語 か ら 5 教科 また は 6 教科 に つい て 7 科目 また は 8 科目 を 課 し て いま す 。 ま た , 個別 学力 検査 等 で は , 
全学 科 に 共通 し て 外国 語 を 課す と と も に , 各 学 科 に お いて は 人 材 養成 を する 上 で 基礎 と な る 理解 力 や 素 
養 を 判断 で きる 科目 を 課 し て いま す 。 
自然 情報 学科 
笠 定 の 分 野 の サイ エン ス に 深い 関心 を 抱き , 情報 学 を た 用 いて それ を さら に 一 歩 進め た いと 願う 学生 
を 求め て お り , この よう な , ある 意味 で 「 和 内 っ た 」 サイ エン ス 志 向 の 学生 を 受け 入れ る た め , 個別 学 
力 検査 に お いて 理科 4 科目 か ら 1 科目 選択 と し ます 。 人 入学 後 の 自 然 情 報 学 科 の カリ キュ ラム を 通じ て 
広く 学ば せる こと に より , こう し た 学生 の 関心 を 他 分 野 を し て 社会 へ と より 広げ て いく こと を 目指 し 
て いま す 。 
人 間 ・ 社 会 情報 学科 
社会 と それ を 構成 する 人 間 に 関 心 を も つ 学 生 を 求め て いま す 。 人 間 ・ 社 会 情報 学科 は 社会 情報 系 と 
心理 ・ 認 知 科学 系 か ら な り た っ て いま す 。 情報 科 学 技術 を 人 文 社会 学 や 心理 ・ 認 知 科 学 に 適用 する こ 
と か ら , 情報 学 に 理解 の ある 文系 学生 と 人 文 社会 学 に 興味 を 持つ 理系 学生 の 双方 を 受け 入れ る た め , 
個別 学力 検査 に お いて 地理 歴史 と 数 学 の 選択 と し て いま す 。 
コン ピュ ー タ 科学 科 
情報 技術 の 創造 に よる 社会 貢献 と いう テク ノロ ジー 志向 の 学生 を 求め , 技術 創造 力 の 向上 を 目指 す 
教育 を 行う た め に , 理科 全般 へ の 関心 を も つ 学 生 を 対象 と する こと が 有効 で ある と 考え て いま す 。 し 
た が っ て , 個別 学力 検査 に お いて , 物理 を 含む 理科 4 科目 の うち 2 科目 を 指定 し ます 。 物理 を 必須 と 
する の は , 物理 が 高校 理科 の 科目 の うち で は , コン ピュ ー タ 科学 科 の 教育 内 容 に 最も 親近 性 が 高い こ 
と 等 を 考慮 し て いま す 。 














理学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 

自然 の 理 を 解き 明か そう と する 擦 完 心 と 独創 的 で 柔軟 な 思考 を も ち , 基礎 科学 の 研究 を と お し て , また 
科学 的 素養 を 活か し て , 社会 の 様々 な 分 野 で 大 きく 頁 献 で きる 人 を 育て ます 。 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

学位 を 取得 する た め に は , 入学 後 , 本 学部 に 4 年 以上 在学 し , 履修 要件 と し て 定め た 所 定 の 単位 (数 理 
学科 138 単 位 , 物理 学科 132.5 単 位 , 化学 科 131.5 単 位 , 生命 理学 科 132.5 単 位 , 地球 惑星 科学 科 133 単 位 ) 以 
上 を 修得 する こと が 必要 で す 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
理学 部 は , 自然 へ の 探 侍 心 を 酒 養 し 独創 的 で 柔軟 な 思考 力 を 育成 する た め に , 年 次 進行 に 沿っ て 下記 の 方 
針 を 定め て いま す 。 

(1) 初 年 次 教育 は , 基礎 を 学び な が ら 自 分 の 進み た い 学科 を 選ぶ 期間 を 設定 し て いま す 。 

(2) 数 学 や 理科 の 基礎 科目 は も ちろ ん , 物事 に 対す る 考え 方 や 議論 の 方 法 そ の も の を 学ぶ 専門 リテラ シー, 
人 文 社会 系 の 教養 科目 , 外国 語 な ど , 高度 知識 人 に 相応 し い 教養 を 身 に つけ ます 。 

(3) 1 年 終了 時 に , 希望 や 成績 な ど に よっ て 各 学 科 へ の 配属 が 決定 され る 学科 分 属 制度 を 採用 し て いま す 。 
この 制度 は , 理学 部 の 大 き な 特 長 で , 総合 的 な 視座 か ら 研 究 や 社会 を リー ド で きる 人 材 を 育成 し よう と 
する 考え に 基づい て いま す 。 

(4) 2 年 次 以降 は , 各 学 科 に 分 か れ て , 基礎 か ら 専 門 的 な 講義 まで を 体系 的 に 受講 し ます 。 演習 を 取り 入 
れ , 実験 系 で は 多く の 時 間 を 実習 に あて て 重点 的 な 指導 を 行っ て いま す 。 い ずれ の 学科 で も 最新 の 研究 
成果 を 取り 入れ た 教育 を 行っ て いま す 。 加 えて , 他 学 科 の 講義 も 履修 で き , 自然 科学 の 基礎 知識 を 一 層 
応 ば びる こと が で きま すず す 。 

(5) 4 年 次 に は , さら に 専門 的 な 講義 を 実施 する と と も に , 各 研 究 室 に 配属 され て , これ まで 3 年 間 の 蓄 
積 を 実際 の 研究 現場 で 活用 し , 自主 的 な 学習 と 研究 に よる 卒業 研究 に 取り 組み ます 。 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
自然 界 を 貫く 真理 の 探 完 に 挑む た め , 総合 的 な 基礎 学力 に 加え て 理学 の 諸 分 野 に お ける 幅広 い 教 養 と 深 
い 知 識 を 持ち も , チャ レン ジ 精 神 と 知 的 好奇 心 に 満ち あふ れ た , 瑞 々 し い 創 造 力 を も つ 人 を 求め て いま す 。 


(2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入試 
一 般 入試 で は , 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 に より 総合 的 な 基礎 学力 を 測り , 個別 学力 検査 で は 「 数学] | 理 
科 」 | 外国 語 ] 及び | 国語] を 課す こと に より , 理学 の 諸 分 野 に お ける 教養 の 幅広 さと 知識 の 深 さ に 加え 
て , 読解 力 , 表現 力 , 論理 的 思考 力 を 測り ます 。 














卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 

科学 的 論理 性 と 倫理 性 ・ 人 間 性 に 富み , 豊か な 想像 力 ・ 独 創 性 と 使命 感 を 持っ て 医学 研究 お よび 医療 を 
推進 する 人 を 育て ます 。 
( 2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

全学 教育 科目 を は じ め , 基礎 医学 , 社会 医学 及び 了 臨床 医学 か ら な る 専門 科目 , 臨床 実習 に つい て 所 定 の 
単位 (全学 教育 科目 51 単 位 , 基礎 医学 , 社会 医学 及び 了 臨床 医学 か ら な る 専門 科目 99.5 単 位 , 臨床 実習 58 単 
位 の 計 208.5 単 位 ) 以上 を 修得 し た 者 に 対し て , こ の よう な 資質 や 能力 が 育成 され た も の と 総合 的 に 判断 し , 
学士 の 学位 を 授け ます 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
医学 部 は , 本 学 の 教育 目的 に 基づき ,「 科 学 的 論理 性 と 倫理 性 ・ 人 間 性 に 富み , 豊か な 創造 力 ・ 独 創 性 と 使命 
感 を も っ て 医学 研究 及び 医療 を 推進 する 人 の 育成 ] を 学部 教育 の 基本 方 針 と し て いま す 。 全 学 共通 の 教育 目 
的 に 照 らし て 設定 し た , 医学 部 の 教育 目標 を 達成 する た め に , 医学 科 に お いて 下記 の 施策 を 実施 し て いま す 。 
医学 科 
(1) 全学 教育 と し て 開講 され て いる , 基礎 医学 を 学ぶ た め の 科 目 を と お し て , 医学 教育 の 根幹 を 学ぶ 機会 
を 設け て いま す 。 
(2) PBL チュ ー ト リア ル な どの 間 題 立脚 型 の 学習 方 法 を 導入 し , 自ら 課題 を 発見 し 解決 する 能力 を 養成 し 
ます 
(3) 問題 解決 の た め の 科 学 的 論理 性 や コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 適正 に 評価 する シス テム を 確立 し ます 。 
(4) 世界 最高 の 教育 水準 に ある 海外 大 学 医学 部 と の 単位 互換 プロ グラ ム を 実施 し , その 充実 を 図り ます 。 
(5) 教員 が 世界 の 医学 教育 改革 の 潮流 に 対応 で きる 教育 手法 を 習得 する た め の フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ベロ ッ プ 
メン ト (FD) 活動 を 推進 し ます 。 
(6) 社会 の 要請 に 応え , 最 先 端 研 究 を 推進 する 研究 医 と 地域 医療 に 貢献 する 際 床 医 の 養成 に 努め ます 。 
(7) 基礎 医学 ・ 社 会 医学 ・ 際 床 医 学 の 講義 ・ 実 習 を と お し て , 科学 的 論理 性 を 養い ます 。 
(8) 基礎 セミ ナー・ 基 礎 医 学 セミ ナー を と お し て , 豊か な 想像 力 ・ 独 創 性 を 養い ます 。 
9) 医学 入門 ・ 社 会 医学 実習 ・ 了 臨床 実習 を と お し て , 倫理 性 ・ 人 間 性 を 養い ます 。 





ーー 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
豊か な 人 間 性 , 高い 倫理 性 , 科学 的 論理 性 を 備え , 創造 力 に 富む 医師 ・ 医 学研 究 者 へ と 成長 する た め に 
必要 な 能力 と 資質 を 備え た 学生 を 求め て いま す 。 そ の た め に , 幅広 い 教 養 及 び 十 分 な 基礎 学力 の みな ら ず , 
知 的 好奇 心 や 科学 的 探 先 心 を も っ て 新た な 分 野 を 開拓 する よう な 意欲 を 持ち , 物事 を 多面 的 に 捉え 深い 洞 
察 力 を 持っ て 発展 きせ る こと が で きる 思考 力 を 有 し , 人 間 に 対 する 共感 や 高い 協調 性 と いっ た 医学 に 携 わ 
る 者 と し て の 適性 を 兼ね そなえ た 人 入学 者 を 選抜 し ます 。 
( 2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入試 
セン ター 試験 に より 基礎 学力 の 評価 を 行う 。 さ ら に 前 期日 程 に お いて は , 個別 学力 検査 に より 幅広 い 
教養 と 知識 に つい て , 面接 に より 将来 の 医師 , 医学 研究 者 と し て の 適性 に つい て 評価 し ます 。 一 方 , 後 
期日 程 に お いて は 面接 試験 に て 県 内 の 地域 医療 を 担う 意欲 を も っ た 人 物 を 重視 し た 選抜 を 行い ます 。 
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医学 部 (保健 学科 ) 








医学 部 (保健 学科 ) の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


卒業 認定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 

保健 学科 で は , 知識 ・ 技 能 , 主体 的 な 創造 性 , 立ち 向かう 探 先 心 を 有する 人 を 育て ます 。 ま た , 科学 的 
論理 性 と 倫理 性 ・ 人 間 性 に 富み , 豊か な 想像 力 ・ 独 創 性 と 使命 感 を 持っ て 保健 医療 を 推進 する 人 を 育成 し 
ます 。 

(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

教育 目標 と 基準 に 沿っ た 資質 ・ 能 力 を 満た し た 者 に 卒業 を 認め , 学士 の 学位 を 授け ます 。 卒業 に は , 全 
学 教育 科目 を 33 単 位 以 上 ( 全 専攻 共通 ) に 加え 全 専 攻 と も 卒業 研究 (4 単位 ) を 含み , 看護 学 専攻 91 単 位 , 
放射 線 技術 科学 専攻 92 単 位 , 検査 技術 科学 専攻 91 単 位 , 理学 療法 学 専攻 91 単 位 , 作業 療法 学 専攻 94 単 位 以 
上 の 専門 系 科目 を 修得 する 必要 が あり ます 。 





教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 

保健 学科 は [科学 的 論理 性 と 倫理 性 ・ 人 間 性 に 富み , 豊か な 想像 力 ・ 独 創 性 と 使命 感 を も っ て 保健 医療 を 
推進 する 人 の 育成 ] を 学部 教育 の 基本 方 針 と し て いま す 。 将来 の 保健 医療 を 担う リー ダー と な りう る 人 材 の 
育成 を めざし , 看護 学 ・ 放 射線 技術 科学 ・ 検 査 技術 科学 ・ 理 学 療法 学 ・ 作 業 療法 学 の 5 専攻 を 設け て いま す 。 
医学 部 の 教育 目標 を 達成 する た め に , 以下 の よう な 教育 課程 を 用 意 し て いま す 。(1 ) 1 年 次 に は , 主として 
全学 教育 科目 と 専門 (基礎 ) 科目 の 一 部 を 学び ます 。 全 学 教育 科目 で は , 幅広 い 学問 体系 の 知識 を 獲得 し , 
総合 的 な 分 析 ・ 把 握力 ・ 論 理性 に 裏付け され た 基礎 的 な 主体 性 や 探究 心 を , また 豊か な 人 間 性 を 育み ます 。 
また , 専門 基礎 科目 と し て , 解剖 学 ・ 生 理学 や 生命 倫理 学 な どの 5 専攻 共通 基礎 科目 を 通し て 専門 技術 に 不 
可 欠 な 保健 医療 の 幅広 い 知識 を 習得 し , 科学 的 論理 性 や 主体 的 な 創造 性 の 基礎 を 育成 し ます 。 (2 ) 2 年 次 以 
降 は , 各 専 門 の 段階 的 な 講義 ・ 演 習 ・ 実 習 の 教育 カリ キュ ラム を 設け , 各 領 域 の 専門 科目 で 高度 な 専門 知識 
や 技能 の 取得 に 加え , 幅広 い 視 野 と 高い 倫理 性 を 身 に つけ ます 。 (3 ) 3 年 次 お よび 4 年 次 に は , 医療 福祉 機 
関 や 地域 に お いて 了 臨地 ・ 了 臨床 実習 を 行い これ まで 習得 し た 知識 の 実践 的 活用 方 法 お よび 保健 医療 の 実際 を 
学び ます 。 ま た , 使命 感 を も つづ 保健 医 療 人 と の 関わ りか ら , 保健 医療 へ の 使命 感 や 立ち 向かう 探 発 心 を 育成 
し ます 。 あ わせ て , 各 人 研究 室 に 配属 の うえ で 卒業 研究 に 取り 組み , 科学 的 論理 性 や 独創 性 , 豊か な 想像 力 に 
よる 問題 発見 ・ 解 決 能力 を 身 に つけ ます 。 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
保健 学科 で は , 未来 の 「 勇 気 ある 知識 人 |] を 目指 す 人 を 国内 外 に 求め ます 。 保健 学科 の 学術 分 野 の 特徴 
に 基づき , 基礎 的 な 学力 と それ を 活用 する 能力 ,. さ ら に それ を 発展 させ よう と する 意欲 や 態度 を 適正 に 評 
価 し て 選抜 する 入試 を 実施 し ます 。 入 学者 が 次 の よう な 資質 を 有する こと を 期待 し ます 。 
1. 生命 へ の 長 敬 の 念 , 弱者 へ の 思い や り 
2. 科学 的 探 完 心 と 積極 的 意欲 並び に 行動 力 
3 . 多様 な 価値 観 を 受け 入れ る 寛容 さ 
4. ボラ ンティア 精神 と フロ ンティア 精神 
5. 穏やか な 情緒 と 協調 性 
( 2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入 試 
前 期日 程 に より 選抜 し ます 。 大 学 入試 セン ター 試験 で は , 国語 (配点 200 点 )・ 地 理 歴史 も し く は 公民 (100 
点 )・ 数 学 (200 点 )・ 理 科 (200 点 )・ 外 国語 (200 点 ) に より , 基礎 的 な 学力 を 評価 し ます 。 個別 学力 検 
査 で は , 数 学 (配点 500 点 )・ 理 科 (500 点 )・ 外 国語 (500 点 ) に より , 理解 力 ・ 論 理 的 思考 力 な ど を 通し 
て 問題 解決 の 思考 力 を 有する こと を 評価 し , これ ら を 総合 的 に 判断 し ます 。 








工学 部 


工学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 








卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 
工学 を 拓く た め の 学 力 お よび 資質 ・ 能 力 を 備え , 科学 に 対す る 強い 興味 を も と に 社会 に 頁 献 する 人 を 育 
て ます 。 


( 2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

各 学 科 の 教育 課程 に 沿っ て , 十分 な 教養 と 専門 知識 ・ 技 術 を 修得 し , 卒業 判定 に 合格 する こと が 必要 で 
す 。 卒業 要件 単位 数 は , 全学 教育 科目 が 45.5 一 49.5 単 位 , 専門 系 科目 が 卒業 研究 を 含め 84 一 89 単 位 で , 合 
計 133 一 137 単 位 で す 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 

工学 部 は , 「 工 学 を 拓く た め の 学 力 お よび 資質 ・ 能 力 を 備え , 科学 に 対す る 強い 興味 を も と に 社会 に 貢献 す 
る 人 の 育成 ] を 学部 の 教育 目標 と し て いま す 。 こ の 目標 を 達成 する た め , 学部 教育 の 基本 方 針 を 次 の よう に 
定め て いま す 。 

(1) 科学 的 な 基礎 知識 と 工学 基礎 を 充実 させ ます 。 

(2) 人 文 ・ 社 会 科学 等 の 関連 する 学問 分 野 に つい て の 幅広 い 視野 を 確立 させ ます 。 

(3) 基礎 知識 を 柔軟 に 適用 する 豊か な 応用 力 を 養成 し ます 。 

(4) 将来 の 創造 性 に つなが る 基礎 学力 と 技術 ・ 研 究 の あり 方 に 対す る 基本 的 な 素養 を 養成 し ます 。 

(5) 十分 な 基礎 知識 を 教授 し た 後 , 多様 な 専門 分 野 の 選択 肢 を 提供 し , 必要 な 専門 性 を 養い ます (Late 

Specialization) 。 

これ ら の 教育 方 針 に そっ て , 全学 教育 科目 の 基礎 の も と , 学科 ご と に 教育 プロ グラ ム を 編成 し て いま す 。 
専門 系 科目 を 専門 基礎 科目 , 専門 科目 , 関連 専門 科目 に 区 分 し , それ ぞ れ の 科目 区 分 の 中 に , 講義 , 演習 , 
実習 、 実験 な どの 多様 な 形態 の 授業 を 配置 し , 学年 進行 に そっ て , 基礎 力 , 応用 力 , 創造 力 ・ 総 合力 が 段階 
的 に 潤 養 され る よう 配慮 し て いま す 。 

学部 教育 カリ キュ ラム は 卒業 後 , 大 学院 に 進学 し さら に 高度 な 学問 分 野 の 修得 と 研究 を 行う 学生 の た め に 
必要 な 基本 的 な 内 容 を 網 維 す る と と も に , 大 学院 の 教育 カリ キュ ラム と の 容 接 な 関 作 を も つよ うに 配慮 し て 
いま す (3+ 3+ 3 型 教育 シス テム )。 





入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 

自然 科学 に 対す る 強い 興味 と , 人 間 や 社会 に 対す る 幅広 い 関心 を も ち , 工学 を 学ぶ た め の 基 礎 学力 と 素 
差 を も 持っ た 意欲 の ある 人 を 求め て いま す 。 


(2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入試 
入学 者 受 人 れ の 方 針 に し た が っ て , 特に , 工学 を 学ぶ た め の 基 礎 学 力 と 素養 を も 持っ た 意欲 の ある 人 
材 を 選抜 し ます 。 具体 的 に は , 大 学 入試 セン ター 試験 , 個別 学力 検査 , 調査 書 に より , 各 学 科 に お いて 
基礎 的 な 学力 を 評価 し , 選抜 し ます 。 














農学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ ボリ シー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
農学 領域 に お ける 科学 的 知識 と 基礎 的 技術 を 身 に つけ , 生物 に 対す る 深い 理解 と 論理 的 思考 力 に 裏付け 
られ た 総合 的 判断 力 を も っ て 将来 を 切り 拓 い て いく 教 状 x 重 か な 知識 人 を 育て ます 。 
( 2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 
全学 教育 科目 , 学部 専門 基礎 科目 , 卒業 論文 研究 を 含む 学部 専門 科目 に つい て 所 定 の 単位 を 修得 し た 者 
に 対し て , 農学 の 学術 分 野 に お ける 資質 や 能力 が 育成 され た も の と 総合 的 に 判断 し , 学士 の 学位 を 授け ま 
す 。 和 卒業 に 必要 な 単位 数 は , 全学 教育 科目 49 単 位 , 専門 基礎 科目 42 単 位 , 専門 科目 45 単 位 の 計 136 単 位 で す 。 


教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 

農学 部 は , “ 食 ・ 環 境 ・ 健 康 " に 関し て 多様 な 視点 か ら 問題 を 発見 ・ 解 決 で きる 力 を 養う と と も に , 大 学院 

教育 と の 連携 や 社会 か ら の 要請 に 応え る た め に , 以下 の 教育 プロ グラ ム を 実施 し て いま す 。 

(1) 基礎 学力 の 養成 : 1 ・2 年 次 で は , あら ゆる 学問 分野 の 基礎 と な る 全学 教育 科目 を 履修 し て , 基礎 学 
力 を 養成 し ます 。 

(②) 農学 領域 に お ける 基礎 知識 と 関連 する 技術 の 習得 : 1 ・2 年 次 で は , 3 学科 に 共通 し て 必要 な 生物 系 ・ 
化学 系 ・ 数 物 系 の 基礎 科目 , “ 食 ・ 環 境 ・ 健 康 " に 関わ る 課題 認識 の た め の 基 礎 科目 「 生 命 農 学 序説 」, 
情報 教育 科目 [情報 リテラ シー 入門] な ど を 履修 し て , 基礎 知識 を 習得 し ます 。 

(3) 自発 的 , 継続 的 に 学ぶ 能力 の 習得 : 科学 ・ 技 術 ・ 社 会 に 対す る 視野 を 広げ る と と も に , 今後 の 学修 の 
方 向 性 や 取り 組み 方 を 考え ます (| 生命 農学 序説 ] [生命 と 技術 の 倫理 ] な ど ) 。 ま た , 科学 英語 の 読解 能 
力 , プレ ゼン テー ショ ン 能 力 , 課題 解決 能力 の 向上 を 目指 し ます (| 農学 セミ ナー」 な ど )。 

(4) 課題 を 見 出し , 学ん だ 知識 や 技術 を 応用 し て 解決 する 能力 の 習得 : 3 ・ 4 年 次 で は , 様々 な 学問 領域 
に つなが る 専門 科目 の 講義 と 実験 実習 , また 専門 横断 的 科目 (( フー ド シ ス テム 論 ] な ど ) や 各種 資格 の 
取得 に 必要 な 科目 を 履修 し , 生物 の も つ 機 能 の 多面 的 な 利用 と 技術 開発 に 関す る 方 法論 や 専門 知識 を 学 
び が ます 。 

(5) グロ ー バ ル な 視野 を も っ て 行動 し , 社会 に 貢献 で きる 人 材 の 養成 : 各 学 科 の 実習 , 研修 , 講義 を 通じ 
て 農学 領域 に お ける 国内 外 の 諸 問題 を 発見 ・ 解 析 ・ 探 求 する 能力 を 養い ます (| 海外 実地 研修 | な ど )。 

(6) 卒業 論文 研究 : 4 年 次 を 各 専 門 分 野 に 対応 し た 専門 教育 の 期間 と 位置 付け , 学生 が 研究 室 に 所 属し て , 
学生 が 主体 と な っ て 卒業 研究 に 取り 組み , 最 先 端 研究 の 一 端 を 担う こと で , 高度 な 専門 知識 と 課題 解決 
方 法 を 習得 し ます 。 


入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
( 1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
「 食 ・ 環 境 ・ 健 康 ] に 関わ る 学問 を 探 先 する た め に 必要 な 基礎 的 学力 を 有 し , それ ぞ れ の 専門 分 野 で 指導 
者 や 専門 家 と し て 知識 と 技術 を 社会 に 役立て よう と いう 志 を も つ 人 材 を 求め て いま す 。 
( 2 ) 選抜 の 基本 方 針 
〇 一 般 入試 
一 般 選 抜 に お いて は , 理科 に や や 重点 を 置き , 大 学 入試 セン ター 試験 (5 教科 7 科目 ) と と も に , 数 
学 ・ 理 科 ・ 外 国語 の 個別 学力 検査 を 課 し ます 。 基礎 知 識 ・ 理 解 力 ・ 論 理 的 思考 力 ・ 応 用 力 な ど を 総合 的 
に 評価 し , 選抜 し ます 。 


般 入 試 
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電気 電子 情報 工学 科 



































【 注 】(1) 上 記 募 集 人 員 の うち , 大 学 入試 セン ター 試験 を 課さ な い 推 薦 入試 に つい て は , 出願 の 受付 が 終了 し て い 
ます 。 
(2) 「 推 薦 入試 ] に お いて , 合格 者 又は 入学 手続 者 が 募集 人 員 に 達し な い 場合 に は , その 欠員 分 は ,「 一 般 入 
試 ] の 募集 人 員 に 加え ます 。 
(3) [一 般 入試 ] の 募集 人 員 に は 。「 私 費 外国 人 留学 生 入試 及び 「 国 際 プ ログ ラム 群 入試 ] の 募集 人 員 ( 若 
干 名 ) を 含み ます 。 











I 入学 者 選抜 制度 


「 入 学者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 ] (1 頁 の 「 名 古屋 大 学 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 」 参照 ) に 基づい て , 各 
学部 に 適し た 入学 者 を , 多様 な 方 法 に より 選抜 し ます 。 
一 般 入 試 

大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 と と も に 個別 学力 検査 を 重視 し て いま す 。 こ れ ら 二 つ の 試験 を 通し て , 基礎 知識 。 
理解 力 , 論 理 的 思考 力 , 論述 能力 , 構成 力 , 計算 能力 , 応 用 力 な ど を 問い ます 。 


由 一 般 入試 「 
1 . 試験 実施 日 程 等 
一 般 入試 は , 分 離 分 割方 式 (前 期日 程 ・ 後 期日 程 ) に より , 次 の と お り 募 集 し ます 。 





前 期日 和 後期 日 各 
全学 医学 部 医学 科 


令 和 2 年 2 月 25 日 ( 火 ) ・26 日 ( 水 ) ム 
※ 医 学部 医学 科 の み 2 月 27 日 ( 木 ) も 実施 MR 

















2. 出願 資格 
本 学 の 一 般 入試 に 出願 する こと が で きる 者 は , 次 の 各 号 の いずれ か に 該当 する 者 で , 令 和 2 年 度 大 学 入 
試 セ ンタ ー 試 験 で 本 学 が 指定 し た 教科 ・ 科 目 (「 3. 大 学 入試 セン ター 試験 の 受験 を 要する 教科 ・ 科 目 」 
16 一 18 頁 参照 ) を 受験 し た 者 と し ます 。 
1 高等 学校 駐 は 中 等 教育 学校 を 卒業 し た 者 及び 令 和 2 年 3 月 卒業 見 込み の 者 
2 通常 の 課程 に よる 12 年 の 学校 教育 を 修了 し た 者 及び 令 和 2 年 3 月 修了 見 込み の 者 
3 学校 教育 法 施行 規則 第 150 条 の 規定 に より , 高等 学校 を 卒業 し た 者 と 同等 以上 の 学力 が ある と 認め られ 
る 者 及び 令 和 2 年 3 月 31 日 まで に これ に 該当 する 見 込み の 者 
これ ら の 者 は , 次 の と お り で す 。 
ア 外国 に お いて 学校 教育 に お ける 12 年 の 課程 を 修了 し た 者 及び 令 和 2 年 3 月 31 日 まで に 修了 見 込み 
の 者 , 又は これ に 人 準ずる 者 で 文部 科学 大 臣 の 指定 し た も の 
イ 文部 科学 大 臣 が 高等 学校 の 課程 と 同等 の 課程 を 有する も の と し て 認定 し た 在外 教育 施設 の 当該 課 
程 を 修了 し た 者 及び 令 和 2 年 3 月 31 日 まで に 修了 見 込み の 者 
ウ 専修 学校 の 高等 課程 (修業 年 限 が 3 年 以上 で ある こと その 他 の 文部 科学 大 臣 が 定め る 基準 を 満た 
す も の に 限る 。) で 文部 科学 大 臣 が 別に 指定 する も の を 文部 科学 大 臣 が 定め る 日 以後 に 修了 し た 者 
及び 令 和 2 年 3 月 31 日 まで に 修了 見 込み の 者 
エ 文部 科学 大 臣 の 指定 し た 者 
オ 高等 学校 卒業 程度 認定 試験 規則 (平成 17 年 文部 科学 省令 第 1 号 ) に よる 高等 学校 卒業 程度 認定 試 
験 に 合格 し た 者 (I 旧 規程 に よる 大 学 入 学資 格 検定 に 合格 し た 者 を 含む 。) 及び 令 和 2 年 3 月 31 日 ま 
で に 合格 見 込み の 者 で , 令 和 2 年 3 月 31 日 まで に 18 歳 に 達する も の 
カ 本 学 に お いて , 個別 の 入学 資格 審査 に より , 高等 学校 を 卒業 し た 者 と 同等 以上 の 学力 が ある と 認 
め た 者 で , 令 和 2 年 3 月 31 日 まで に 18 歳 に 達する も の 
【 注 】 上 記 出 願 資格 3 の カ に より 出願 する 者 は , 個別 の 入学 資格 審査 が 必要 と な り ま す 。 大学 入試 モン 


ター 試験 出願 の 際 , 他 大 学 の 入学 資格 審査 を 受け た 者 で , その 後 , 本 学 に 志望 変更 する 者 に つい て 
は , 下記 の 申請 期間 に 申請 し て くだ さい 。 な お , 審査 対象 , 申請 手続 等 の 詳細 に つい て 8 
ホー ムペ ー ジ (http://www.nagoya-u.acjp/ 一 入学 案内 一 学部 入試 の 概要 一 入学 資格 個別 審査 の 
委 内 一 審査 内 容 (一 般 入 試 )) で 確認 し て くだ さい 。 

申請 期間 令 和 2 年 1 月 20 日 (月 ) 一 1 月 24 日 ( 金 ) 17 時 必着 


| 後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) の 出願 要件 [ 
| 後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) に 出願 する こと が で きる 者 は , 上 記 の 出願 資格 を 有 し , か つ , 以下 の 要件 | 
0 
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志願 者 の 保護 者 の 現住 所 が 出願 時 に 愛知 県 内 で ある こと 


3. 大 学 入試 セン ター 試験 の 受験 を 要する 教科 ・ 科 目 

一般 入試 に 出願 する こと が で きる 者 は ,「 令 和 2 年 度 大 学 入試 セン ター 試験 」 の 教科 ・ 科 目 の う ち , 各 学 
部 (学科 ) が 指定 し た 下記 の 教科 ・ 科 目 を 受験 し た 者 に 限り ます 。 一 つ で も 受験 し な か っ た 場合 に は , 出 
願 で きま せん 。 受験 を 要する 教科 ・ 科 目 は , 志願 する 学部 (学科 ) に より 異な っ て いま す の で 十分 に 注意 
し て くだ さい 。 本学 で は , 大 学 入試 セン ター 試験 の 成績 の 複数 年 度 利用 は 行い ませ ん 。 

な お , 下 表 を 利用 し て 志願 者 自身 で , 志願 する 学部 (学科 ) の 受験 科目 を チェ ッ ク し て , 本 学 の 出願 次 
格 (後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) に つい て は , 出 応 資 格 及 び 出 願 要 件 ) を 満た し て いる こと を 必ず 確認 し , 
出願 する よう に し て くだ さい 。 


〇 大 学 入試 セン ター 試験 の 受験 を 要する 教科 ・ 科 目 確認 


文学 部 , 法学 部 , 経済 学部 , 情報 学部 (人 間 ・ 社 会 情報 学科 ) 
[ 5 教科 8 科目 又は 6 教科 8 科目 ] 


国 語 | 国語 





世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, | 倫理 , 政治 ・ 経 済 ] か ら 2 





数 学 I・ 数 学 A 
数 学 I・ 数 学 B, 筆記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 














物理 基礎 , 化学 基礎 , 生物 基礎 , 地学 基礎 か ら 2 注 2) 














英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 
ーー ドド 己 4 凛 | 
教育 学部 [5 教科 7 一 8 科目 又は 6 教科 7 一 8 科目 ] 


国 諾 





世界 更 B, 日 本 史 B, 地 理 B, | 倫理 , 政治 経済 | から 1 又 は 2 





物理 基礎 , 化学 基礎 , 生 物 基礎 , 地学 基礎 , 物理 , 化学 , 生物, 地学 本 
か ら 1 又は 2 (た だ し , 基礎 を 付 し た 科目 X 2 科目 で 1 と する 。) 
数 学 T ・ 数 学 A 

数 学 II ・ 数 学 B, 簿記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3 ) 
































情報 学部 (自然 情報 学科 ), 農学 部 [ 5 教科 7 科目 ] 


還 語 | 国 放 
地理 歴 更 * 公 民 | 世界 喝 B, 日 本 史 B, 地理 B, [倫理 , 政治 ・ 経 済 」 か ら 1 注 4) 
数 学 T・ 数 学 A 
数 学 ・ 数 学 B, 等 記 ・ 会 計 , 情 報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 




















物理 , 化学 生物, 地学 か ら 2 








, ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3 ) 








情報 学部 (コン ピュ ー タ 科学 科 ) [ 5 教科 7 科目 ] 


国語 
世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, |「 倫 理 , 政治 ・ 経 済 ] か ら 1 注 4) 
数 学 I ・ 数 学 A 

















数 学 ・ 数 学 B, 簿記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
物理 

化学 , 生物 , 地学 か ら 1 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 




















理学 音 [ 5 教科 7 科目 ] 


訣 較 国語 
地理 歴 更 ・ 公 民 | 世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, | 倫理 , 政治 ・ 経 済 ] か ら 1 注 4 ) 
数 学 T ・ 数 学 A 
数 学 I・ 数 学 B, 簿記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
物理 , 化学 , 生物 , 地学 か ら 2 
(た だ し , 物理 , 化学 の いずれ か を 含む こと 。) 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 諸 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3 ) 











に 
学 























医学 部 (医学 科 , 保健 学科 ) [ 5 教科 7 科目 ] 


主 | 国 
地理 胡 更 ・ 公 民 | 世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B,「 倫 理 , 政治 ・ 経 済 ] か ら 1 注 4) 
二 | 数学 T・ 数 池 A 

数 学 ・ 数 学 B, 盆 記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 




















物理 、 化学 , 生物 か ら 2 














英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 


工学 [5 教科 7 科目 ] 


語 | 国語 
地理 歴 更 ・ 公 民 | 世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, 「 倫 理 , 政治 ・ 経 済 | か ら 1 注 4) 
数 学 T ・ 数 学 A 
数 学 L・ 数 学 B, 答 記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
物理 
化学 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3 ) 






































注 1) 「 数 学 ] に お いて , 「 簿 記 ・ 会 計 ] 及び 「 情 報 関 係 基礎 ] を 受験 で きる 者 は , 高等 学校 又は 中 等 教育 学校 
の 普通 科 ・ 理 数 科 系 を 除く 学科 に お いて , これ ら の 科目 を 履修 し た 者 及び 文部 科学 大 臣 の 指定 を 受け た 専 
多 学 校 の 高等 課程 の 修了 (見 込み ) 者 に 限り ます 。 

な お , 「 情 報 関 係 基礎 ] を 履修 し た 者 に は , 普通 教科 「 情 報 ] と し て 開講 され た 科目 (社会 と 情報 ・ 情 
報 の 科学 等 ) を 履修 し た 者 は 該当 し ませ ん 。 

注 2 ) 「 理 科 ] に お いて , 基礎 を 付 し た 4 科目 の うち か ら 2 科目 と 基礎 を 付 し て いな い 4 科目 の うち か ら 1 科目 
を 選択 し た 場合 に は , 基礎 を 付 し た 2 科目 の 成績 を 用 いま す 。 (た だ し , 教育 学部 に つい て は , 注 5) を 
参照 の こと ) 

な お , 基礎 を 付 し た 科目 を 2 科目 と も 選択 せ すず に , 基礎 を 付 し て いな い 科 目 か ら 1 科目 を 選択 し た 場合 
も 出願 を 認め る こと と し , 基礎 を 付 し て いな い 1 科目 (2 科目 選択 し た 場合 は , 第 1 解答 科目 ) の 成績 を 
用 いま す 。( た だ し , 教育 学部 に つい て は , 注 5) を 参照 の こと ) 

「 理 科 ] に お ける 基礎 を 付 し た 科目 と は 物理 基礎 , 化学 基礎 , 生物 基礎 , 地学 基礎 を 示し ます 。 

「 理 科 ] に お ける 基礎 を 付 し て いな い 科 目 と は 物理 , 化学 , 生物 , 地学 を 示し ます 。 

注 3 ) 「 外 国語 」 の 「 英 語 ] を 選択 し た 場合 に は , リス ニン グ テ ス ト を 全学 部 で 課 し ます 。 

注 4 ) 「 地 理 歴史 ] 及び 「 公 民 ] に お いて , 指定 し た 教科 ・ 科 目 数 を 超え て 受験 し た 場合 に は 第 1 解答 科目 の 成 
績 を 用 いま す 。 

な お , 第 1 解答 科目 が 指定 し た 科目 で な い 場 合 に は , 出願 する こと が で きま せん 。 

注 5) 教育 学部 に お ける 「 地 理 歴史 ] 及び 「 公 民 ] と 「 理 科 ] の 選択 に つい て は , 以下 の と お り と し ます 。 た 
だ し , 「 理 科 ] に お いて 基礎 を 付 し た 科目 x 2 科目 で 1 (科目 ) と し て 扱い ます 。 

「 理 科 」 は 同一 名 称 を 付 し た 科目 の 組み 合わ せ (| 物理 基礎 , 化学 基礎 ] と [物理] など ) は で きま せん 。 
この 組み 合わ せ で 受験 し た 場合 は , 基礎 を 付 し た 科目 と 基礎 を 付 し て いな い 科 目 の う ちか ら 高 得点 の 1 科 
目 の み を 有効 と し ます 。 

「 地 理 歴史 ] 及び 「 公 民 ] と [理科] を それ ぞ れ 2 科目 受験 し , いずれ も 有効 な 場合 は , 「 地 理 歴史 ] 及 

び 「 公 民 」 の 第 1 解答 科目 に 加え て , 以下 に 示す 2 科目 の 計 3 科目 を 採用 し ます 。 

・「 理 科 ] に お いて 基礎 を 付 し た 科目 を 受験 し た 場合 は , [理科 ] の 2 科目 と , 「 地 理 歴 史 ] 及び 「 公 民 ] 

の 第 2 解答 科目 の うち か ら 高 得点 の 2 科目 を 採用 し ます 。 

・「 理 科 ] に お いて 基礎 を 付 し た 科目 を 受験 し な か っ た 場合 は , 理科 の 第 1 解答 科目 に 加え て , 「 理 科 」 と 

| 地理 歴史 ] 及び 「 公 民 | の 第 2 解答 科目 の うち か ら 高 得点 の 1 科目 を 採用 し ます 。 











4 . 出願 に 当たっ て の 留意 事項 


(1) 本 学 学部 間 の 併願 
本 学 で は , 「 前 期日 程 ] で 試験 を 実施 する 全学 部 と 後期 日程 ] で 試験 を 実施 する 医学 部 医学 科 と 
の 併願 を 認め ます 。 


(2) 他 大 学 と の 併願 
本 学 の 「 前 期日 程 ] に 出願 する 者 は , 他 の 国 公 立 大 学 ・ 学 部 (※ 独 自 日 程 で 入学 者 選抜 試験 を 行う 
公立 大 学 ・ 学 部 を 除く 。 以 下 同じ 。) の 「 前 期日 程 ] に は 出願 する こと が で きま せん 。 ま た , 本 学 の 
[後期 日 程 に 出願 する 場合 も 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 の 「 後 期日 程 ] に は 出願 する こと が で きま せん 。 
※ 公 立 大 学 協会 ホー ムペ ー ジ (http://www.kodaikyo.org/nyushi) 参照 


(3) 推薦 入試 , AO 入試 及び 一 般 入試 に お ける 併願 受験 の | 合格 者 ] の 取扱 い 

① 本 学 及び 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 の 推薦 入試 及び AO 入試 の 合格 者 は , 当該 大 学 の 定め る 手続 に よ 
り 入 学 辞退 の 許可 を 得 て い る 場合 を 除き , 本 学 の 一 般 入試 を 受験 し て も , その 合格 者 と は な り ま せ 
ん 。 

② 「 前 期日 程 ] の 試験 に 合格 し , 当該 大 学 の 定め る 期日 まで に 入学 手続 を 行っ た 者 は , 「 後 期日 程 」 
又は 「 中 期日 程 ] の 試験 を 受験 し て も , その 合格 者 と は な り ま せん 。 


(4) 障害 の ある 者 等 の 出願 
障害 の ある 者 等 で , 受験 上 の 配慮 を 必要 と する 者 は , 出願 に 先立ち , 以下 に より あら か じ め 相 談 し 
て くだ さい 。 
① 相談 の 時 期 
令 和 元 年 12 月 27 日 ( 金 ) ま で 
② 相談 の 方 法 
以下 の 3 点 の 書類 を 提出 し て くだ さい 。 なお, 必要 に 応じ て , 本 学 に お いて 志願 者 叉 は その 立場 
を 代弁 し 得る 出身 学校 関係 者 等 と の 面談 等 を 行い ます 。 
〇 出願 予定 の 選抜 種別 , 志望 学部 ・ 学 科 (専攻 ), 障害 等 の 状況 , 受験 上 の 配慮 を 希望 する 事項 等 
に 志願 者 本 人 の 連絡 先 を 記載 し た も の (様式 は 自由 , 用 紙 は A 4 サイ ズ ) 
〇 障害 等 に 関す る 医師 の 診断 書 , 障害 者 手帳 等 (写し で も か まい ませ ん 。) 
〇 出身 学校 関係 者 の 添 書 (学校 に お ける 修学 状況 及び 学習 上 の 配慮 状況 等 を 記載 し た も の で , 様 
式 は 自由 , 用 紙 は A 4 サイ ズ ) 
な お , 大 学 和 信 試 セ ンタ ー 試 験 の 受験 に 際 し て 受験 上 の 配慮 を 受け る 者 は , 大 学 入試 セン ター か ら 
交付 され る 「 受 験 上 の 配慮 事項 決定 通知 書 ] の 写し を 併せ て 添付 し て くだ さい 。 
また , 入学 後 の 修学 に 関し て 相談 の 希望 が ある 者 は , お 問い 合わ せく だ さい 。 


③ 相談 先 
入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参照 ) 
④ 出願 時 


相談 後 , 本 学 か ら 交 付き され る 「 配 慮 事項 決定 通知 書 ] の 写し を 出願 時 に 他 の 出願 書類 と 一 緒 に 提 
出し て くだ さい 。 


5. 選抜 方 法 及び 合格 判定 基準 
本 学 の 一 般 入試 に お ける 入学 者 選抜 は 次 の と お り 実 施し ます 。 
[前 期日 程 ] 
選抜 方 法 : 大 学 入試 セン ター 試験 , 個別 学力 検査 , 調査 書 及び 面接 (医学 部 医学 科 の み ) に より 総 
合 的 に 行い ます 。 な お , 面接 の 結果 に よっ て は , その 他 の 成績 に か か わら ず , 不 合 格 と 
な る 場合 が あり ます (医学 部 医学 科 の み )。 
実施 学部 : 全学 部 
[後期 日 程 ] 
選抜 方 法 : 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 , 志願 理由 書 , 調査 書 及び 面接 に より 総合 的 に 行い ます 。 
実施 学部 ・ 学 科 : 医学 部 医学 科 
※ こ の 選抜 は , 愛知 県 内 の 地域 医療 を 担う 人 材 の 育成 を 目指 す も の で す 。 


(1) 高 得点 者 選抜 
上 記 選 抜 方 法 の ほか , 前 期日 程 試験 に お いて , 工学 部 で は 大 学 入試 セン ター 試験 及び 個別 学力 検査 
の 高 得点 者 選抜 を , 農学 部 で は 個別 学力 検査 の 高 得点 者 選抜 を 下記 の と お り 行 いま す 。 
[工学 部 
工学 部 の 合格 者 の 決定 に 当たっ て は , 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 及び 個別 学力 検査 の 高 得点 者 を 次 の 
と お り 取 り 扱 いま す 。 
〇 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 の 高 得点 者 選抜 
各 学科 の 前 期日 程 募 集 人 員 の 102% を 限度 と し て , 個別 学力 検査 の 成績 が 定め られ た 基準 を 上 回 
る 者 に つい て , 第 1 志望 学科 【 注 に 限り , 大 学 入試 セン ター 試験 の 成績 に よっ て 選抜 を 行い ます 。 
〇 個別 学力 検査 の 高 得点 者 選抜 
各 学科 の 前 期日 程 募 集 人 員 の 102% を 限度 と し て , 第 1 志望 学科 ( 注 】 に 限り , 大 学 入試 セン ター 
試験 の 成績 に か か わら ず , 個別 学力 検査 の 成績 に よっ て 選抜 を 行い ます 。 
し 農学 部 」 
〇 個別 学力 検査 の 高 得点 者 選抜 
農学 部 の 合格 者 の 決定 に 当たっ て は , 個別 学力 検査 の 高 得点 者 に つい て 第 1 志望 学科 ( 注 】 に 限 
り , 各 学 科 の 前 期日 程 募 集 人 員 の 20%% を 限度 と し て 大 学 入試 セン ター 試験 の 成績 に か か わら ず , 
個別 学力 検査 の 成績 に よっ て 選抜 を 行い ます 。 
【 注 】 工 学部 及び 農学 部 で は , 第 2 志望 学科 まで の 志願 を 認め ます 。 





(2) 2 段階 選抜 
[後期 日 程 ] 
医学 部 医学 科 の 試験 実施 に 当たっ て は , 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 の 成績 が 900 点 満点 中 720 点 以上 の 
者 を 第 1 段階 選抜 の 合格 者 と し ます 。 
第 1 段階 選抜 の 合格 者 に 対し て は 合格 通知 書 と 受験 票 を , 不 合格 者 に 対し て は 不 合格 通知 書 を , 
令 和 2 年 2 月 28 日 ( 金 ) 以降 に 大 学 か ら 発送 する こと に より お 知ら せ し ま す 。 


ーー 
し う 
の 


大 学 入試 セン ター 試験 及び 個別 学力 検査 の 配点 
大 学 入試 セン ター 試験 及び 個別 学力 検査 の 配点 は 28 一 29 頁 に 記載 の と お り 取 り 扱 いま す 。 


(4) 医学 部 医学 科 の 後期 日 程 に つい て 

国 の 施策 に 基づき , 愛知 県 内 の 地域 医療 を 担う 人 材 を 育成 する た め , 本 学 医学 部 医学 科 に お いて , 
後期 日 程 試験 に より 5 名 を 募集 し ます 。 

本 選抜 の 出願 要件 は , ( 注 1 ) 愛知 県 内 出身 者 で 卒業 後に 愛知 県 内 の 地域 医療 に 従事 し よう と する 強 
い 意 欲 を 持つ 者 と し ます 。 こ れ に は , 愛知 県 内 出身 者 の 高校 既 卒 者 等 も 志願 する こと が で きま す 。 

本 選抜 で 入学 し た 者 は , 愛知 県 か ら 月 額 15 万 円 程度 の 奨学 金 貸 与 を 受け る こと が 必須 と な り ま す 。 
また , 卒業 後 は , 愛知 県 内 の 基幹 型 臨床 研修 病院 の プロ グラ ム に 基づく 2 年 間 の 研修 と , 愛知 県 が 指 
定 する ( 注 2) 公 的 医療 機関 等 に お ける 7 年 間 の 勤務 と を 合わ せ て 9 年 間 の 地域 医療 に 従事 する こと 
を 義務 と し て いま す 。 ま た , 愛知 県 で は 義務 年 限 等 に 関す る 取扱 い を 規定 し た ( 注 3) 「 キ ャ リア 形成 
プロ グラ ム 」| を 策定 し て お り , この プロ グラ ム に 参加 する 必要 が あり ます 。 

きら に カリ キュ ラム に つい て は , 正規 カリ キュ ラム の 一 部 科目 の 履修 指定 及び 課外 学習 か ら 構 成 さ 
れる | 地域 医療 に 関す る カリ キュ ラム 」 の 履修 を 義務 付け て いま す 。 正規 カ リキ ュ ラ ム に お いて は , 
3 年 次 の 基礎 医学 セミ ナー や 4 年 次 の 選択 講義 等 で , 地域 医療 教育 学 講座 が 担当 する 授業 の 選択 が 必 
須 と な り ま す 。 ま た , 課外 実習 と し て , 地域 医療 セミ ナー (年 6 回 程度 開催 ) や 愛知 県 主催 の 研修 会 
へ の 参加 も 義務 付け られ て いま す 。 

な お , 「 地 域 医療 に 関す る カリ キュ ラム | は 年 度 ご と に 見 直さ れる た め , カリ キュ ラム ・ 課 外 学 習 等 
の 変更 が あり 得 ます 。 











( 注 1) 後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) に 出願 する こと が で きる 者 は , 14 一 15 真 の 出願 資格 を 有 し , か つ , 
以下 の 要件 の いずれ か を 満た す 者 と し ます 。 
1. 入学 志願 者 の 出身 高等 学校 又は 中 等 教育 学校 が 愛知 県 内 で ある こと 
2. 入学 志願 者 の 保護 者 の 現住 所 が 出願 時 に 愛知 県 内 で ある こと 

( 注 2) 愛知 県 内 の 医師 の 確保 が 困難 な 地域 に 所 在 す る 公 的 医療 機関 及び 独立 行政 法人 が 開設 する 県 内 


の 医療 機関 の うち , 知事 が 指定 する 医療 機関 で , [地域 の 中 核 病 院 ]| な ど を 想定 し て いま す 。 
( 注 3) 「 キ ャ リア 形成 プロ グラ ム | に つい て は , [URL : http://www.prefaichijp/soshiki/imu/ 


kyariakeiseihtml] に 掲載 され て いま す 。 


【 卒 業 後 の 勤務 パ ター ン (一 例 ) 】 
下 表 に より 卒業 後 の 勤 務 パ ター ン の 一 例 を 示し ます 。 





大 学 1 年生 * 学 針生 べべ へ へ や や WW 
上 | 馬 0 撤 13 | 県 の 指定 する | O 角 18 
ek 臨床 研修 | 。、。 な um) | に 愉 的 医療 機関 等 に AE 
基 務 1) 勤務 ② 各務 ) 
6 年 間 [うち 2 年 間 を 
(2 年 間 ) 024 間 | (3 年 間 ) | 02 綱 


義務 年 限 に 算入 (※)] 
※ 知 事 が 指定 する 専門 医 研 修 の 場合 は , 2 年 間 を 義務 年 限 に 算 人 で きま す 。 














義務 年 限 に 算 人 され な い 専 門 医 研 修 の 場合 は , 公 的 医療 機関 等 で の 勤務 が 増え ます 。(③ の 勤務 あり ) 


この ほか に , 専門 研修 の 開始 時 期 は , 本 人 の 希望 に より 柔軟 に 対応 で きま す 。 例 えば , 県 内 で 2 年 
間 研 修 し , 県 の 指定 する 公 的 医療 機関 等 に 2 年 間 勤 務 し た 後に , 専門 研修 を 経て , 県 の 指定 する 公 的 
医療 機関 等 に 勤務 する こと も 可能 で す 。 

地域 枠 医師 が 医師 不足 病院 へ 赴任 する 際 に , 愛知 県 が 地域 梓 医 師 に 対し て 望む 診療 科 (推奨 する 診 
療 科 ) は 以下 の と お り と する 。 
〇 「 地 域 医 療 連 携 の た め の 有 識者 会 議 (平成 25 年 3 月 29 日 開催 )] に お いて 決定 され た 推奨 する 診療 科 

・ 内 科 率 (内 科 , 総合 内 科 , 呼吸 維 内 科 , 循環 准 内 科 , 消化 費 内 科 , 神経 内 科 ) 

・ 外 科 系 (外科 , 消化 碧 外科) 

・ 整 形 外科 

・ 救急 科 

・ 麻酔 科 

・ 小児科 

・ 産婦 人 科 
〇 「 平 成 27 年 度 第 2 回 愛知 県 地域 医療 支援 セン ター 運営 委員 会 (平成 28 年 3 月 29 日 開催 )] に お いて 追 

加 決 定 さ れ た 推奨 する 診療 科 


。 六合 の ミ 人 な 
維 ロク 7 葉 


(5) その 他 

① 文学 部 , 教育 学部 , 法学 部 , 経済 学部 及び 理学 部 は 学部 全体 と し て 募集 し , 合格 者 を 決定 し ます 。 
② 情報 学部 , 工学 部 及び 農学 部 は 学科 別に 募集 し , 合格 者 を 決定 し ます 。 

③ 医学 部 で は , 医学 科 は 学科 で 募集 し , 保健 学科 は 専攻 別に 募集 し , 合格 者 を 決定 し ます 。 

④ 医学 部 保健 学科 で は , 第 2 志望 専攻 まで の 志願 を 認め ます 。 た だ し , 保健 学科 の 各 専 攻 は , それ 
ぞ れ 教育 内 容 に 特徴 が ある こと を 十分 考慮 し て くだ さい 。 
選抜 に 当たっ て は , 各 専 攻 の 募集 人 員 の 8 割 程度 に つい て は , 第 1 志望 の 志願 者 を 対象 に 行い ま 
す 。 そ の 上 で , 2 割 程度 に つい て は , 第 1 志望 及び 第 2 志望 の 志願 者 を 対象 に 行い ます 。 

⑤ 工学 部 及び 農学 部 で は 第 2 志望 学科 まで の 志願 を 認め ます 。 


6. 個別 学力 検査 期日 ・ 時 間 
(1) 前 期日 程 
2 月 25 四 (《 火 ) 2 月 26 日 ( 水 ) 2 月 27 日 ( 木 ) 
教 科 時 教 科 等 | 上 教 科 等 | 時 間 





10:00 一 11:45 
13:45 一 15 :15 














済 学 
実施 し ま 
せん 








自然 情報 学科 





姓 問 社会 || 外 国 


情 報 学 科 | | 地下 歴史 ( 選 所 





外 国 語 
理 














8 :20 錠 
> | 8:50 人 室 完 」 
面接 5:30 生 折 弟 
12:30 頃 終了 予定 














実施 し ま 
せん 





10:00 一 12:30 














【 注 】 情 報 学 部 人 間 ・ 社 会 情報 学科 は , 「 地 理 歴史 ] 又は 「 数 学 ] の うち , 出願 時 に 選択 し た 1 科目 を 受験 し な 
けれ ば な り ま せん 。 
(2) 後期 日 程 
3 月 12 日 ( 木 ) 





8 :20 
8 :50 
9 :30 
16:00 頃 終了 予定 





7. 個別 学力 検査 試験 場 


(1) 個別 学力 検査 試験 場 (5859 真 参照 ) 
個別 学力 検査 は , 下 表 の 試験 場 で 実施 する 予定 で す 。 


な お , 出願 状況 に よっ て は , これ 以外 の 試験 場 で 実施 する こと も あり ます 。 変更 する 場合 は , 該 > 
者 あて に 連絡 し ます 。 また, 各 試 験 場 と も 自動 車 , バイ ク 等 で の 入構 は で きま せん の で , 公共 交通 


関 等 を ご 利用 くだ さい 。 


① 前 期日 程 (筆記 試験 


学部 ・ 学 科 





名 古屋 大 学 東山 地区 試験 場 
名 古屋 市 千種 区 不老 町 
電話 (052)789-5765 
地下 鉄 名 城 線 | 名 古屋 大 学 ] 駅 下車 すぐ 








名 古屋 大 学 大 幸 地 区 試験 場 
名 古屋 市 東 区 大 幸 南 1 一 1-20 
電話 (052) 719-1518・1522 
① 地下 鉄 名 城 線 利用 の 場合 
・「 ナ ゴヤ ドー ム 前 矢田 」 駅 下車 (1 番 出口 ) 徒歩 約 10 分 
医学 部 保健 学科 ・「 砂 田橋 | 駅 下車 (1 番 出口 ) 徒歩 約 10 分 
② 本 R 中 央 本 線 又 は 名 鉄 瀬戸 線 利 用 の 場合 
・「 大 曽根 | 駅 か ら 市 バス 砂田 橋 行 (名 駅 15) 
[大 幸三 丁目 ] 下車 すぐ 
・「 大 曽根 | 駅 か ら ガ イド ウェ イ バ ス ・ ゆ と り 一 と ライ ン 
「 ナ ゴヤ ドー ム 前 矢田 」 駅 下車 徒歩 約 7 分 











② 前 期日 程 (面接 
学部 ・ 学 科 


名 古屋 大 学 稔 舞 地区 試験 場 
名 古屋 市 昭和 区 稚 舞 町 6 5 
電話 (052)744--2430 
① 地下 鉄 稚 舞 線 利 用 の 場合 
・「 稚 多 」 駅 下車 (4 番 出口 ) 
② JR 中 央 本 線 利 用 の 場合 
・「 稚 多 ] 駅 下車 (名 大 病院 口 ) 








③) 後期 日 程 (面接 ) 


名 古屋 大 学 稔 舞 地区 試験 場 
名 古屋 市 昭和 区 稔 舞 町 6 5 
電話 (052)744-2430 
① 地下 鉄 稚 舞 線 利 用 の 場合 
・「 稚 多 」 駅 下車 (4 番 出 口 ) 
②  」R 中 央 本 線 利 用 の 場合 
・「 稚 多 駅 下車 (名 大 病院 口 ) 








(2) 試験 場 下見 
試験 場 の 下見 は で きま す が , 建物 内 へ の 入場 は で きま せん 。 な お , 各 試 験 場 に は , 下記 の 日 時 に 試 
験 室 の 案内 等 を 掲示 し ます 。 
① 前 期日 程 (東山 地区 試験 場 , 稚 狂 地区 試験 場 , 大 幸 地 区 試験 場 ) 
令 和 2 年 2 月 21 日 ( 金 ) 14 時 か ら 16 時 まで 
② 後期 日 程 ( 稚 舞 地区 試験 場 ) 
令 和 2 年 3 月 11 日 ( 水 ) 14 時 か ら 16 時 まで 


8. 個別 学力 検査 実施 教科 ・ 科 目 
各 学部 (学科 ) が 指定 する すべ て の 教科 ・ 科 目 等 を 受験 し な けれ ば な り ま せん 。 


国 語 国語 総合 ・ 現 代 文 B・ 証 典 B 
地理 歴史 世界 更 B, 日 本 史 B, 地理 B か ら 1 科目 選択 

学 数学 T・ 数 学 I・ 数 学 A・ 数 学 B 
外国 語 英語, ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選択 





・ 現 代 文 B・ 古 典 B 
学 1 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選択 





・ 数 学 I・ 数 学 A・ 数 学 B 
英語 ., ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選択 
高等 学校 の 地理 歴史 , 公民 の 学習 を 前 捉 と し ます 。 





| 語 ・ 現 代 文 B・ 古 典 B 
・ 数 学 I・ 数 学 A・ 数 学 B 
| ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選 択 





数 学 T・ 数 学 ・ 数 学 由 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
自 多 情報 学科 | 鉄 ・ 物 理化 学 芝 ・ 化 学 。 生物 基 ・ 生 物 。 地学 基 ・ 地 
外国 語 英語. ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選 所 





前 | 地理 歴史 世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B De 
数 。 学 数 学 [・ 数 学 ・ 数 学 A・ kB から 1 利 日 選 所 
外国 語 英語, ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選択 





数 学 数 学 T・ 数 学 ・ 数 学 把 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
理科 物理 基礎 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基礎 ・ 生 物 , 地学 基礎 ・ 地 
学 か ら 2 科 日 選 所 
た だ し , 物理 基礎 ・ 物 理 を 含む こと 。 


外国 英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選 択 














国語 総合 ・ 現 代 文 B (古文 ・ 漢 文 を 除く 。) 

数 学 ・ 数 学 IT・ 数 学 由 ・ 数 学 A・ 数 学 B 

物理 基礎 ・ 物 理化 学 基礎 ・ 化 学生 物 基礎 ・ 生 物 , 地学 基礎 ・ 地 
学 か ら 2 科 日 選 所 

た だ し , 物理 基礎 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 の いずれ か を 含む こと 。 


英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選 択 





国語 総合 ・ 現 代 文 B・ 古 典 B 
数 学 T ・ 数 学 ・ 数 学外 数 学 A・ 数 学 B 

物理 基礎 ・ 物 理 。 化学 基礎 ・ 化 学生 物 基礎 ・ 生 物 か ら 2 科目 選択 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選択 

※ 医 師 あ る い は 医学 研究 者 に な る に ふさ わし い 適性 を み ま す 。 





※ 大 学 入試 モン ター 試験 , 志 原理 由 書 , 調査 書 及 び 面 接 (英文 の 課 
題 に 基づい た 日 頭 試問 を 含む 。) に より 選抜 





数 学 1 ・ 数 学 ・ 数 学 四 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
物理 基礎 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 。 生 物 基礎 ・ 生 物 か ら 2 科目 選択 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選択 


過 和民 | 簡 


器 








数 学 T・ 数 学 T・ 数 学外 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
物理 基礎 ・ 物 理 と 化学 基礎 ・ 化 学 
英語 ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 。 中 国語 か ら 1 外国 語 選 所 


配 如 薄 品 





数 学 T・ 数 学 ・ 数 学 由 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
物理 基礎 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基 礎 ・ 生 物 か ら 2 科 日 選択 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 か ら 1 外国 語 選択 











配 ロ 品 


【 注 】 1) 「 外 国語 及び 情報 学部 人 間 ・ 社 会 情報 学科 の 「 地 理 歴史 | と 「 数 学 ] に つい て は , 出願 時 に 選択 し 
た 受験 科目 を 受験 し た な けれ ば な り ま せん 。 試験 当日 , 受験 科目 を 変更 し て 受験 する こと は で きま せん 。 
(2) 出題 範囲 等 に つい て 
① 「 数 学 ] 
「 数 学 T」, 「 数 学 L], 「 数 学 四 ], 「 数 学 A] は 全 範 囲 か ら 出題 し , 「 数 学 B] は 「 数 列 ]」,「 ベ クト 
ル 」| か ら 出 題し ます 。「 数 学 ] の 試験 に つい て は , 試験 室 に お いて 公式 集 を 配付 し ます 。 
② 「 理 科 」 








物理 :「 物 理 基礎 ・ 物 理 ] は | 物理 基 礎 ], | 物理 ] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 
化学 : [化学 基礎 ・ 化 学 ] は 「 化 学 基礎 ], [化学 ] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 
生物 :「 生 物 基礎 ・ 生 物 ] は 「 生 物 基 礎 ], 「 生 物 ] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 
地学 :「 地 学 基礎 ・ 地 学 ] は 「 地 学 基礎 ], 「 地 学 ] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 











③ 「 外 国語 ] 
英 語 :[ コ ミュ ニケ ーション 英語 T」・「[ コ ミュ ニケ ーション 英語 1]・「 コ ミュ ニケ ーション 英語 
四 ・[ 英 語 表 現 T ]・[ 英 語 表 現 I] の 5 科目 を 併せ て 出題 し ます 。 
中 国語 : [中 国語 | に お いて は , 原則 と し て 簡体 字 を 使用 し て 解答 する こと と し ます 。 








9. 個別 学力 検査 実施 教科 ・ 科 目 の 採点 ・ 評 価 の ポイ ント 


[前 期日 程 ] 
教科 ・ 科 目 等 


国 





現代 文 ・ 古 文 ・ 漢 文 と 国語 に 関す る 基礎 知識 を も と に , 読 
に 判定 する 。 





国語 (現代 文 ) 





現代 文 と 国語 に 関す る 基礎 知識 を も と に , 読解 , 思考 , 表現 の 能力 を 総合 的 に 判定 する 。 





世 界 更 


世界 史 の 基礎 的 知識 , 資料 を 読解 ・ 理 解す る 能力 , 歴史 事象 に 関す る 論理 的 思考 力 や 論述 
能力 な ど を 総合 的 に 判定 する 。 





日 本 喝 


古代 か ら 現 代 に つい て の 歴史 的 事象 を 理解 する 能力 , 史料 を 読解 する 能力 及び 論理 的 に 思 
考 し , 記述 する 能力 な ど を 総合 的 に 判定 する 。 





地 理 








基本 的 な 地理 知識 の 有無 , 自然 事象 ・ 人 文 事象 を 総合 的 に 考察 する 思考 力 の 有無 , 地図 ・ 
地理 統計 の 読み 取り 能力 , 解答 を 明確 か つ 簡 潔 に 表現 する 論述 能力 な ど を みる 。 





理解 力 , 論理 的 思考 力 , 計算 能力 , 応用 力 , 文章 で 正確 に 表現 する 能力 な どの 総合 的 能力 
を 判定 する 。 








設問 の 意図 を 理解 する 基礎 学力 , 与え られ た 条件 か ら 誰 理 を 展開 する 思考 力 . そ し て それ 
ら の 結果 を , 数 式 等 を 用 いて 適切 に 表現 する 能力 等 を 評価 する 。 











基礎 知識 , 理解 力 , 論理 的 思考 力 , 応用 力 な どの 総合 的 能力 を みる 。 








教科 書 に 書か れ て いる 基本 的 な 知識 に 加え て , 生命 現象 に 対す る 考 祭 力 , 論理 的 思考 力 , 
応用 力 な どの 総合 的 能力 を みる 。 解答 は 簡潔 , 的 確 に 表現 され る こと が 望ま れる 。 








基礎 的 知識 。 論理 的 な 思考 力 と その 表現 力 , デー タ の 読み 取り と 解釈 を 行う 能力 な ど に 基 
づい た 総合 的 能力 を みる 。 





語 革 と 文法 の 知識 , 読解 力 , 





基本 的 な 語 葉 と 文法 の 知識 , 読解 力 , 表 F ど , 総合 的 な ドイ ツ 語 の 能力 を みる 。 





基本 的 な 語 葉 と 文法 の 知識 , 読解 力 , 表 ょ ど 。 総合 的 な フラ ンス 語 の 能力 を みる 。 

















基本 的 な 語 葉 と 文法 の 知識 , ヲ ょ ど , 総合 的 な 中 国語 の 能力 を みる 。 











基礎 学力 , 論理 的 思考 力 , 文章 表現 力 , 社会 に 対す る 関心 度 , 問題 発見 能力 , 自分 の 視角 
か ら 間 題 解決 を 提示 する 能力 な ど を 総合 的 に 評価 ・ 採 点 す る 。 








10. 大 学 入試 セン ター 試験 と 個別 学力 検査 の 配点 
大 学 入試 セン ター 試験 と 個別 学力 検査 の 配点 は , 次 の と お り で す 。 
配 点 
AR ロロ 0 個 別 学力 検査 


地理 歴史 | 国 
公民 | 地理 歴史 
数 数 
理 外国 
外 国 





1, 200 点 





国 
地理 歴史 | 
久 民 ] 100 又 は 200 
数 学 200 
理 科 100 又 は 200 
外 語 200 


900 点 多 5 1, 800 点 





語 200 
地理 歴史 200 


公 


数 
理 
外国 





地理 歴史 | 
人 民 」 
理 
外国 





地理 歴史 | 
公民] 
数 

理 
外国 


自然 情報 学科 1, 100 点 





| 


公 


数 
理 
外国 


地理 歴史 


| 
外国 語 700 


1, 100 点 





地理 歴 更 


公 


数 
理 科 
外 国 語 


1, 300 点 

















配 





試 セ モン ター 試験 


国 諸 
| 


公 


理 
外国 


学 


科 


まき 
ロロ 


1, 450 点 





国 
地理 歴史 | 
公 民 」 
数 学 
理 

外国 


語 150 
数 学 500 
理科 500 
外国 語 500 
面接 (医師 ある い は 医学 研究 者 に 
な る に ふき さわ し い 適 性 を みる 。) 


1, 650 点 





国 
地理 歴史 | 
公民 | 
数 
理 
外国 


面接 (英文 の 課題 に 基づい た 
口頭 試問 を 含む 。) 





| 


公 


理 
外国 





1, 500 点 





地理 歴史 
分 民 
数 学 
理科 
外国 語 


1, 300 点 





語 
地理 歴史 | 
公 民 」 
理科 
外国 語 











1, 400 点 





【 注 】 大 学 入試 セン ター 試験 に お いて , 「 外 国語 | の 「 英 語 ] を 選択 し た 場合 に は , リス ニン グ テ ス ト を 全学 部 で 
課 し , 筆記 試験 (200 点 満点 ) と リス ニン グ テ ス ト (50 点 満点 ) の 合計 250 点 満点 を 200 点 満点 (工学 部 は 100 点 


満点 ) に 換算 し ます 。 


な お , 受験 上 の 配慮 事項 に より リス ニン グ テ ス ト を 免除 され た 者 に つい て は , 筆記 試験 の 成績 を 換算 せ ず に 


その まま 用 いま す 。 (工学 部 は 100 点 満点 に 換算 し ます 。) 


11. 出願 手続 
出願 手続 は . イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム で の 出願 登録 及び 入学 検定 料 の 支払 い を 行っ た 後 , 以下 の 
出願 期間 内 に 必要 な 出願 書類 等 を 速達 書留 郵便 で 郵送 する こと に より , 完了 し ます 。 


(1) イン ター ネッ ト 出 願 登録 期間 及び 入学 検定 料 払込 期間 
令 和 2 年 1 月 14 日 ( 火 )10 時 同年 2 月 5 日 ( 水 )15 時 まで 


(2) 出願 期間 

令 和 2 年 1 月 27 日 (月 )~ 同 年 2 月 5 日 ( 水 )16 時 必着 

【 注 】 出 願書 類 受付 期間 後に 到着 し た も の は 受理 し ませ ん 。 た だ し , 2 月 3 日 (月 ) 以前 の 発信 局 
(日 本 国内 ) 消印 の ある 速達 書留 郵便 に 限り , 期限 後に 到着 し た 場合 で も 受理 し ます 。 
な お , 出願 期間 最終 日 (2 月 5 日 ( 水 )) の み , 郵送 に よる 出願 が 出来 な い 特別 な 事由 が ある 
合 に 限り , 持参 に よる 出願 書類 の 提出 を 認め ます 。 こ の 際 , 必ず , 同日 の 9 時 一 15 時 の 間 に 
人 学 論 事 務 室 [(Q52) 789 一 5765] に 子 め 連 絡 し た 上 で ,「66) 出願 書類 の 郵送 先 ] へ , 16 時 
まで に 持参 に より 出願 書類 を 提出 し て くだ さい 。 


(3) 検定 料 等 の 払込 方 法 
① 出願 登録 の 際 に 必要 な 料金 
入学 検定 料 : 17, 000 円 
イ 受験 票 発送 料 : 353 円 
ウ 試験 成績 請求 料 : 383 円 ※ 希 望 者 の み (43 頁 参照 ) 
以上 アー ウ の 料金 の ほか に 支払 手数 料 が 必要 と な り ま す 。 
※ 出 願書 類 を 受理 し た 後 は ,[④ 検 定 料 の 返還 に つい て 」 に 該当 する 場合 を 除き , い か な る 理由 が あっ 
て も 納入 済み の 検定 料 は 返還 し ませ ん 。 
※ 検 定 料 免除 の 対象 者 は , 出願 時 に 検定 料 を 払わ ず に , 入学 試験 事務 室 [(052) 789-5765] まで ご 
連絡 くだ さい 。 
② 払込 期間 
令 和 2 年 1 月 14 日 ( 火 )10 時 一 同年 2 月 5 日 ( 水 )15 時 まで 
た だ し , 出願 書類 は 郵送 に より 令 和 2 年 2 月 5 日 ( 水 ) 16 時 まで に 人 入学 試験 事務 室 に 必着 と し ます 
の で , 検定 料 は 早め に 払い 込ん で くだ さい 。 
③ 払込 方 法 等 
入学 検定 料 等 の 支払 い は , 以下 の いずれ か の 方 法 で 行っ て くだ さい 。 
詳細 に つい て は , 35 頁 ISTEP5 (入学 検定 料 の 支払 い )」 を 確認 し て くだ さい 。 
クレ ジッ トカ ー ド 
ネッ トバ ン キ ング 
ヨコ ヨ ジ ビニ エン スス 下 ア 
ペイ ジー 対応 銀行 ATM 


h マ ヽ ふさ コ 


④ 検定 料 の 返 に つい て 
出願 書類 を 受理 し た 後 は , 医学 部 医学 科 の 第 1 段階 選抜 不 合 格 者 (※) 以外 は , 納入 済み の 検定 
料 は 原則 返還 し ませ ん 。 た だ し , 以下 に 該当 する 場合 は , 納入 され た 検定 料 を 返還 し ます 。 なお, 
返還 に か か る 振込 手数 料 は 差し 引か せ て いた だ きま す 。 
ア 検定 料 納 入 後 , 出願 し な か っ た 場合 又は 出願 が 受理 きれ な か っ た 場合 
イ 検定 料 を 二 重 に 払い 込ん だ 場合 


0 ュ 
、 以下 の 2 点 を 入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参照 ) に 郵送 し て くだ さい 。 な お , 受付 期限 は 令 和 2 年 3 : 
月 31H ( 火 ) 必着 で す 。 “ 
「 〇 氏名 (フリ ガ ナ ), 現住 所 , 連絡 先 の 電話 番号 , 返 避 請求 の 理由 , 受付 番号 (12 桁 ) を 記載 し た | 
| も の (様式 は 自由 , 用 紙 は A 4 サイ ズ ) 

| 〇 返信 用 封筒 (郵便 番号 , 住 所 及び 氏名 を 記入 し , 長 形 3 号 封 筒 に 84 円 切手 を 貼っ た も の ) 

| 後日 , 返還 手続 に 必要 な 書類 を 郵送 し ます 。 


また , 大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験 受験 科目 の 不足 等 に より 出願 資格 が な いこ と が 判明 し た 場合 は ,13, 000 
円 を 返還 し ます 。 返 本 手続 に つい て は , 別途 お 知ら せ し ま す 。 


※ 医 学部 医学 科 の 第 1 段階 選抜 の 不 合格 者 に は , 申請 に より 13,000 円 を 返 恒 し ます 。 こ れ に 該当 する 
者 に は , 第 1 次 選考 結果 発表 時 に 返還 手続 方 法 に つい て 連絡 し ます 。 


(4) 出願 方 法 

| 出 原 書類 の 提出 は 郵送 に 限り ます 。| 

33 一 36 頁 |(7) イン ター ネッ ト 出 願 の 流れ 」 を 確認 し , イン ター ネッ ト で の 出願 登録 及び 人 学 検定 
料 の 支払 い を 行い , 出願 し て くだ さい 。 

な お , イン ター ネッ ト 出 願 で の 出願 登録 及び 入学 検定 料 の 支払 い を 行っ た だ け で は 出願 手続 完了 に 
は な り ま せん 。 

「 (6⑥) 出願 に 要する 書類 等 ] を 宛名 シー ト を 貼っ た 角形 2 号 封 筒 (240mm x332mm) に 入れ , 速 
達 書留 郵便 で 郵送 し て くだ さい 。 

また , 本 学 の 「 前 期日 程 試験 ] と 「 後 期日 程 試験 ] を 併願 する 場合 で あっ て も , 各 試 験 日 程 ご と に 
1 名 分 を 封入 し て くだ さい 。 





(5) 出願 書類 の 郵送 先 
〒464 一 8601 名 古屋 市 千種 区 不老 町 D 4 一 4 (100) 名 古屋 大 学 入学 試験 事務 室 


(6) 出願 に 要する 書類 等 


出願 書類 等 人 計上 末 寺 二 計 史 


か ら A 4 サイ ズ で カラ ー 印 刷 し , 角形 2 号 封 筒 (240mm X332mm) に 
貼っ て くだ さい 。 





か ら A 4 サイ ズ で カラ ー 印 刷 し て くだ さい 。 

【 顔 写真 に つい て 】 

出願 前 3 ヶ月 以内 に 撮影 し た 正面 , 上 半身 , 無 唱 , 背景 な し の 顔 写真 デー 
タ (2MB まで ) を 用 意 し , イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム か ら ア ッ プ ロー 
ド し て くだ さい 。 な お , 写 真 は , 入学 試験 時 の 本 人 確認 や , 入学 者 に 交 
付 さ れる 学生 証 の 写真 と し て 使用 し ます 。 























「 前 期日 程 試験 ] に 出願 する 場合 は , 「 | 前 | 国 公立 
た , 「 後 期日 程 試験 ] に 出願 する 場合 は , 「 | 後 | 国 公 
入学 志願 票 の 所 定 欄 に 貼っ て くだ さい 。 


前 期日 程 用 ] を , ま 
立 後期 日 程 用 ] を , 














調査 書 は , 出身 学校 長 等 が 作成 し , 厳 封 し た も の に 限り ます 。 
※ 既 卒 の 方 は , 卒業 後に 発行 され た も の を 提出 し て くだ さい 。 
高等 学校 等 の 進路 指導 ご 担当 の 方 々 へ 
| 本 学 で は , 学 販 成績 概 評 が A に 属す る 生徒 の うち , 人 物 , 学力 と も に 
特に 優秀 な 者 に つい て は , 「 学 習 成績 概 評 ] の 欄 に @④ と 標示 する こと を 
希望 し ます 。 こ の 場合 ,「 備考 」 の 欄 に その 理由 を 必ず 明示 し て くだ さい 。: 





医学 部 医学 科 志 願 者 の み 提出 し て くだ さい 。 
本 学 ホ ー ム ペー ジ か ら 所 定 の 様式 を ダウ ン ロ ー ド し , A 4 サイ ズ で 印刷 
の 上 , 自筆 で 作成 し て くだ さい 。 


志願 理由 書 た だ し , 前 期日 程 用 と 後期 日 程 用 は , 様式 , 内 容 が 異な り ま す の で 注意 


し て くだ さい 。 (本 学 ホ ー ム ペー ジ (http://www.nagoya-u.acjp/) 一 入 
学 案内 一 学部 募集 要項 大 学 案内 な ど 一 大 学 案 内 ・ 選 抜 要項 ・ 募 集 要 項 ・ 
イン ター ネッ ト 出 願 ) 





【 注 】 





後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) を 志願 する 者 で , 15 真 の 「 出 願 要 件 2 (入学 
志願 者 の 保護 者 の 現住 所 が 出願 時 に 愛知 県 内 で ある こと )] に 該当 する 場 
合 の み 保 護 者 の 住民 団 の 写し (続柄 が 記載 され て いる も の 。 コ ビー 不可 ) 
等 を 提出 し て くだ さい 。 

※1 住民 昧 の 写し は 個人 番号 (マイ ナン バー) 及び 本 籍 の 記載 が な 


住民 票 の 写し 等 いも の を 提出 し て くだ さい 。 な お , 取得 し た 住民 票 の 写し に 個人 
(該当 者 の み 提 出 ) 番号 及び 本 籍 が 記載 され て いる 場合 は , 油性 ペン な ど を 使用 し て 


(1) 


塗り つぶ し , 完全 に 見 えな い 状 肖 で 提出 し て くだ さい 。 

※2 志願 者 本 人 と 保護 者 の 現住 所 が 異な る 場合 は , 志願 者 本 人 と 保 
護 者 の 関係 が 分 か る 書類 (健康 保険 証 の 写し (続柄 が 記載 され て 
いる も の 。 コ ピー 可 ), 市 区 町 村役場 が 発行 する も の で 関係 が 分 か 
る も の 等 ) を 併せ て 提出 し て くだ さい 。 


や む を 得 な い 事 由 に より 出身 学校 長 等 の 調査 書 が 得 ら れ な い 場 合 は , 以下 に よっ て くだ さい 。 











ア 府 校 , 被災 , 調査 書 の 保存 期限 の 経過 . その 他 の 事情 に より 出身 高等 学校 長 等 の 調査 書 が 2 





昌 

香 
られ な い 場 合 は , 卒業 証明 書 と 単位 修得 証明 書 (単位 修得 証明 書 が 得 ら れ な い 場 合 は , 成績 通 
信 答 の 原本 ) を も っ て これ に 代え る こと が で きま す 。 





イ 志願 者 本 人 が 被災 等 に より 上 記 ア の 書類 を も 整え られ な い 場 合 は , 出身 学校 所 管 の 教育 委員 





会 。 知事 又は 出身 高等 学校 長 等 が 作成 し た これ に 関す る 証明 書 を 提出 し て くだ さい 。 


ウ 高等 学校 卒業 程度 認定 試験 等 の 合格 者 に つい て は , 当該 試験 の 合格 成績 証明 書 を も っ て , 調 


査 書 に 代え る こと が で きま す 。 





エエ 14 一 15 真 の 出願 資格 3 ( オ 以 外 ) に より 出願 する 者 の 提出 書類 に つい て は , 入学 試験 事務 室 


(②) 
(3③) 


(4) 


(裏表 紙 参照 ) に 周 会 し て くだ さい 。 
提出 され た 書類 等 に 不備 が ある 場合 に は , 受理 し ませ ん 。 
いっ た ん 受理 し た 出願 書類 等 は いか な る 理由 が あっ て も 返却 し ませ ん 。 ま た , 受理 後 の 出願 





書類 等 の 変更 は 認め ませ ん 。 


入学 志願 昧 は じ め 出 願書 類 等 に 虚偽 の 記載 を し た 場合 , 記載 すべ き 事 項 を 記載 し な か っ た 場合 





又は 提出 すべ き 書 類 を 提出 し な か っ た こと が 判明 し た 場合 は , 入学 決定 後 で も 入学 許可 を 取り 消 
すこ と が あり ます 。 


(7) イン ター ネッ ト 出 願 の 流れ 
イン ター ネッ ト 出 願 の 流 


出願 完了 まで の 流れ は 、 以 下 の 通 り で す 


am 出願 サイ ト に 出願 内 容 の ヽ 、 入 学 検定 料 の 、 必要 書類 の 記 


事前 準備 
セン ター 試験 






イン ター ネッ ト に 接続 され た パソ コン 、 プ リン ター な ど 
を 用 意 し て くだ さい 。( ス マー ト フ ォ ン 、 タ ブレ ッ ト は 非 推奨) 成績 請求 票 
必要 書類 *※ は 、 発 行 まで 時 間 を 要する 場合 が あり ます 。 
早め に 準備 を 始め 、 出 願 前 に は 必ず 手元 に ある よう に 
し て お いて くだ さい 。 
※ 必 要 書 類 … 調 査 書 、 顔 写真 デー タ 、 セ ンタ ー 試 験 成績 請求 票 な ど 

詳細 は 学生 募集 要項 32 頁 参照 


イン ター ネッ ト 出 願 サ イト 


移 短 え https:/e-applyJjp/myp/nagoya-u/ 


また は 、 


大 学 ホ ー ム ペー ジ b 個 i14 0H/4 り AA/ 有 IE に 【 い ん た 中 (本 【 用 | り / 


か ら ア クセ ス 











マイ ペー ジ の 登録 


画面 の 手順 に 従っ て 、 必 要 事 項 を 入力 し て マイ ペー ジ 登 録 を 行っ て くだ さい 。 
な お 、 マ イペ ー ジ の 登録 が お 済み の 方 は 、STEP4 に 進ん で くだ さい 。 


隻 名 古屋 大 学 












































① 初 め て 登録 する 方 は ⑧ メ ー ル アド レス の 登録 を 行っ て ③ ユ ー ザ ー 登 録画 面 か ら ④ 登 録 し た メー ル ア ド レス に 
ES 引 か ら 利用 規約 に 同意 する 「 ト ッ プ へ 戻る 」 を 初期 パス ワー ド が 届き ます 。 


ログ イン し て くだ さい 。 クリ ッ ク し て くだ さい 。 クリ ッ ク し て くだ さい 。 ※@e-apply.jJp の ドメイン か ら の メー ル 
を 受信 で きる よう に 設定 し て くだ さい 。 








貸 ” 名 古屋 大 学 食 名 古屋 大 学 





















































⑥ 再 度 トッ プ 画 面 か ら 登録 し た  ⑥ 初 期 パ スワ ー ド の 変更 を ⑦ パ スワ ー ド 更新 画面 か ら 
メー ル ア ド レス と ④ で 届い た 行っ て くだ さい 、。 「 登 録画 面 へ 進む 」 を [次 へ 」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
[初期 パス ワー ド 」 に て クリ ッ ク し て くだ さい 。 
配下 店 軒 を クリ ッ ク し て 


くだ さい 。 











個 名 古屋 大 学 食 名 古屋 大 学 
還 こ に ー コ ほ ー コ ーー ロビ ーー 男 





























⑨ 個 人 情報 を 確認 し て ⑩ 登 録 完 了 と な り ます 。 ⑪ 上 記 ペ ー ジ が 表示 され た ら 

を 「 ト ッ プ へ 戻る 」 を マイ ペー ジ 登 録 は 完了 で す 。 

クリ ッ ク し て くだ さい 。 クリ ッ ク し て くだ さい 。 ※ 出 願 登 録 期間 中 の 場合 の み 、 電 誠 計 座 紗 岩 細則 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 
H 願 手続 に 進め ます 。 登録 期間 外 の 場合 は 、 こ れ よ り 先 に 進め 8 
ag 少 陳 ボタ ン を お し て くだ さい 。 














出願 内 容 の 登録 


5 イン ター ネッ ト 出 腺 登 録 期間 
試験 区 分 及び 入学 検定 料 払込 期間 出 原 期 間 








一 般 入試 (前 其 日程 令 和 年 1 月 14 日 ( 火 ) 10 時 一 令 和 年 1 月 87 日 (月 )ー 月 5 日 ( 水 ) 
一 般 入試 (後期 日 程 ) 月 5 日 ( 水 ) 15 時 まで 16 時 必着 

















画面 の 手順 や 留意 事項 を 必ず 確認 し て 、 画 面 に 従っ て 必要 事項 を 入力 し て くだ さい 。 


令 名 古 屈 大 学 





る) 


N 








登 人 す る 証 真 を 
アッ プロ ー ド し て くだ さい 


























本 Se ーー 
① マ イペ ー ジ ログ イン 後 の ⑧@ 試 験 区 分 、 志 望 学部 等 の 選択 ③ 留 意 事 項 の 確認 ④ 顔 写真 の アッ プロ ー ド 
か ら 


登録 画面 へ 








信 科 2 年 度 名 右 芋 大 学 入学 志願 栗 [ 前 期日 季 ] 
CO 


受付 番号 ( 18 桁 ) メモ 
































⑤ 個 人 情報 (氏名 ・ 住 所 等 ) の  ⑥ 申 込 登録 完了 ⑦ 入 学 検定 料 の 支払 い 方 法 ⑧ 出 願 に 必要 な 書類 PDF 
入力 受付 番号 (18 桁 ) は 必ず 控え て くだ さい 。 借 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア (イメ ー ジ ) 
出願 情報 を 確認 する 場合 と 、 出 願書 類 を 借 ペ イジ ー 対 応 銀行 ATM ※ 検 定 料 納入 後に 出力 可能 と な り ま す 。 
出力 する 際 に 必要 に な り ま す 。 條 ネッ トバ ン キ ング 借 ク レジ ッ ト カ ー ド 








入学 検定 料 の 支払 い 方 法 で 「 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア 」 ま た は 「 ペ イジ ー 対 応 銀行 ATM」 を 選択 され た 方 は 、 支 払い 方 法 の 
選択 後に 表示 され る お 支払 い に 必 要 な 番号 を 下記 メモ 欄 に 控え た うえ 、 通 知 さ れ た 「 お 支払 い 期 限 」 内 に コン ビニ エン ス 
スト ア ま た は ペイ ジー 対応 銀行 ATM に て お 支払 いく だ さい 。 





セブ ン - イ レブ ン の 場合 回 =ー ツ シ 。 ミ 三 ス トッ プ 、 ラ ファ ミリ デー マー ド 。 
麗 記 和 号 エー エーーー ナー サー テー ナー ナー ナー リー ペイ ジー 対応 銀行 ATM の 場合 
示 和 侍 1 1 HI 1 1 1 1 1 1 1 ・ 1 1 H H H H H T 
エ 中 き さや 当 お 客 様 番 号 1 
番号 メモ (13 桁 )| | 5 TE TE TI ミュ 5 リョ ミー! I メモ (11 析 
確認 番号 
メモ (6 桁 ) 











Na 














デイ リー ヤマ ザキ 、 セ イコ ー マ ー ト の 場合 
オォ ン ライ > 決済 | | | トト キト キオ トト トコ |O ni の !] | ※ 納 機関 番号 は 、 ペ イジ ー で 
番号 メモ (11 桁 Ji 5 8 0 1 2 1 | お 支払 い の 際 に 必要 と な り ま す 。 


ーー ニニ 





























申込 登録 完了 後に 確認 メー ル が 送信 され ます 。 メ ー ル を 受信 制限 し て いる 場合 は 、 送 信 元 (@e-apply.jp) か ら の メー ル 受 信 を 
許可 し て くだ さい 。 ※ 確 認 メ ー ル が 迷惑 フォ ル ダ な ど に 振り 分 けら れる 場合 が あり ます の で 、 注 意 し て くだ さい 。 

















内 容 で 再 登録 する こと で 、 実 質 的 な 修正 が 可能 で す 。 
※「 入 学 検定 料 の 支払 い 方 法 」 で クレ ジッ トカ ー ド を 選択 し た 場合 は 、 出 願 登 録 と 同時 に 支払 い が 完了 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 





1 申込 登録 完了 後 は 、 登 録 内 容 の 修正 ・ 変 更 が で きま せん の で 誤 入力 の な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 た だ し 、 入 学 検定 料 支払 い 前 で あれ ば 正しい 出願 





入学 検定 料 の 支払 い 


員 クレ ジッ トカ ー ド で の 支払 い 


出願 内 容 の 登録 時 に 選択 し 、 支 払い が で きま す 。 
【 ご 利用 可能 な クレ ジッ トカ ー ド ] 























VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFG カ ー ド 、DC カ ー ド 、UFJ カ ー ド 、NIC0S カ ー ド 


vs 538 還 
出願 登 録 時 に 支払い 完了 


コン ビニ エン スス ト ア で の 支払 い 


出願 内 容 の 登録 後に 表示 され る お 支払 い に 必 要 な 番号 を 控え て 、 
コン ビニ エン スス ト ア で お 支払 いく だ さい 。 


人 店 頭 端 末 を 利用 し て 支払 い 可 能 


@ レ ジ で 支払 い 可能 
(⑱⑳ セフン - イ ルフ ワン 


回 回 


Loppi LAVB ロ TY 4 部 


あな た か と. コ ンド "に 、 


詩 FamilyMart 


Fami ポ ボー ト 


クラ ブ 
ステ ーション 


齋 】 ネッ トバ ン キ ング で の 支払 い 


出願 内 容 の 登録 後 、 ご 利用 画面 か ら そ の まま 各 金 融 
機関 の ペー ジ へ 居 移 し ます の で 、 画 面 の 指示 に 
従っ て 操作 し 、 お 支払 いく だ さい 。 


※ 決 済 す る 口座 が ネッ トバ ン キ ング 契約 され て いる こと が 必 要 で す 


Web で 手続 き 完了 


放 ベイ ジー 対応 銀行 ATM で の 支払 い 
出願 内 容 の 登録 後に 表示 され る 

お 支払 い に 必 要 な 番号 を 控え て 、 人 @ 
ペイ ジー 対応 銀行 ATM に て 画面 の 
指示 に 従っ て 操作 の うえ お 支払 い 
くだ さい 。 


※ 利 用 可能 な 銀行 は 「 支 払い 方 法 選択 」 画 面 で 確認 し て くだ さい 。 


ペイ ジー 
ay-eaSy 


昔 コ ン ビ ニ 上 端末 画面 ・:ATM の 画面 表示 に 従っ て 必要 な 情報 を 入力 し 、 
内 容 を 確認 し て か ら 入学 検定 料 を 支払 っ て くだ さい 。 


ロト コジ 4 
コーク 4 に ツラ / 


LAVYB ロ RI NM 


回 
+ 価 


店 頭 レジ 


民有 2 
「 オ ン ラ イン 決済 」 と 


(⑳ セフン - イ アレ プン 


店 頭 レジ 


レジ で 
「 イ ンタ ーネット 代金 


























Loppi 





「 宮 種 番号 を お 持ち 


計 上 R 行 ATM 


3 1 に EN 局 = に に 4 


世 
ay-easy 


ロ = 
ATM 


クラ ブ ステ ーション ペイ ジー 対応 銀行 ATM 
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「 代 金 支払 い 」 「 税 金 * 料 金 払い 





支払 い ] と 伝え る 








伝え る 





の 方 」 を 選択 











「 払 込 票 番号 
(13 杵 )」 を 伝え る 








「 オ ン ラ イン 決済 番号 
(11 桁 )」 を 伝え る 











を 選択 





「 お 客 様 番号 
(11 桁 )」 を 入力 


「 各 種 代金 お 支払 い 」 
(マル チ ペ イメ ント 
サー ビス ) を 選択 





「 マ ル チ ペ イメ ント 
サー ビス 」 を 選択 











「 お 客 様 番号 
(11 桁 )] 入 力 








「 確 認 番号 (6 桁 )」 
入力 


「 確 認 番号 (6 桁 )」 
入力 











を 選択 


込み 」 な ど を 選択 





「 オ ン ラ イン 決済 番号 
(11 桁 )]) を 入力 














(11 桁 )] 入 力 











「 確 認 番号 (6 桁 )」 
入力 














支払 い 内 容 確認 





支払 い 内 容 確認 





支払 い 内 容 確認 
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レジ で 検定 料 を 現金 で 支払 う ※ 


発券 され た 申込 券 ( 受 付 票 ) を レジ へ 持参 し 、 検 定 料 を 現金 で 支払 う ※ 


申込 券 ( 受 付 票 ) 発 行 後 は 30 分 以内 に レジ に て 支払 っ て くだ さい 。 





「 現 金 」「 キ ャ ッシュ 
カー ド 」 を 選択 し 
支払 う ※ 








十 








才 才 








領収 書 ( レ シー ト 形 式 ) を 必ず 受け 取る 








取扱 明細 書 兼 領収 書 を 必ず 受け 取 





ご 利用 明細 書 を 
必ず 受け 取る 

















L___ | 








※ ゆ うち ょ 銀行 "銀行 ATM を 利用 する 場合 、 現 金 で 10 万 円 を 超え る 場合 は キャ ッシュ カー ド で 支払 っ て くだ さい 。 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア を 利用 の 場合 は 現金 で 30 万 円 まで の 支払 いと な り ま す 。 





必要 書類 の 印刷 と 郵送 


出願 登録 、 入 学 検定 料 の 支払 後に ダウ ン ロ ー ド で きる 書類 を 全て カラ ー 印 刷 し 、 そ の 他 の 必要 書類 と 併せ て 出願 
期間 内 に 郵便 局 窓口 か ら 「 速 達 書留 郵便 」 で 郵送 し て こく だ さい 。 


画 出 願書 類 

出願 に 必要 な 書類 は 、 学 生 募 集 要項 32 頁 を 参照 し て 準備 し て 
くだ さい 。 

イン ター ネッ ト 出 願 サ イト か ら 刷 する 書類 以外 に 

調査 書 、 志 願 理 由 書 (医学 部 医学 科 の み ) 等 が め あります ので 、 
注意 し て あら か じ め 準 備 を すす め て くだ さい 。 
































出願 書類 提出 用 宛名 シー ト 


出願 書類 の 郵送 先 は 宛名 シー ト に 自動 で 印字 され ます 。 市 販 の 角形 ら 号 封筒 (24cmx33.2om) 
に 貼り 付け て 作成 











※ 一 旦 受 理 し た 入学 検定 料 ・ 必 要 書 類 は 返却 し ませ ん 。 


(出願 完了 〉 


出願 は イン ター ネッ ト 出 願 サ イト で の 登録 完了 後 、 入 学 検定 料 を 支払 い 、 必 要 書 類 を 郵送 し て 完了 と 
な り ま す 。 登録 が 完了 し て も 出願 書類 の 提出 期限 に 書類 が 届か な けれ ば 出願 を 受理 で きま せん の で 
出願 時 の | 注意 し て くだ さい 。 
注意 点 期限 は 上 記 (STEP4) を 参照 し て くだ さい 。 


イン ター ネッ ト で の 出願 登録 は 24 時 間 可 能 で す 。 出 願 登録 、 検 定 料 の 支払 は 出願 締切 日 15 時 (営業 時 間 は コン ビニ エン スス ト ア や ATM 
な ど 、 施 設 に よっ て 異な り ま す ) で す 。 必 要 書 類 の 郵送 は 各 募 集 要項 で 定め られ た 期間 内 に 行っ て くだ さい 。 ゆ と り を 持っ た 出願 を 心がけ て 
くだ さい 。 





※ 受 験 票 に つい て は 37 頁 を 参照 し こく だ さい 。 


(8) 受験 票 の 交付 
3 0 


受験 票 が 届い た ら , 試験 日 な どの 記載 事項 を 必ず 確認 し て くだ さい 。 不備 が あ 速やか に 入学 
De 

〇 前 期日 程 試験 

令 和 2 年 2 月 12 日 ( 水 ) 以降 に 大 学 か ら 発送 し ます 。 

〇 後期 日 程 試験 

令 和 2 年 2 月 28 日 ( 金 ) 以降 に 大 学 か ら 発送 し ます 。 

医学 部 医学 科 の 第 1 邊 階 選抜 不 合格 者 に は , 不 合格 通知 が 上 記 日 程 で 発送 受験 票 は 発送 され 
ませ ん 。 


な お , 氏名 に つい て は , コン ピュ ー タ で 表記 で き な い 文字 は , 文字 を 思 き 換え る か , カタ カナ 等 で 
表記 し , 第 2 志望 学科 ・ 専 攻 に つい て は , 表記 され ませ ん 。 

また , 前 期日 程 試験 の 受験 票 等 が 令 和 2 年 2 月 17 日 (月 ) まで に , 後期 日 程 試験 の 受験 票 等 が 令 和 2 
年 3 月 2 日 (月 ) まで に 到着 し な い 場 合 は , 入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参照 ) に 確認 し て くだ さい 。 

個別 学力 検査 当日 は , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入試 セン ター 試験 受験 票 ] の 二 つ を 必ず 持参 し 
て くだ さい 。 


12. 受験 者 心得 
[前 期日 程 ] (筆記 試験 ) 
(1) 指定 され た 試験 場 以 外 で は , いか な る 理由 が あっ て も 受験 で きま せん 。 個別 学力 検査 筆記 試験 当日 
は 2 日 間 と も , 最初 の 試験 開始 時 刻 の 30 分 前 まで に 指定 の 試験 室 に 到着 し て くだ さい 。 (人 室 開 始 時 刻 


は 2 日 間 と も , 8 時 45 分 の 予定 で す 。) 


(2) 試験 室内 で は , 監督 者 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 試験 開始 後 は , 監督 者 の 指 志 が が ある まで 退室 で き 
ませ ん 。 


(3 


ニン 


試験 開始 時 刻 に 騰 刻 し た 場合 は , 試験 開始 後 30 分 以内 に 限り , 受験 を 認め ます 。 
(4) 試験 室 へ の 入室 , 試験 開始 及び 終了 の 時 刻 は , チャ イム 又は 振 鈴 で 合図 し ます 。 


(5) 個別 学力 検査 当日 は , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入試 セン ター 試験 受験 票 ] の 二 つ を 必ず 持参 し 
て る た きり 0。 

また , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入試 セン ター 試験 受験 票 ] の 二 つ は 
終了 後 も 保管 し て お いて くだ さい 。 


諸手 続 に 必要 な の で 試験 


(6) 試験 室 で は ,「 名 古屋 大 学 受 験 票 ] の 受験 番号 と 同じ 番号 の 席 に 着き , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 
学 入試 セ ンタ ー 試 験 受験 票 ] を 机上 の 番号 札 の わき に 置い て くだ さい 。 


(⑦) 答案 作成 に 必要 な 黒鉛 筆 (シャ ー プ ペン シル も 可 。), 消し ゴム , 鉛筆 削り (電動 式 を 除く 。), 時 計 
(計時 機能 だ け の も の ), 有 眼鏡 以外 の 用 具 は 机 の 上 に 置く こと は で きま せん 。 数 学 の 試験 で は 直線 定規 ・ 
コン パス を 使用 し て も 差し 支え あり ませ ん 。 た だ し , 折り た た み 式 定規 , 分 度 器 付き 定規 , 三角 定規 
は 使用 で きま せん 。 


(8@) 試験 室 で は , 携帯 電話 , スマ ー ト フォ ン や 音 の 出る 機器 等 は , アラ ー ム 設定 を 解除 し た 上 で 電源 を 
切っ て くだ さい 。 ま た , これ ら を 身 に つけ る こと は 認め な い の で , か ば ん 等 に 入れ て くだ さい 。 
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試験 時 間 中 , 発言 する 必要 の ある と き は , 手 を 挙げ て 合図 し , 監督 者 の 許可 を 受け て くだ さい 。 
(10) 次 の こと を する と 不正 行為 と な り ま す 。 不正 行為 を 行っ た 場合 は , その 場 で 受験 の 中 止 と 退室 を 命 


じ ら れ , それ 以後 の 受験 は で き な く な り ま す 。 ま た , 受験 し た すべ て の 教科 ・ 科 目 の 成績 を 無効 と し 
ます 。 











ア 入学 志願 票 ・ 写 真 票 , 受験 票 , 解答 用 紙 へ 故意 に 虚偽 の 記入 (本 人 以外 の 写真 を 登録 する こ 
と や 解答 用 紙 に 本 人 以外 の 名 前 ・ 受 験 番号 を 記入 する 等 ) を する こと 。 
イ カン ニン グ (カン ニン グ ペ ー パ ー・ 参 考 書 ・ 他 の 受験 者 の 答案 等 を 見 る こと , 他 の 人 か ら 答 
え を 教わる こと 等 ) を する こと 。 
他 の 受験 者 に 答え を 教え た り カ ン ニ ング の 手助け を する こと 。 
試験 時 間 中 に , 問題 冊子 を 試験 室 か ら 持ち 出す こと 。 
解答 用 紙 を 試験 室 か ら 持ち 出す こと 。 
解答 開始 の 指示 の 前 に , 問題 冊子 を 開い た り 解 答 を 始め る こと 。 
試験 時 間 中 に , 携帯 電話 スマ ー ト ブ ォ ン , ウェ アラ ブル 端末 (スマ ー ト ウォ ッ チ な ど ), 
電子 辞書 , 1C レ コー ダー, 電卓 等 の 電子 機器 類 を 使用 する こと 。 
ク 解答 終了 の 指示 に 従わ ず , 鉛筆 や 消し ゴム を 持っ て いた り 解 答 を 続け る こと 。 





ES 





1) 上 記 (⑩) 以 外 に も , 次 の こと を する と 不正 行為 と な る こと が あり ます 。 指示 等 に 徒 わ ず , 不正 行為 と 
認定 され た 場合 の 取扱 い は , 上 記 (0) と 同様 で す 。 








ア 試験 時 間 中 に , 携帯 電話 , スマ ー ト フォ ン , ウェ アラ ブル 端末 (スマ ー ト ウォ ッ チ な ど ), 
電子 辞書 . IC レ コー ダー, 電卓 等 の 電子 機器 類 を か ば ん 等 に し まわ ず , 身 に 付け て いた り 手 
に 持っ て いる こと 。 

イ 試験 時 間 中 に 携帯 電話 , スマ ー ト フォ ン や 時 計 等 の 音 (着信 ・ ア ラー ム ・ 振 動 音 等 ) を 長 時 
間 鳴ら す な ど , 試験 の 進行 に 影響 を 与え る こと 。 

ウ 試験 に 関す る こと に つい て , 自身 や 他 の 受験 者 を 利 す る よう な 虚偽 の 申出 を する こと 。 

エ 試験 場 に お いて 他 の 受験 者 の 迷惑 と な る 行為 を する こと 。 

オォ 試験 場 に お いて 試験 監督 者 等 の 指示 に 従わ な いこ と 。 

カ その 他 , 試験 の 公平 性 を 損なう お それ の ある 行為 を する こと 。 











大 学 構内 で の 喫煙 は 厳禁 と し ます 。 


個別 学力 検査 下見 日 及び 当日 に 連絡 事項 が ある 場合 は , 試験 室 案 内 を 掲示 し た 場所 に 掲示 し ます 。 


各 試 験 会 場 は , 自動 車 , バイ ク 等 で の 入構 は で きま せん の で 公共 交通 機関 等 を 利用 し て くだ さい 。 


上 記 の 他 , 監督 者 か ら 特 別 な 指 太 が が あっ た 場合 は , その 指示 に 従っ て くだ さい 。 








13. 合格 者 発表 


(1) 発表 日 時 
前 期日 程 試験 | 令 和 2 年 3 月 7 日 ( 土 ) 16:00 





後期 日 程 試 験 | 令 和 2 年 3 月 21 日 ( 土 ) 10:00 





(2) 発表 方 法 
下記 に 合格 者 の 受験 番号 を 掲示 ・ 発 表し ます 。 
前 期日 程 試 験 | 名 古屋 大 学 豊田 講堂 (58 頁 配置 図 D 一 3 参照 及び イ ンタ ーネット の 下記 サイ ト 
後期 日 程 試験 | イン ター ネッ ト の 下記 サイ ト 








名 古屋 大 学 受験 者 向け サイ ト (パソ コン , 携帯 電話 共通 ) https://daigakujc.jp/nagoya-Uu/ 


【 注 】① 本 学 は , 自動 車 , バ イク 等 で の 入構 は で きま せん の で , 公共 交通 機関 等 を 利用 し て くだ さい 。 
② 電話 等 に よる 合格 , 不 合格 の 照会 に は 応じ ませ ん 。 
③ 上 記 サ イト (大 学 情報 セン ター 運営 ) の 障害 等 に よる 誤 表示 等 に つい て , 本 学 は 責任 を 負 
いか ね ます 。 


(3) 合格 通知 書 
合格 通知 書 は , 次 に より 合格 者 本 人 あて に 速達 で 郵送 し ます 。 ま た , 入学 手続 書類 も 併せ て 送付 し 
まま 
① 前 期日 程 試験 
令 和 2 年 3 月 7 日 ( 土 ) に 大 学 か ら 発送 し ます 。 
② 後期 日 程 試験 
令 和 2 年 3 月 21 日 ( 土 ) に 大 学 か ら 発 送 し ます 。 


14. 入学 手続 

入学 手続 は , 必ず 下記 の 学部 指定 期日 の 取扱 時 間 内 に 行っ て くだ さい 。 

所 定 の 期間 内 に 入学 手続 を 行わ な か っ た 場合 は , 本 学 へ の 入学 を 辞 胃 し た も の と し て 取り 扱い ます の 
で , 十分 注意 し て くだ さい 。 

な お , 本 学 は , 自動 車 , バイ ク 等 で の 入構 は で きま せん の で , 公共 交通 機関 等 を 利用 し て くだ さい 。 


(1) 日 時 ・ 場 所 
① 前 期日 程 試験 合格 者 
取 扱 時 間 


内 
上 


京 
[ 
! 


工学 部 は , 「 マ テリ アル 工学 科 」 に 合 


9 30 一 11 : 30 格 し た 者 


| 財 


令 和 2 年 3 月 12 日 ( 木 ) 


1 
【 





工学 部 は , [電気 電子 情報 工学 科 , 機械 ・ 
航空 宇 宙 工 学科 , 環境 土木 ・ 建 築 学 科 」 
に 合格 し た 者 


工学 部 は , 「 化 学生 命 工学 科 , 物理 工 
学科 , エネ ルギー 理工 学科 ] に 合格 し 
た 者 





] 


1 
「! 


13 : 30 一 15 : 30 


学 : 
文 学 





避 
に 





令 和 2 年 3 月 13 日 ( 金 ) 





lg dk 
座 [ 

















日 団 政 癌 | 吾 
人 
い 


] 
[【 
lk 
ぶ 





【 注 】① シン ポジ オン の 場所 は , 58 頁 の 配置 図 (D- 3) で 確認 し て くだ さい 。 
② 都合 に より 前 記 の 日 時 に 手続 が で き な い 場合 は , 令 和 2 年 3 月 13 日 ( 金 )13 時 30 分 か ら 15 時 30 
分 まで に 手続 き を 行う こと が で きま す 。 
その 場合 は , 前 も っ て 入学 試験 事務 室 [電話 (052) 789 一 5765] に 連絡 し て くだ さい 。 


② 後期 日 程 試験 合格 者 


本 


ez Jo の KR 


【 注 】① 入試 課 の 場所 は , 58 真 の 配置 図 (Dー 4) で 確認 し て くだ さい 。 
② 都合 に より 前 記 の 日 時 に 手続 が で き な い 場合 は , 令 和 2 年 3 月 26 日 ( 木 ) 9 時 30 分 か ら 11 時 30 
分 まで に 手続 き を 行う こと が で きま す 。 
その 場合 は , 前 も っ て 入学 試験 事務 室 [電話 (052) 789 一 5765] に 連絡 し て くだ さい 。 





※ 入学 手続 は . で きる 限り 直接 来 学 の 上 , 行っ て くだ さい 。 た だ し , 都合 に より 来 学 で き な い 場合 
は , 前 も っ て 入学 試験 事務 室 [電話 (052) 789-5765] に 連絡 し た 上 で , 前 期日 程 試 験 合格 者 は , 令 
和 2 年 3 月 13 日 ( 金 ) 11 時 30 分 (必着 ・ 厳 守 ) まで に , 後期 日 程 試験 合格 者 は , 令 和 2 年 3 月 25 日 ( 水 ) 
17 時 (必着 ・ 厳 守 ) まで に , 入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参照 ) に 必要 書類 (入学 料 払込 証明 書 を 含む 。) 
を 速達 書留 郵便 で 郵送 し て くだ さい 。 た だ し , 指定 日 時 まで に 到着 し な か っ た 場合 は , 入学 を 辞退 し 
た も の と し て 取り 扱い ます の で , 留意 し て くだ さい 。 








(2) 入学 料 等 学生 納付 金 (予定 額 ) 


学生 教育 研究 災害 傷害 保険 料 
(* は 学研 災 付 常 賠償 責任 保険 を 含む 。) 













































































部 3, 300 円 
部 *4, 660 円 
部 3, 300 円 
部 *4, 660 円 
情 中 前 期 分 267.900 円 時 
理 部 | 282,000 円 _ *4, 660 円 
医学 部 医学 科 iR *7.800 円 
医学 部 保 人 学科 ( 護 学 専攻 除く ) 3. 370 円 
医学 部 保健 学科 看護 学 専攻 *5, 370 円 
部 *4, 660 円 
農 立 *4, 660 円 
【 注 】① 入学 時 又は 在学 中 に 学生 納付 金 の 改定 が 行わ れ た 場合 に は , 改定 時 か ら 新 た な 入学 料 額 及び 授 
業 料 領 が 適用 され ます 。 
② 入学 料 は , 合格 通知 書 と と も に 送付 する 入学 手続 要領 を 参照 の 上 , 郵便 局 の 受付 窓口 で 払い 込 
ん で くだ さい 。 


③ 入学 手続 完了 後 は , 納入 済み の 人 学 料 は 返還 し ませ ん 。 

④ 授業 料 は , 入学 後に 納入 し て くだ さい 。 

⑤ 学生 教育 研究 災害 傷害 保険 の 概要 に つい て は 53 一 54 頁 を 参照 し て くだ さい 。 保険 料 は , 学部 
(学科 ) に より 異な り ま す 。 保険 料 は , 入学 手続 要領 を 参照 の 上 , 郵便 局 の 受付 窓口 で 払い 込ん 
で くだ さい 。 

⑥ その 他 , 入学 に 必要 な 手続 の 詳細 は , 入学 手続 要領 を 参照 し て くだ さい 。 


(3) 留意 事項 
① 入学 手続 の 際 , 「 大 学 入試 セン ター 試験 受験 票 ] に 入学 手続 完了 の 証明 と し て 本 学 大 学名 を 押印 
し ます 。 
② 本 学 の 入学 手続 を 完了 し た 者 は , 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 へ の 入学 手続 は 認め られ ませ ん 。 
また , 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 の 人 入学 手続 を 完了 し た 者 は , 本 学 へ の 人 学 手続 は 認め られ ませ ん 。 


15. 入学 辞退 手続 
合格 者 で あっ て , 本 学 へ の 入学 を 辞退 し よう と する 者 は , 下記 日 時 まで に 「 人 入学 辞退 届 」( 合 格 通知 書 
に 同封 する 本 学 所 定 の も の ) を 入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参照 ) に 郵送 又は FAX に より 提出 し て くだ さい 。 
な お , | 入学 辞退 届 ] を 提出 し た 者 は , 本 学べ へ の 入学 手続 を 行う こと は で きま せん 。 
〇 提出 期限 
前 期日 程 試験 合格 者 令 和 2 年 3 月 13 日 ( 金 ) 12 時 まで 
後期 日 程 試験 合格 者 令 和 2 年 3 月 25 日 ( 水 ) 12 時 まで 


16. 追加 合格 
合格 者 の 追加 を 行う こと が あり ます 。 追加 合格 実施 の 有無 に つい て は , 令 和 2 年 3 月 27 日 ( 金 ) 17 時 ま 
で に 本 学 ホ ー ム ペー ジ に 掲載 し ます 。 な お , 追加 合格 実施 の 有無 に つい て の 電話 等 に よる 照会 に は 応じ 
ませ ん 。 
(1) 期間 ・ 対 象 ・ 方 法 
期間: 令 和 2 年 3 月 28 日 ( 土 ) か ら 令 和 2 年 3 月 31 日 ( 火 ) 
対象: 本 学 の 一 般 入試 を 受験 し た 者 で , 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 の 入学 手続 を 完了 し て いな い 者 
方 法 : 名 古屋 大 学 入学 志願 票 に 記載 され て いる 「 緊 急 連 絡 先 ] へ , 本 人 に 電話 を し ます の で , 本 
人 が 不在 の 場合 で も 連絡 が 直ちに 行え る よう に 所 在 を 明らか に し て お いて くだ さい 。 本学 
か ら の 連絡 の 際 , 追加 合格 候補 者 が 不在 等 で , 本 学 が 連絡 し て か ら 5 時 間 経 過 し て も 連絡 ・ 
確認 が で き な か っ た 場合 は , 入学 意思 が な いも の と し て 取り 扱い ます 。 な お , 電話 が 不通 
の 場合 に は , 出願 時 に 登録 し た メー ル ア ド レス に 連絡 する こと が あり ます 。「@admnagoya- 
uacjp| か ら の メー ル を 受信 で きる よう 設定 願い ます 。 
(2) 合格 通知 書 の 交付 
追加 合格 の 連絡 を 受け , 本 学 に 入学 し よう と する 者 に | 合格 通知 書 ] 及び 入学 手続 書類 を 交付 し ま 
。 合格 通知 書 等 を 受領 する 際 は , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入試 セン ター 試験 受験 票 ] を 持参 
し て くだ さい 。 
(3) 入学 手続 
入学 手続 日 時 ・ 場 所 等 に つい て は , 別途 連絡 し ます 。 
な お , 入学 手続 の 際 は , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ]」」「 大 学 入試 セン ター 試験 受験 票 ], | 入学 料 等 ] 及び 
[印鑑] を 持参 し て くだ さい 。 
【 注 】 追 加 合格 者 が 本 学 の 入学 手続 を 行っ た 場合 , 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 へ の 人 入学 手続 は で きま せん 。 


17. 個人 情報 の 取扱 い 
(1) 個人 情報 に つい て は , 「 独 立 行政 法人 等 の 保有 する 個人 情報 の 保護 に 関す る 法律 」 及び 「 名 古屋 大 
学 個人 情報 保護 規程 ] に 基づき , 適切 に 管理 し ます 。 
(2) 出願 時 に 得 た 住所 , 氏名 , 生年 月 日 , その 他 の 個人 情報 に つい て は , 入学 者 選抜 , 合格 者 発表 入 


学 手続 業務 を 行う た め に 利用 し ます 。 

(3) 出願 時 に 得 た 個人 情報 及び 入学 者 選抜 に 用 いた 試験 成績 は , 今後 の 入学 者 選抜 方 法 の 検討 資料 の 作 
成 の た め に 利用 し ます 。 ま た , 入学 者 に つい て の み ① 教 務 関 係 (学籍 , 修学 指導 等 ), ② 学 生 支 援 関 
係 (健康 管理 , 就職 支援, 授業 料 免除 ・ 奨 学 金 申請 等 ),③ 授 業 料 徴収 に 関す る 業務 を 行う た め に 利 
用 し ます 。 

(4) 上 記 (2) 及 び (3) の 各種 業務 で の 利用 に 当たっ て は , 一 部 の 業務 を 本 学 よ り 当 該 業 務 の 委託 を 受け た 
業者 (以下 , 「 受 託 業 者 ] と いう 。) に お いて 行う た め , 受託 業者 に 対し て , 委託 し た 業務 を 遂行 す 
る た め に 必要 と な る 範囲 で 個人 情報 の 全部 又は 一 部 を 提供 し ます 。 

(5) 国 公立 大 学 の 分 離 分 割方 式 に よる 合格 及び 追加 合格 決定 業務 を 円 滑 に 行う た め , 氏名 , 受験 番号 , 合 
格 及 び 人 入学 手 続 等 に 関す る 個人 情報 を , 独立 行政 法人 大 学 入試 セン ター 及び 併願 先 の 国 公 立 大 学 に 情 
報 提供 し ます 。 


18. 一 般 入 試 に お ける 試験 成績 及び 調査 書 の 開示 
本 学 で は , 志願 者 本 人 の 希望 に より , 令 和 2 年 度 一 般 入試 に 係る 試験 成績 及び 調査 書 に つい て , 次 に 
より 志願 者 本 人 に 開示 し ます 。 た だ し , 後 期日 程 試験 の 医学 部 医学 科 は 試験 成績 の 開示 は 行い ませ ん 。 
(1) 試験 成績 
① 開示 内 容 


・ 大 学 入試 セン ター 試験 の 合計 得点 (本学 で の 配点 に 基づく 換算 点 ) ・ 合 格 者 の 最高 点 
・ 個 別 学力 検査 の 合計 得点 ・ 合格 者 の 最低 点 
・ 大 学 入試 セン ター 試験 と 個別 学力 検査 の 合計 得点 ・ 合格 者 の 平均 点 
【 注 】(Q) 工学 部 及び 農学 部 の 合格 者 の 最低 点 は , 高 得点 者 選抜 を 除く 一 般 入 試 に お ける 合格 者 の 最低 点 
で す 。 
(2) 医学 部 医学 科 の 面接 に 関す る 評価 の 開示 は 行い ませ ん 。 
② 申込 方 法 


試験 成績 の 開示 を 希望 する 者 は , 出願 登録 時 に 希望 する に チェ ッ ク し , 検定 料 納 入 の 際 に 383 円 を 
あわ せ て 支払 っ て くだ さい 。 
な お , 出願 時 に 試験 成績 開示 を 希望 し な い 者 に は , 試験 成績 の 開示 は し ませ ん 。 
また , 検定 料 納 入 後 の 変 更 は で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 
③ 開示 方 法 及び 時 期 
令 和 2 年 4 月 13 日 (月 ) 以降 に 請求 者 本 人 (入学 志願 票 記 載 の 合格 通知 書 送付 先 ) へ 簡易 書留 郵便 
で 郵送 し ます 。 
な お , 4 月 以降 に 送付 先 が 変わ る 場合 は , 令 和 2 年 4 月 3 日 ( 金 ) まで に 入学 試験 事務 室 [電話 
(052)789-5765] に 連絡 し て くだ さい 。 
【 注 】 請 求 書類 等 に 不備 の ある 場合 は 開示 で きま せん 。 ま た, 再発 行 は で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 
(2) 調査 書 
① 「 指 導 上 参考 と な る 諸事 項 ] 及び | 備考] 欄 を 除く 記載 事項 の み を 本 学 入試 課 窓 口 で 閲覧 する こと 
が で きま す 。 
② 閲覧 を 希望 する 場合 は , 令 和 2 年 4 月 13 日 (月 ) か ら 5 月 29 日 ( 金 ) [ 土 ・ 日 及び 祝日 を 除く 。] の 
9 時 か ら 17 時 まで の 間 に , 本 人 が 「 和 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入試 セン ター 試験 受験 票 ] の 二 つ 
を 本 学 入試 課 窓口 まで 持参 し て その 冒 申し 出 て くだ さい 。 


平成 31 年 度 名 古屋 大 学 入学 試験 志願 者 ・ 受 験 者 ・ 合 格 者 数 及び 志願 倍率 一 覧 
前 期日 程 後期 日程 
合格 者 


























人 間 ・ 社 会 情報 学科 
コン ピュ ー タ 科学 科 


























看護 学 専攻 
Mg 語り 4 
検 投 術 科学 専攻 
理学 療法 学 専攻 
作業 療法 学 専攻 
計 
小計 
化学 生命 工学 科 
物理 工学 科 
マテ リア ル 工 学科 
電気 電子 情報 工学 科 
機械 ・ 入 空 宇宙 工学 科 
エネ ルギー 理工 学科 
環境 土木 建築 学科 
小 
生物 環境 科学 科 
資源 生物 科学 科 
応用 生命 科学 科 















































































































































2.414,736 | 4, 395 |1.618| 2.7 67 


【 注 】]) 推薦 入試 の 受験 者 に は , 第 1 次 選考 で の 不 合格 者 は 含み ませ ん 。 
(2) 表 中 の 志願 倍率 は [和志 人 の 志願 者 の 試験 種別 の 募集 人 員 ] で 算出 し て あり ます 。 





平成 31 年 度 名 古屋 大 学 入学 試験 合格 最高 ・ 最 低 点 及び 合格 者 の 平均 点 一 覧 





合格 者 の 平均 点 
1,493.00 
1.8631.683 
1.074.08 
1.637.05 


1.382.09 





1.458.79 





1.525.368 





1.588.45 


2.000.61 





者 護 学 1.356.54 





放射 線 技術 科学 専攻 1,420.34 





検査 技術 科学 専攻 1,428.80 





理学 療法 学 専攻 1 949 





作業 療法 学 専攻 1.341.36 





1,199.59 





1 ,195.97 





1,173.80 





1.245.64 





dL 
機械 ・ 航 空 宇宙 工 


1.289.16 





学 科 1,160.28 





学 科 1.206.66 


1.493.83 





源 生物 科学 科 1.538.67 




















用 生命 科学 科 1.544.77 


【 注 】1) 工学 部 及び 農学 部 の 合格 最低 点 は , 高 得点 者 選抜 を 除く 合格 者 の 最低 点 と な っ て いま す 。 
(2) 合格 発表 時 の 得点 に 基づき 作成 し て いま す 。 
(3) 医学 部 医学 科 の 後期 日 程 試験 は 試験 成績 の 開示 は 行い ませ ん 。 




















1. 沿革 
念 前 身 校 期 二 
1871( 明 治 4 ) 年 仮病 院 仮 医学 校 開設 
1872( 明 治 5) 年 。 義 病院 設置 
1873( 明 治 6) 年 仮病 院 医学 講習 場 設 軒 
1875( 明 治 8) 年 愛知 県 病院 設置 ーー 
1876( 明 治 9 ) 年 公立 医学 講習 場 公立 医学 所 設置 
1878( 明 治 11) 年 公立 医学 校 設 軒 
1881( 明 治 14) 年 愛知 医学 校 設 軒 
1901( 明 治 34) 年 愛知 県 立 医学 校 設置 
1903( 明 治 36) 年 知立 下校 
1908( 明 治 41) 年 第 八 高等 学校 設置 
1920( 大 正 9 ) 年 愛知 医科 大 学 設 軒 
名 古屋 高等 商業 学校 設置 
1931 (昭和 6 ) 年 ( 官 立 移管 名 古屋 医科 大 学 設 叶 
今 帝 国 大 学 (| 旧制 大 学 ) 期 _ 遇 際 
1939( 賠 和 14) 年 名 古屋 常 国 大 学 創 設 (医学 部 と 理工 学部 の 2 学部 ) 
を 品 屋 宝 大 学 隊 時 用 必 医 学 宮 門 部 設置 了 
1942 (昭和 17) 年 。 名 古屋 国 大 学 理 工学 部 を 理学 部 と 工学 部 に 分 離 
1943( 昭 和 18) 年 名 古屋 帝国 大 学 航空 医学 研究 所 設 年 (1945 年 廃 上 
1944( 昭 和 19) 年 。 名 古屋 工業 経営 専門 学校 設置 (1946 年 廃止 ) 
名 古屋 経済 専門 学校 設 軒 _ 
名 訓 屋 常 国 大 学 附属 きす 門 部 設 軒 
1945( 昭 和 20) 年 。 岡崎 高等 師範 学校 設 _ 
1946 (昭和 21) 年 。 名 古屋 常 国 大 学位 了 学会 究 所 設 寺 
1947 (昭和 22) 年 。 名 古屋 大 学 (旧制 ) と 改称 _ 
1948( 昭 和 23) 年 。 名 古屋 大 学 文 学部 , 法 経 学部 を 設 軒 
念 新 制 大 学期 
1949 (昭和 24) 年 旧制 名 大 , 医 専 部 , 八 高 , 名 経 専 , 岡崎 高師 を 包括 。 _- 
, 教育 , 法 経 , 理 , 医 , 工 の 6 学び 所 研究 所 で 新制 名 古屋 大 学 と し て 発足 
電 研 究 所 , 附属 図書 館 , 分 校 (教養 部 ) を 設置 
1950( 昭 和 25) 年 学 部 を 技 8 部 と 経済 学部 に 分 離 
1951( 昭 和 26) 年 農学 部 設 汗 
1953( 昭 和 28) 年 文学 , 教育 学 , 法学 , 0 理学 , 工学 の 6 研究 科 を 設置 (文学 研究 科 2017 年 廃止 ) 
1955( 昭 和 30) 年 医学 , 農学 の 2 研究 科 を 設 _ _ 
1961 (昭和 36) 年 プラ ズ マ 研究 所 設 (96 0 核 融合 科学 研究 所 へ 発展 ) 
1963( 昭 和 38) 年 人 部 設 軒 (1993 征 放 上 
1971( 昭 和 46) 年 。 大型 計算 機 セ ンタ ー 設 置 (2002 年 廃止 ) 
1973( 昭 和 48) 年 水圏 科学 研究 所 設置 _ 
1977 (昭和 52) 年 名 古屋 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学部 併設 (2001 年 廃止) 
1990 (平成 2 ) 年 電 研 究 所 を 太陽 地球 環境 研究 所 に 改組 
1991( 平 成 3 ) 年 大 学 了 国 際 半 人 人 究 科 設 時 
1992( 平 成 4) 年 。 大 学院 人 間 情 二 訂 4 婦 置 (2003 年 廃止 ) 
1993( 平 成 5) 年 情報 文化 学部 設置 (2017 年 廃止 ) 
水圏 科学 研究 を 大 気 水 半生 所 に 改組 (2001 年 廃止 ) 
1995( 平 成 7) 年 大 学院 多元 数 理科 学研 究 科 設置 
1997( 平 成 9) 年 大 学院 農学 研究 科 を 大 学院 生命 農学 研究 科 に 改称 
1998( 平 成 10) 年 大 学院 国際 言語 文化 研究 科 設 を 置 (2017 年 廃止) 
2000 (平成 12) 年 。 大 学院 教育 計 iaNPPRN 全 2 科 に 改称 
2001( 平 成 13) 年 。 大 学院 環境 学研 究 科 設置 
地球 水循環 研究 セン タ 設置 (2015 年 廃止 ) 
2002 (平成 14) 年 情報 連携 碁盤 セン ター 設置 (2009 年 廃止 ) 
大 学院 医学 研究 科 を 大 学院 医学 系 研究 科 に 改称 
2003 (平成 15) 年 。 大 学院 情報 科学 研究 科 設 置 (2017 年 廃止 ) 
念 国立 大 学 法人 期 
2004 (平成 16) 年 国立 大 学 法人 名 古屋 大 学 設立 
大 学院 法学 研究 科 実 務 法 弄 杖 成 専攻 (法科 大 学院 ) 設 
2006 (平成 18) 年 エコ トピ ビア 科 学研 究 所 設置 
2009 (平成 21) 年 情報 基盤 セン ター 設置 
2012 (平成 24) 年 大 学院 信楽 科学 研究 科 設 置 
2015 (平成 27) 年 太陽 地球 環境 研究 所 等 を 宇宙 地球 環境 研究 所 に 改組 
人 所 を 未来 材料 ・ シ ステ ム 人 研究 所 に 改組 
2017 (平成 29) 年 情報 学 
大 学院 人 文学 研究 人 
大 学院 情報 学研 究 科 設 
2018 (平成 30) 年 「 提 還 科大 学 記 人 | に 指定 


名 古屋 大 の 概 





























2. 教育 課程 

本 学 に お ける 教育 課程 の 体系 は 次 表 の と お り で す 。 各 学部 で は , この 教育 課程 に 基づき , 4 年 一 貫 
(医学 部 医学 科 は 6 年 一 貫 ) 教育 課程 を 編成 し , それ ぞ れ 卒業 まで に 修め な けれ ば な ら な い 科 目 及 びそ の 
単位 数 を 定め て いま す 。 

また , 文学 部 で は 2 年 次 , 理学 部 で は 1 年 次 , 医学 部 医学 科 で は 2 年 次 , 3 年 次 及び 4 年 次 , 工学 部 
で は 1 年 次 及び 2 年 次 , 農学 部 で は 2 年 次 及び 3 年 次 終了 時 に , それ ぞ れ の 学部 で 定め る 単位 数 を 修得 
し て いな いと , 次 学年 に 進級 で きま せん 。 


2 由 較 内 容 
各 学 部 の 学科 , 専攻 の 専門 系 科目 の うち の 最も 中 核 的 な 科目 (卒業 論文 又は 卒業 研 


完 を 含む 。) 











専門 科目 





関連 専門 科目 | 専門 科目 の 周辺 に 位置 する 科目 で , 専門 科目 の 教育 効果 を より 高め る た め の 科 目 





専門 科目 , 関連 専門 科目 な ど を 理解 する の に 必要 な , 専門 に 直結 し た 基礎 教育 科目 





要 
初 年 次 生 を 大 学 教育 へ 導入 し , 自立 し た 学習 能力 を 身 に つけ る と と も に , 文 ・ 理 に 
共通 し た 基礎 的 学力 や 技能 を 養う 科目 

多面 的 な 知 的 トレ ー ニ ング に よっ て , コモ ン ベ ペ ベー シック と し て の 読み , 書き , 話す 
能力 の か ん 養 を 図る と と も に , 真理 探 先 の 方 法 と 面白 さき を 学ぶ 科目 


専門 的 学習 の ツー ル と し て 外国 語 の 能力 を 高め , 異 文化 理解 を 深め て , 国際 社会 に 
相応 し い 教養 を 育む 科目 


健康 に 関す る 自己 管理 能力 , 生涯 スポ ー ツ の 基礎 と な る 技能 の 習 
し た コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 や リー ダー シッ プ を 育む 科目 





人 文 ・ 社 会 科学 系 分 野 の 学問 体系 を 認識 する と と も に , 自主 的 判断 能力 を う 科目 





理系 基礎 科目 | 自然 科学 系 分 野 の 学問 体系 を 認識 する と と も に , 自主 的 判断 能力 を 培う 科目 





人 文 ・ 社 会 科学 系 分 野 の 諸 現 象 に つい て , それ ら の 諸 現 象 を 学際 的 , 総合 的 に 分 析 , 
把握 する 能力 を 育む と と も に , 他 の 学問 分 野 と の 関連 性 に つい て 理解 する 科目 
自然 科学 系 分 野 の 諸 現象 に つい て , それ ら の 諸 現 象 を 学際 的 , 総合 的 に 分 析 , 把握 
する 能力 を 育む と と も に , 他 の 学問 分 野 と の 関連 性 に つい て 理解 する 科目 


文系 教養 科目 





理系 教養 科目 





全学 教養 科目 | 専門 分 野 を 問わ ず , 豊か な 人 間 性 を 育み , 総合 的 判断 能力 を か ん 養 する 科目 





学生 の 自主 的 で 多様 な 学習 意欲 に 応え る た め , 学部 等 が 開講 する 専門 系 授業 科目 の 
開 放 科 目 | うち , 他 学 部 の 学生 の 受講 が 可能 で あり , か つ , 有意 義 で ある と 認め て 全学 に 開放 
する 科目 


【 注 】(1) 全学 基礎 科目 ・ 言 語文 化 の 履修 に つい て は , 次 の 言語 文化 科目 の 中 か ら 英 語 を 含む 二 つ を 選択 する 
必要 が あり ます の で , あら か じ め 考 を え を て お いて くだ さい 。 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , ロシア 語 , 中 国語 , スペ イン 語 及 び 朝 鮮 ・ 韓 国語 
(2) 英語 を 履修 する に 当たっ て , クラ ス 分 け の た め の 「 英 語 プ レイ スメント ・ テ スト 」 を 入学 式 前 に 入 
学者 全員 に 対し て 行い ます 。 
この 「 英 語 プ レイ スメント ・ テ スト | は , みな さん の 「 英 語 力 」 を 客観 的 に 判断 し て , 「 英 語 力 」 
の レベ ル に 応じ て クラ ス 分 け (英語 習 難 度 別 クラ ス 編 成 ) を する た め の テ スト で す 。 あ くま で も クラ 
ス 分 け の た め の テ スト で すか ら , その 成績 は 学習 指導 に 利用 きれ る も の で あっ て , 「 英 語 ] の 成績 に 
は 反映 きれ ま せん 。 
これ ら , 【 注 】(①), (2) に つい て の 詳細 は , 合格 者 に 配付 する 入学 手続 書類 を 参照 し て くだ さい 。 














3. 学部 ・ 学 科 
学部 ・ 学 科 名 及び 1 学年 当たり の 定員 は 次 の と お り で す 。 


な お , 経済 学部 及び 理学 部 の 入学 者 選抜 は , 学科 別 で は な く 学 部 全体 と し て 行い ます 。 各 学科 や 各 再 
攻 等 へ は , 下記 に 示す 時 期 か ら 志望 に より 配属 され ます 。 た だ し , 志望 者 が 当該 学科 や 専攻 等 の 定員 を 





超え る 場合 は , 選考 を 行う こと が あり ます 。 


学科 ・ 専 攻 等 へ の 配属 時 期 に つい て 


2 年 次 の 前 期 情報 学部 ( 系 へ の 配属 ) 3 年 次 の 前 期 





2 年 次 の 後期 理学 部 (学科 へ の 配属 ) 2 年 次 の 前 期 




















2 年 次 の 前 期 | (プロ タラ ム ス へ の 硬 属 ) | 2 年 次 の 前 期 








人 文学 科 125 名 
文芸 言語 学 コ ー ス (言語 学 , 日 本 語学 , 日 本 文学 , 英語 学 , 英 米 文学 , フランス語 フ ラン ス 文 学 , 
ドイ ツ 語 ドイ ツ 文 学 , 中 国語 中 国文 学 ), 哲学 倫理 学 コー ス (哲学 , 西洋 古典 学 , 中 国 哲学 , イン 
ド 哲 学 ), 歴史 学 ・ 人 類 学 コ ー ス (日 本 史学 , 東洋 史学 , 西洋 史学 , 美学 美術 史学 , 考古 学 , 文化 
人 類 学 ), 環境 行動 学 コー ス (社会 学 , 心理 学 , 地理 学 ) 














内 
O 教育 学 音 
人 間 発 達 科学 科 65 名 
生涯 教育 開発 コー ス 心理 社会 行動 コー ス 
学校 教育 情報 コー ス 発達 教育 臨 原 コー ス 
国際 社会 文化 コー ス 














了 
⑥O 法学 部 
法律 ・ 政 治 学 科 150 名 
*「 法 曹 コ ー ス | の 新設 : 2019 年 度 以降 の 入学 者 を 対象 と し て , 法曹 養成 の た め の 「5 年 一 貫 教 育 ] を 実 
施す る 「 法 草 コ ー ス (仮称 )] を 設置 する 予定 で す 。 入 学 後に 所 定 の 手続 き を と っ て この コー ス に 登録 し , 
必要 な 条件 を 満た せ ば , 早期 卒業 制度 を 利用 し て 3 年 間 で 法学 部 を 卒業 し , 法科 大 学院 の 既 修 者 コー ス 
(2 年間) に 進学 する こと が で きま す 。 





ヽ 。 











〇 経済 学 部 
経 済 学科 140 名 
経営 学科 65 名 











情 報 学 部 
自然 情報 学科 


数 理 情報 系 , 複雑 シス テム 系 


38 名 コン ピュ ー タ 科学 科 


59 名 


情報 シス テム 系 , 知能 シス テム 系 



































人 間 ・ 社 会 情報 学科 38 名 
社会 情報 系 , 心理 ・ 認 知 科学 系 
理 学 部 
数 理 学科 55 名 生 命 理 学 科 50 名 
物 理 学科 90 名 地球 惑星 科学 科 25 名 
化 学 科 50 名 
医 学 部 
医 学 科 107 名 
保 _ 健 学科 
看 護 学 専攻 80 名 理学 療法 学 専攻 20 名 
放射 線 技術 科学 専攻 40 名 作業 療法 学 専攻 20 名 
検査 技術 科学 専攻 40 名 
エエ 学 和音 
化学 生命 工学 科 99 名 エネ ルギー 理工 学科 40 名 
物 理 工 学 科 83 名 環境 土木 ・ 建 築 学科 80 名 
マテ リア ル 工 学科 110 名 環境 土木 工学 プロ グラ ム | TABEE 認定 の 
電気 電子 情報 工学 科 118 名 建築 学 プロ グラ ム ルン メ 
機械 ・ 航 空 宇宙 工学 科 150 名 
農 学 部 
生物 環境 科学 科 35 名 
資源 生物 科学 科 55 名 
応用 生命 科学 科 80 名 

















4 . 大 学院 
学部 を 卒業 し た 後 , さら に 専門 分 野 に つい て 深く 研究 し よう と する 者 は , 選考 を 経て 大 学院 に 入学 す 
る こと が で きま す 。 本学 の 大 学院 に は , 人 文学 ・ 教 育 発達 科学 ・ 法 学 ・ 経 済 学 ・ 情 報 学 ・ 理 学 ・ 医 学 系 ・ 
工学 ・ 生 命 農学 ・ 国 際 開 発 ・ 多 元 数 理科 学 ・ 環 境 学 ・ 創 薬科 学 の 各 研 究 科 が 設け られ て いま す 。 








教育 科学 , 心理 発達 科学 
総合 法政 , 実務 法曹 養成 (法科 大 学院 ) 
社会 経済 シス テム , 産業 経営 シス テム 


数 理 情報 学 , 複雑 系 科学 , 社会 情報 学 , 心理 ・ 認 知 科学 , 
情報 シス テム 学 , 知能 シス テム 学 


素 粒子 字 宙 物理 学 , 物質 理学 , 生命 理学 , 
名 古屋 大 学 ・ エ ディ ン バ ラ 大 学 国際 連携 理学 


修士 課程 ( 1 専攻 ) | 医科 学 
前 期 課程 ( 1 専攻 ) | 総合 保健 学 【 注 】2 


医学 系 研究 科 総合 医学 , 名 古屋 大 学 ・ ア デレ ー ド 大 学 国 際 連 携 総 合 医学 , 
学 冒 課 得 ( 4 専攻 ) | 名 古屋 大 学 ・ ル ンド 大 学 国際 連携 総合 医学 , 

名 古屋 大 学 ・ フ ライ ブル ク 大 学 国際 連携 総合 医学 
後期 課程 ( 1 専攻 ) | 総合 保健 学 【 注 】 2 

有機 ・ 高 分 子 化学 , 応用 物質 化学 , 生命 分 子 工学 , 

応用 物理 学 物質 科学 , 材料 デザ イン 工学 , 

物質 プロ セス 工学 , 化学 シス テム 工学 , 電気 工学 , 

電子 工学 , 情報 ・ 通 信 工 学 , 機械 シス テム 工学 , 

マイ クロ ・ ナ ノ 機 械 理工 学 , 航空 宇宙 工学 , 

エネ ルギー 理工 学 , 総合 エネ ルギー 工学 , 土木 工学 


森林 ・ 環 境 資源 科学 , 植物 生産 科学 , 動物 科学 , 応用 生命 科学 , 
生命 農学 研 完 科 6 専攻 | 名 古屋 大 学 ・ カ セ サ ー 二 和 1 

名 古屋 大 学 ・ 西 オー スト ラリ ア 大 学 国際 連携 生命 

一 国際 開発 研究 科 (1 専攻 ) | 多国 際 開 発 協力 

較 多 元 数 理科 学研 究 科 (1 専攻 ) | 移 多元 数 理科 学 

田 環 境 学研 究 科 (3 専攻 ) | 多 地 球 環境 科学 , 人 都市 環境 学 , 人 社会 環境 学 


田 人 纏 楽 科学 研究 科 (1 専攻 ) | 金 基盤 創 楽 学 














究 科 (4 専攻 ) 























完 科 (7 専攻 ) 























【 注 】 1. 圏 独立 研究 科 多 … 独 立 専攻 
【 注 】 2 . 令 和 2 年 4 月 に 改組 する 予定 で す 。 な お , この 計画 は , 文部 科学 省 大 学 設置 ・ 学 校 法人 審議 会 の 
審査 結果 に より 確定 する も の で あり , 今後 , 変更 が あり 得 ま す 。 


5. 教職 課程 
本 学 は , 教員 状 成 を 目的 と し て いま せん が , 教職 に 関す る 科目 を 履修 し , 所 定 の 単位 を 取得 し た 者 
は , 履修 し た 教科 に 関す る 科目 に 応じ , 中 学校 教諭 一 種 免 許 状 及び 高等 学校 教諭 一 種 免許 状 を 取得 する 
こと が で きま す 。 免許 状 の 教科 は , 次 の と お り で す 。 
国語 ・ 社 会 ・ 数 学 ・ 理 科 ・ 農 業 ・ 商 業 ・ 英 語 ・ ド イツ 語 ・ フ ラン ス 語 ・ 地 理 歴史 ・ 公 民 ・ 情 報 


6 . 学生 生活 
(1) 修学 費 援助 
① 入学 料 の 免除 
特別 な 事情 に より , 入学 料 の 納入 が 著しく 困難 と 認め られ る と き , その 他 特 別 な 事由 が ある と 認 
め ら れる と き は , 選考 の 上 , 入学 料 の 全額 又は 半額 が 免除 及び 徴収 猫 予 ミ れ る 制度 が あり ます 。 こ 
の 制度 に 申請 で きる 者 は , 次 の 各 号 の いずれ か に 該当 する 場合 に 限り ます 。 
※ な お , 免除 申請 前 に 納入 し た 入学 料 は 返還 で き な い の で 注意 し て くだ さい 。 
ア 入学 前 1 年 以内 に お いて , 入学 する 者 の 学資 を 主として 負担 し て いる 者 (以下 「 学 資 負担 者 」 
と いう 。) が 死亡 し 又は 入学 する 者 若しくは 学資 負担 者 が 風水 害 等 の 災害 を 受け , 入学 料 の 納入 
が 著しく 困難 と 認め られ る と き 
イ 学資 負担 者 に 特別 な 事情 が あり , 経済 的 困 徐 度 (各種 ロー ン 返 済 , 負債 等 は 除く 。) が 著しく 
高く , か つ 学 業 優秀 と 認め られ る と き 
ウ その 他 , 前 号 に 準ずる も の で , 総長 が 相当 と 認め る と き 
② 授業 料 の 免除 
経済 的 理由 に より 授業 料 の 納入 が 困難 で , か つ , 学業 優秀 と 認め られ る 場合 又は 特別 な 事情 に よ 
り 授業 料 の 納入 が 著しく 困難 で ある と 認め られ る 場合 は , 納入 すべ き 授 業 料 の 全額 又は 半額 が 免除 
され る 制度 が あり ます 。 
※ な お , 免除 申請 前 に 納入 し た 授業 料 は 返還 で き な い の で 注意 し て くだ さい 。 
③ 奨学 金 
優れ た 学生 で あっ て , 経済 的 理由 に より 修学 が 困難 と 認め られ る 者 に は , 日 本 学生 支援 機構 美学 
金 を は じ め 地 方 公共 団体 , 民間 半 学 事業 団体 等 か ら 奨学 金 が 給与 (給付 )・ 貸 与 さ れる 制度 が あり 
ます 。 
令 和 元 年 度 入学 者 の 日 本 学生 支援 機構 世 学 金 の 種類 と 貸与 月 額 は , 下 表 の と お り で す 。 
詳細 は , 日 本 学生 支援 機構 ホー ムペ ー ジ (URL http://www.jasso.gojp/) で 確認 し て くだ さい 。 








45, 000 円 
51, 000 円 
40, 000 円 
30, 000 円 
20, 000 円 





20, 000 円 一 120, 000 円 
(1 万 円 単位 ) 
か ら 選 択 








な お , 奨学 事業 団体 に よっ て は , 高 等 学校 等 の 成績 を 選考 資料 と し て いる と ころ が あり , こ の 場 
合 , これ ら の 団体 に 対し , 高等 学校 等 か ら 提 出さ れ た 調査 書 等 入試 情報 を 提示 する こと が あり ま 
す 。 

④ 国 の 教育 ロー ン (日 本 政策 金融 公庫 ) 

本 学 の 入学 者 や 在学 者 は , 保護 者 を 通じ て , 日 本 政策 金融 公庫 の | 国 の 教育 ロー ン | を 利用 する 
こと が で きま す 。「 国 の 教育 ロー ン 」| は , 教育 の た め に 必要 な 資金 を 融資 する 公 的 な 制度 で , 入学 金 
や アパ ー ト の 敷金 な どの 入学 時 の 費用 や , 授業 料 や 教科 書 代 , アパ ー ト の 家賃 な どの 在学 中 の 費用 
に 幅広 く 使 えま す 。 

な お , 申込 み は 合格 発表 前 に ち す る こと が で きま す 。 

詳し く は , 教育 ロー ンコ ー ル セン ター (ナビ ダイ ヤル 0570-008656) に お 問い 合わ せい た だ く か , 
| 国 の 教育 ロー ン 」| で 検索 し 公庫 ホー ムペ ー ジ (URL http://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ 
ippan.html) に て ご 確認 くだ さい 。 


学生 1 人 に つき 350 万 円 以内 





15 年 以内 (交通 遺児 家庭 」 母子 家庭 , 父子 家庭 また は 世 薄 年 収 200 万 円 
(所 得 122 万 円 ) 以内 の 方 は 18 年 以内 ) 





(2⑫) 学生 の 和 宿舎 等 
① 名 古屋 大 学 国際 遇 9 
「 概 要 』 

ア 所 在 地 等 〒466-0811 名 古屋 市 昭和 区 高峰 町 165 
東山 キャ ン パ ス か ら 南 へ 約 700m (徒歩 : 約 10 分 , 自転 車 : 約 5 分 ) 

イ 人 居 定 員 291 名 
男子 : 211 人 (うち , 外国 人 留学 生 30 人 ) 
女子 : 80 人 (うち , 外国 人 留学 生 30 人 ) 

ウ 入居 期間 原則 と し て 1 年 (審査 の 上 , 延長 可能 ) 

エ 施設 概要 居室 は 個室 (13Y) で す が , キッ チン , リビン グ , 洗濯 室 は 共同 利用 で す 。 

オォ 設備 概要 居室 に は , 机 , 椅子 . ベッド, ワー ドロ ー プ , 戸棚 ユニ ッ ト バ ス ・ ト イレ , 
エア コン が 備え 付け られ て いま す 。 

カ 経費 寄宿 科 月 額 16,000 円 (共益 費 を 含む ) プ 光 熱 水 料 実費 

キ 申込 資格 自宅 (生計 を 一 に する 家族 の 住居 ) か ら 通 学 に 要する 時 間 が 片道 2 時 間 以 上 で ある 
oe 

ク 審 査 経済 的 状況 に より 審査 を 行い , 困 徐 度 の 高い 者 か ら 許可 し ます 。 
例 : 年 収 (給与 収入 ) が 4 人 家族 (両親 . 本 人 , 私 立 高校 在学 の 弟 ま た は 妹 ) で 
700 万 円 以下 等 

ケ 入居 案内 入居 案内 に つい て は , 本 学 ホ ー ム ペー ジ 「 入 学 案内 (大 学 案内 ・ 選 抜 要項 ・ 募 集 要 
項 ) URL : http://www.nagoya-u.ac.jp/admission/guide/pamphlet/index.html」 に 
掲載 し て お り ま す 。 

② アパ ー ト , マン ショ ン 等 

一 人 暮らし の 希望 者 に は , 名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 (大 学生 協 ) に お いて , お 部 屋 探 し の 予 
約 会 や 相談 会 を 実施 し て お り ま す 。 
大 学 付近 の 平均 家賃 は 45, 000 円 一 50, 000 円 程度 で す 。 食事 付き の 物件 等 も あり ます の で ご 相談 く 


いか ん 


だ さい 。 

詳細 は 大 学生 協 の | 受験 生 ・ 新 入 生 応援 サイ ト (https://www.nucoopjp/fresh/index.html)」 に 
て 順次 情報 を 掲載 いた し ます 。 
合格 前 予約 会 (一 般 受 験 向け ) 




















受付 時 間 
2 月 23 晶 (日) 一 2 月 24 日 (月 ) 
南部 食堂 2 階 | 彩 ] 〔58 頁 の 配置 図 (B- 5)] 
2 月 25 日 ( 火 ) 
大 幸 厚 生 会 館 2 階 〔59 頁 の 配置 図 体育 館 の 隣 〕 
2 月 26 日 ( 水 ) 1 8 南部 食堂 2 階 「 彩 ] 〔58 頁 の 配置 図 (B- 5)] 
・ 合 格 の 際 に 必ず 入居 する こと を 条件 に 合格 前 に お 部 屋 を 1 部 屋 押さ える こと が で きる 予約 会 で 
す 。 


・ 手 付 金 等 の 費用 は 不要 で す 。 (一 部 物件 を 除く ) 
・ 円 滑 に 案内 が 行え る よう 来場 予約 を お 願い し て お り ま す 。 
お 部 屋 探し 相談 会 (新入 生 サ ポー ト セ ンタ ー 内 
受付 時 間 
3 月 7 慎 () 11 : 00 一 15 : 00 
3 月 8 目 ( 目 ) 一 3 月 13 是 ( 金 ) | 10 : 00 一 15 : 00 


・ お 部 屋 探し に 合わ せ て , 新生 活 や 入学 準備 に 必要 な も の を トー タル で ご 紹介 いた し ます 。 
・ 来 場 が 集中 する 期間 と な り ま す の で 原則 と し て 新生 生 サポ ー ト セン ター の 来場 予約 を お 願い し て 
お り ま す 。 
・ 3 月 14 日 以降 は 住ま い の 韓 旋 コ ー ナ ー ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 
(3) 保健 等 
① 定期 健康 診断 及び 健康 相談 
本 学 で は , 保健 管理 室 (総合 保健 体育 科学 セン ター) に お いて , 毎年 春 に 定期 健康 診断 を 行っ て 
いま す 。 ま た , 心身 共に 健康 で ある こと が 有意 義 な 学生 生活 を 送る 上 で 欠か せな いも の で ある の 
で , 心身 両面 に わた る 健康 に 関し て 学生 は いつ で も 気軽 に 相談 で きま す 。 
② 学生 教育 研究 災 逢 傷害 保険 制度 及び 学研 災 付 淀 賠償 責任 保険 制度 
ア 学生 教育 研究 災害 傷害 保険 制度 
正 課 中 (授業 中 ・ 人 研究 活動 中 ), 学校 行事 中 , 学校 施設 内 に いる 間 , 課外 活動 中 及び 通学 中 に 生 
じ た 不 慮 の 災害 事故 に より 身体 に 傷害 を 被っ た 場合 の 被害 救済 措置 と し て の 保険 制度 で す 。 
イ 学研 災 付 薄 賠 償 責 任 保険 制度 
正 課 中 (授業 中 ・ 研 究 活動 中 ), 学校 行事 中 , 課外 活動 中 イン ター ンシップ , 教育 実習 , 医学 
部 の 実習 , ボラ ンティア 活動 及び その 往復 に お いて 他人 に ケガ を させ た り , 他人 の 財 物 を 損壊 し 
た こと に より , 法律 上 の 損害 賠償 責任 を 負担 する こと に よっ て 寝る 損害 を 補償 する 措置 と し て の 
保険 制度 で す 。 
【 注 】① 教育 ・ 経 済 ・ 情 報 ・ 理 ・ 工 ・ 農 の 各 学 部 及び 医学 部 医学 科 ・ 医 学部 保健 学科 看護 学 専攻 へ の 入 
学者 は , 全員 , 前 記 ア 及び イ の 両方 の 保険 に 加入 する も の と し て いま す 。 
② 文 ・ 法 の 各 学 部 及び 医学 部 保健 学科 (看護 学 専 攻 は 除く ) へ の 入学 者 は , 全員 前 記 ア に 加入 し , 
イ の 保険 へ の 加入 希望 者 は , 入学 後 . それ ぞ れ の 学部 の 教務 学生 関係 の 窓口 で 手続 を する こと と 





南部 食堂 2 階 「 彩 ] 〔58 頁 の 配置 図 (B- 5)] 











し て いま す 。 
保険 料 は , 下記 の と お り で , 教育 ・ 経 済 ・ 情 報 ・ 理 ・ 工 ・ 農 の 各 学 部 及び 医学 部 医学 科 ・ 医 学 
部 保健 学科 看護 学 専攻 は , 前 記 イ の 保険 料 を 含ん で いま す 。 


文 法 の 各 学 部 [保険 期間 4 年 間 ] PKG まま た PPE を ませ 1 なす 3, 300 円 
教育 ・ 経 済 ・ 情 報 ・ 理 ・ 工 ・ 農 の 各 学 部 [保険 期間 4 年間 ] ………… 4, 660 円 
医学 部 (医学 科 ) [保険 期 間 6 年 間 ] SE828SSIESISWNSS1eSSG3eSHS な SWGiela 人 800 円 
医学 部 (保健 学科 看護 学 専攻 は 除く ) [保険 期間 4 年間 ] …………… 3, 370 円 
医学 部 (保健 学科 看護 学 専攻 ) [保険 期間 4 年間 ] eee 5, 370 円 


(4) 学生 相談 
本 学 に は 学生 支援 セン ター が 設置 され て いて , 学業 , 進路 , 対人 関係 , 精神 保健 , 将来, 就職 の こ 
と な ど 学 生生 活 上 の 悩み や 課題 に つい て , いつ で も 相談 に 応じ て いま す 。 
(5) 体育 活動 
お よそ 50 の 運動 サー クル が 名 古屋 大 学 体育 会 に 所 属し , 活発 な 課外 活動 を 行っ て いま す 。 





(⑥) 文化 活動 
お よそ 60 の 文化 サー クル が 名 古屋 大 学 文 化 サ ー ク ル 連 盟 を 組織 し , 活発 な 課外 活動 を 行っ て いま す 。 
(⑦) 学生 会 館 


東山 キャ ン パ ス に は , 学生 課外 活動 の 中 心 施設 と し て 学生 会 館 が あり , 集会 室 , 和室 及び 談話 室 な 
ど が あり ます 。 
(8) 学生 食堂 等 
大 学 の 構内 に は , 食堂 ・ カ フェ や 日 用 品 の 売店 等 が あり ます 。 
また , 教科 書 の 販売 に つい て は 名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 (大 学生 協 ) に て 行っ て いま す 。 
新入 生 の 教科 書 購 入 に つい て は 「 受 験 生 ・ 新 入 生 応 援 サ イト (https://www.nucoopjp/fresh/index. 
html)」 に て 順次 情報 を 掲載 いた し ます 。 








名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 の 受験 生 向け 情報 提供 ・ 資 料 請求 に つい て 





名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 (名 大 生協 ) は , 名 古屋 大 学 受験 生 ・ 保 護 者 向け に 「 住 まい 物件 」,「 入 
学 準 備 ], 「 教 和書 ・ 教 材 申込 ] な ど に 関す る 情報 や 民子 を 提供 し て お り ま す 。 

情報 の 取得 や 資料 請求 は , 以下 の ホー ムペ ー ジ か ら 行 えま す 。 
* ま な お 資料 冊子 の 発送 は 12 月 中 旬 以 降 を 予定 し て いま す 。 


名 大 生協 の 「 名 古屋 大 学生 の た め の 2020 受 験 生 新入 生 応 援 サ イト | は 以下 の URL また は QR コー ド 


か ら 回 遇 回 
https://www.nucoop.jp/fresh/index.html EE Y 
回 


名 大 生協 の 受験 生 向け 資料 に 関す る お 問い 合わ せ 先 
名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 本 部 Tel : 052-781-1111 (平日 10 : 00 一 17 : 00) 





令 和 元 年 5 月 1 日 現在 
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6, 712 9, 628 








【 注 】 1) 〔 ]〕 内 は 外国 人 入学 生 を 内 数 で 示す 。 | 男 際 言 落 妨 公 研 完 科 | 8 28 36 8] 
【 注 1(2) 情報 文化 学部 は , 平成 29 年 度 以後 。 学生 
の 募集 を 停止 。(3 年 次 編入 学 は , 平成 













31 年 度 以後 。 学 生 の 募集 を 停止 ) | 衛生 科 塵 研 発生 | 82 4 9% の 
【 注 ] ③) 文学 ・ 国 際 言 語文 化 ・ 情 報 科 学研 究 和 は , 問 較 細 "ーッ ィ ー シ ーm 






人 間 情 報 学研 究 科 
計 


平成 29 年 度 以後 , 学生 の 募集 を 停止 。 
【 注 】(4) 人 間 情 報 学研 究 科 は , 平成 15 年 度 以後, 
学生 の 募集 を 停止 。 

















4.289 1,879 6,168 [1, 416 


大 学 案内 及び 学部 紹介 虹 子 の 請求 方法 
(1) 本 学 の ホー ムペ ー ジ か ら 請 求 す る 場合 
本 学 の ホー ムペ ー ジ か ら 「 モ バ っ ちょ を 利用 し て 大 学 案内 及び 学部 紹介 司 子 が 請求 で きま す 。 (名 


古屋 大 学 ホ ー ム ペー ジ (http://www.nagoya-u.acjp/) トッ プペ ー ジ の 「 入 学 案 内 ] 一 「 学 部 募集 要項 
大 学 案内 な ど 」 一 「 墓 集 要 項 ・ 大 学 案内 等 の 入手 方 法 」) 


※ イ ンタ ーネット 出願 の 導入 に より , 一 般 入試 学生 募集 要項 及び セン ター 試験 を 課す 推薦 入試 学生 募 
集 要項 に つい て , 冊子 体 で の 配付 は 行い ませ ん 。 


(2) 『 モ バ っ ちょ | か ら 請 求 する 場合 
携帯 電話 , スマ ー ト フォ ン , パソ コン か ら 請 求 で きま す 。 
EE で リ = コ 」 回 * 池 回 
prc き う ぁ 普 


https://djc-mb.jp/nagoya-u9/ 


【 科 金 の 支払 い 方 法 】 
① 請求 時 払い 
携帯 払い , スマ ホ 払 い , クレ ジッ トカ ー ド 払い が で きま す 。 (別途 手数 料 が 50 円 必要 で す 。) 
※ 携 帯電 話 ・ ス マ ホ の 機種 , 携帯 電話 会 社 と の 契約 状況 に よっ て , 通話 料金 と 一 緒 に お 支払 いで き 
な い 場 合 が ござ いま す 。 そ の 場合 , コン ビニ 後払い を 選択 し て くだ さい 。 
②④ コン ビニ 後払い 
資料 到着 後 , コン ビニ で お 支払 いく だ さい 。 (別途 手数 料 が 126 円 必要 で す 。) 
田上 記 請求 方 法 に つい て の 問合せ 先 


大 学 情 報 セ ンタ ー 株 式 会 社 モバ っ ちょ カス タマ ー セ ンタ ー 
TEL. 050 一 3540 一 5005 (平日 10 : 00 一 18 : 00) 
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名 古屋 大 学 難 試験 場 へ の アク セス 


至 岐 息 至 犬山 至 小牧 ・ 犬 山 











大 幸 地区 試験 場 
(医学 部 保健 学科 の み ) 


[ナゴヤ ドー ム 前 矢田 」 駅 
「 砂 田橋 ] 駅 下車 10 分 








ム 前 矢田 


大 曽根 ⑤ 二 販 \w 茶屋 ヶ 坂 






@ 自由 ヶ 丘 


@-- へ 今池 池下 覚王山 ] 東山 公園 


EE EE 昌 Ei EE 8 mm Em mm mi mm mm 人 mm 研 肝 が 





鶴舞 地区 試験 坦 名 証 屋 大 学 


医学 部 医学 科 

( 前 期日 和 ) 
後期 日 程 

「 稚 舞 」 駅 下車 8 分 






ーー*ーーーーーーーー 樹 至 赤池 ・ 豊 田 


上 前 津 鶴舞 御器所 八事 


東山 地区 試験 場 
「 名 古屋 大 学 」 駅 下車 すぐ 








ーー JH 東海 道 本 線 更 困 叶 地下 鉄 東山 線 
JR 中 央 本 線 ーー 地下 鉄 桜通 線 

名 鉄線 王 = 二 二 地下 鉄 鶴 舞 線 

ーー 地下 鉄 名 城 線 


ーーーー 地下 鉄 名 港 線 
東山 キャ ン パ ス 


ーー me 地下 鉄 上 央 田 線 画 地 下 鉄 東山 線 「 名 古屋 | 駅 か ら 藤 が 丘 行 き に 乗車 し ,「 本 山 」 駅 で 地下 鉄 
名 城 線 ( 右 回 り ) に 乗り 換え ,「 名 古屋 大 学 」 駅 まで 所 要 時 間 は 約 30 分 











名 古屋 大 学 入学 試験 事務 室 
〒464-8601 名 古屋 市 千種 区 不老 町 D4-4(100) 名 古屋 大 学 本 部 内 入学 試験 事務 室 TEL.(052) 789-5765 


(572 
名 古屋 大 学 


NAGOYA UNIVERSITY 


FAX.(052) 789-2188 
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こよ る 問合せ は , 原則 と し て 志願 者 本 人 が 行っ て くだ さい 。 


